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青
い
ケ
シ
は
英
国
庭
園
の
主
役
の
一
で
あ
る

が
、
庭
園
を
彩
る
青
い
ケ
シ
は
交
配
に
よ
る
園

芸
種
で
、
チ
ベ
ッ
ト
の
バ
イ
レ
イ
、
ブ
ー
タ
ン

の
ガ
キ
デ
ィ
ア
ナ
、
そ
し
て
今
回
紹
介
す
る
メ

コ
ノ
プ
シ
ス
・
グ
ラ
ン
デ
ィ
ス
が
主
な
親
種
だ
。

最
初
に
導
入
さ
れ
た
の
が
グ
ラ
ン
デ
ィ
ス
で
、

１９
世
紀
末
シ
ッ
キ
ム
か
ら
持
ち
込
ま
れ
た
。
そ

の
原
産
地
は
ネ
パ
ー
ル
東
部
。
英
国
で
咲
い
た

花
は
藤
色
だ
っ
た
。

２
０
１
８
年
６
月
末
、
グ
ラ
ン
デ
ィ
ス
を
求

め
て
タ
プ
ル
ジ
ュ
ン
か
ら
４
日
間
歩
き
ト
プ
ケ

ゴ
ー
ラ
に
着
く
。
集
落
の
北
に
あ
る
サ
ド
・
ポ

カ
リ
の
周
囲
で
花
を
探
す
。
草
や
低
木
の
間
に

濃
い
ピ
ン
ク
の
花
を
つ
け
た
高
さ
１
ｍ
ほ
ど
の

グ
ラ
ン
デ
ィ
ス
が
あ
っ
た
。
花
に
誘
わ
れ
て
シ
ャ

ク
ナ
ゲ
林
に
入
る
。
す
る
と
、
そ
こ
に
は
２
ｍ

近
い
グ
ラ
ン
デ
ィ
ス
が
数
株
咲
い
て
い
た
。
花

径
は
２５
㎝
も
あ
り
、
そ
の
名
の
通
り
威
風
堂
々

（
グ
ラ
ン
ド
）
と
し
た
姿
で
あ
っ
た
。

翌
日
パ
ン
サ
ン
・
バ
ニ
ヤ
ン
峠
を
越
え
て
ツ

ダ
ム
へ
向
か
う
。
峠
の
下
の
岩
陰
で
黄
色
い
花

を
い
く
つ
も
つ
け
た
メ
コ
ノ
プ
シ
ス
・
デ
ィ
ス

キ
ゲ
ラ
を
見
る
。
朔
果
が
デ
ィ
ス
ク
状
に
な
る

デ
ィ
ス
コ
ギ
ネ
亜
属
で
、
こ
れ
ま
で
紹
介
し
た

ト
ル
ク
ァ
タ
や
ブ
ー
タ
ニ
カ
の
仲
間
だ
。

こ
れ
ま
で
５４
回
に
渡
り
、
６１
種
の
青
い
ケ
シ

を
紹
介
し
て
き
た
が
、
今
号
で
終
了
し
ま
す
。

未
見
も
含
め
残
り
３０
種
ほ
ど
あ
る
が
、
ま
た
の

機
会
に
案
内
し
た
い
。
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最終回    厳冬の聖岳

写真・文  宮本宏明

所
々
で
崩
壊
し
荒
れ
気
味
だ
。
天
気

が
次
第
に
良
く
な
り
、
上
河
内
岳
の

真
っ
白
な
稜
線
が
見
え
て
き
た
。
西

沢
渡
で
は
籠
渡
し
（
手
動
の
ロ
ー
プ

ウ
ェ
イ
）
で
一
人
ず
つ
対
岸
へ
渡
る
。

上
半
身
の
重
労
働
で
汗
が
噴
き
出
す
。

二
人
が
渡
る
の
に
３０
分
か
か
っ
た
。

渡
っ
た
所
に
テ
ン
ト
を
張
る
。
気
温

は
高
め
で
暖
か
く
、快
適
な
キ
ャ
ン
プ
と

な
っ
た
。
夕
食
に
雑
煮
を
食
べ
、
１９

時
過
ぎ
に
シ
ュ
ラ
フ
に
入
っ
た
。

翌
朝
は
４
時
起
床
。
満
天
の
星
空

だ
が
、
あ
ま
り
冷
え
込
ま
な
か
っ
た
。

朝
食
を
作
っ
て
い
る
と
何
か
が
テ
ン

毎
年
、
年
末
（
ま
た
は
年
始
）
の

登
山
は
、
比
較
的
天
候
が
安
定
し
て

い
る
南
ア
ル
プ
ス
へ
行
く
こ
と
が
多

い
。
こ
の
年
は
、
同
じ
会
の
Ｉ
氏
と

聖
岳
を
目
指
す
こ
と
に
な
っ
た
。

年
も
押
し
詰
ま
っ
た
金
曜
の
朝
、

Ｉ
氏
が
車
で
近
く
の
駅
ま
で
迎
え
に

来
て
く
れ
た
。
前
夜
か
ら
の
雨
は
上

が
っ
た
が
気
温
が
高
く
、
甲
府
で
は

霧
が
出
て
い
た
。
長
坂
の
あ
た
り
で

綺
麗
な
虹
を
見
て
、
伊
那
谷
で
は
日

差
し
が
戻
っ
た
が
、
時
々
雨
粒
が
落

ち
て
く
る
。
南
ア
ル
プ
ス
は
不
気
味

な
黒
い
雲
に
包
ま
れ
て
い
た
。
松
川

Ｉ
Ｃ
で
高
速
を
下
り
、
み
ぞ
れ
混
じ

り
の
雨
の
中
を
下
栗
か
ら
芝
沢
ゲ
ー

ト
へ
と
向
か
う
。
芝
沢
ゲ
ー
ト
の
駐

車
場
に
は
我
々
の
車
だ
け
。
車
の
中

で
昼
食
を
食
べ
て
い
る
う
ち
に
雨
は

上
が
っ
た
。

林
道
を
歩
き
出
し
て
す
ぐ
、
林
道

が
崩
壊
し
た
場
所
を
大
き
く
高
巻
い

た
。
さ
ら
に
も
う
一
ヶ
所
崩
壊
し
た

所
を
小
さ
く
迂
回
す
る
。あ
と
は
便
ヶ

島
ま
で
ひ
た
す
ら
歩
く
。
便
ヶ
島
か

ら
西
沢
渡
ま
で
の
軌
道
跡
の
道
も

ト
の
周
り
を
歩
き
回
る
音
が
し
て
い

た
。
こ
ち
ら
が
声
を
出
し
て
も
逃
げ

な
い
の
で
不
気
味
だ
っ
た
が
、
し
ば

ら
く
し
た
ら
音
が
し
な
く
な
っ
た
。

鹿
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

ヘ
ッ
ド
ラ
ン
プ
を
点
け
て
テ
ン
ト

を
撤
収
し
、
明
る
く
な
り
始
め
る
頃

尾
根
に
取
り
付
く
。
い
き
な
り
急
登

が
続
く
。
雪
は
ほ
と
ん
ど
無
い
が
、

途
中
の
岩
場
の
通
過
は
足
元
が
不
安

定
で
い
や
ら
し
い
。
ペ
ー
ス
は
快
調
、

２
ピ
ッ
チ
で
標
高
差
５
０
０
メ
ー
ト

ル
を
登
っ
た
。
そ
の
後
も
１
時
間
に

３
０
０
メ
ー
ト
ル
の
ペ
ー
ス
で
登
っ

て
ゆ
く
が
、
雪
が
出
て
く
る
と
さ
す

が
に
ペ
ー
ス
が
落
ち
て
き
た
。
台
風

に
よ
る
と
思
わ
れ
る
倒
木
の
通
過
で

も
体
力
を
消
耗
。
稜
線
の
手
前
で
は

膝
下
の
ラ
ッ
セ
ル
と
な
り
体
力
的
に

厳
し
か
っ
た
が
、
薊
畑
の
合
流
点
で

上
河
内
岳
が
ど
ー
ん
と
視
界
に
飛
び

込
み
、
疲
れ
が
吹
き
飛
ん
だ
。

聖
平
方
向
へ
少
し
下
っ
た
所
に
テ

ン
ト
を
張
り
、
日
没
ま
で
撮
影
を
楽

し
ん
だ
。
撮
影
し
て
い
る
間
に
後
続

の
パ
ー
テ
ィ
ー
が
登
っ
て
来
た
。
自

分
が
ト
ッ
プ
で
ト
レ
ー
ス
を
つ
け
て

眼前にそびえる聖岳（小聖岳より）

写真・文  宮本宏明

夕照の上河内岳

聖岳を望むベース
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下
り
は
、
上
り
以
上
に
緊
張
し
、

一
歩
一
歩
慎
重
に
足
を
運
ぶ
。
今
回

の
聖
岳
は
か
な
り
厳
し
い
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ン
だ
っ
た
と
い
え
る
。
標
高
を

下
げ
る
に
つ
れ
て
雪
が
柔
ら
か
く
な

り
、
普
通
に
歩
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。

樹
林
帯
ま
で
戻
っ
て
来
た
と
こ
ろ
で

ホ
ッ
と
一
息
。
デ
ポ
し
て
お
い
た
ワ

カ
ン
を
回
収
し
、
安
全
な
雪
道
を
の

ん
び
り
と
テ
ン
ト
ま
で
下
っ
た
。

テ
ン
ト
に
着
く
頃
、
空
に
雲
が
広

が
っ
て
き
た
。
天
気
が
下
り
坂
で

夕
方
の
撮
影
は
期
待
で
き
な
い
の

で
、
テ
ン
ト
に
入
っ
て
の
ん
び
り
と

酒
を
飲
む
。
夕
方
に
な
っ
て
外
の
様

子
を
見
る
と
、
す
っ
か
り
ガ
ス
っ
て

し
ま
っ
た
。
温
か
い
鍋
の
夕
食
を
食

べ
、
翌
日
用
の
水
を
作
り
、
２０
時
前

に
シ
ュ
ラ
フ
に
入
っ
た
。

下
山
日
の
朝
も
４
時
起
床
。
予
報

通
り
チ
ラ
チ
ラ
と
雪
が
降
っ
て
い
る
。

朝
食
を
食
べ
、
暗
い
内
に
テ
ン
ト
を

撤
収
。
風
が
無
い
の
が
あ
り
が
た
い
。

薊
畑
の
分
岐
ま
で
登
り
返
し
、
西
沢

渡
へ
の
尾
根
を
下
る
。
ト
レ
ー
ス
が

バ
ッ
チ
リ
付
い
て
い
る
の
で
、
快
適

に
標
高
を
下
げ
て
ゆ
く
。
次
第
に
雪

が
減
り
、
ア
イ
ゼ
ン
を
外
し
た
。
雪

は
や
が
て
雨
に
変
わ
り
、
汗
だ
く
に

な
っ
て
き
た
。
尾
根
の
下
部
は
傾
斜

が
強
く
な
り
、
数
ヶ
所
の
危
険
地
帯

を
慎
重
に
通
過
す
る
。

西
沢
渡
の
籠
渡
し
を
渡
っ
て
ホ
ッ

と
一
息
。
こ
こ
か
ら
軌
道
跡
を
１
ピ
ッ

チ
で
便
ヶ
島
。
東
屋
で
雨
を
避
け
て
お

湯
を
沸
か
し
、
ス
ー
プ
を
作
っ
て
大

休
止
。
あ
と
は
車
道
を
の
ん
び
り
歩

き
、
２
ヶ
所
の
崩
壊
地
を
迂
回
す
る

と
芝
沢
ゲ
ー
ト
に
到
着
し
た
。

荷
物
を
車
に
載
せ
、
さ
あ
温
泉
へ
。

と
こ
ろ
が
林
道
を
北
又
渡
か
ら
下
栗

へ
向
か
っ
て
上
る
途
中
で
タ
イ
ヤ
が

パ
ン
ク
し
て
し
ま
っ
た
。
幸
い
携
帯

の
電
波
が
通
じ
た
の
で
Ｊ
Ａ
Ｆ
を
呼

ぶ
こ
と
が
で
き
た
。
２
時
間
近
く
待

ち
、
す
っ
か
り
暗
く
な
っ
た
頃
に
救

援
車
が
到
着
、
要
領
よ
く
応
急
タ
イ

ヤ
に
交
換
し
て
も
ら
っ
た
。

温
泉
に
入
っ
て
さ
っ
ぱ
り
し
て
か

ら
夕
食
を
食
べ
、
帰
途
に
つ
く
。
最

後
に
思
わ
ぬ
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
っ
た

が
、
一
年
の
締
め
く
く
り
に
ふ
さ
わ

し
い
充
実
し
た
山
行
だ
っ
た
。

来
た
事
が
少
し
誇
ら
し
い
。澄
み
渡
っ

た
空
に
夕
日
が
輝
き
、
山
が
オ
レ
ン

ジ
色
に
染
ま
っ
た
。
日
が
沈
む
と
一

気
に
冷
え
込
ん
で
き
た
の
で
、
急
い

で
テ
ン
ト
に
戻
っ
た
。

水
を
作
っ
て
か
ら
豚
汁
の
夕
食
を
食

べ
、
２０
時
半
に
シ
ュ
ラ
フ
に
入
っ
た
。

３
日
目
、
４
時
起
床
。
快
晴
だ
。

気
温
は
マ
イ
ナ
ス
１３
度
。
朝
食
を
食

べ
、
ア
タ
ッ
ク
装
備
を
整
え
、
ワ
カ

ン
と
ア
イ
ゼ
ン
併
用
で
聖
岳
を
目
指

し
て
出
発
。

ブ
レ
ー
カ
ブ
ル
ク
ラ
ス
ト
の
雪
に

ワ
カ
ン
の
効
果
は
絶
大
だ
っ
た
。
Ｉ

氏
と
ラ
ッ
セ
ル
を
交
代
し
な
が
ら
進

む
。
日
が
昇
る
と
半
分
雨
氷
の
よ
う

な
樹
氷
が
美
し
く
輝
い
た
。
小
聖
岳

手
前
の
森
林
限
界
ま
で
ト
レ
ー
ス
を

つ
け
、
こ
こ
で
ワ
カ
ン
を
外
す
。

ダ
ウ
ン
を
着
込
み
、目
出
帽
を
被
っ

て
小
聖
岳
へ
。
小
聖
岳
か
ら
は
、
目

の
前
に
聖
岳
の
大
斜
面
が
広
が
っ
て

い
た
。
１４
年
前
の
冬
に
登
っ
た
時
は

ほ
と
ん
ど
雪
が
無
い
ガ
ラ
ガ
ラ
の
斜

面
だ
っ
た
が
、
今
回
は
ベ
ッ
タ
リ
と

雪
が
付
い
て
い
る
。
急
斜
面
の
直
登

は
歩
き
に
く
い
。
途
中
、
Ｉ
氏
が
ア

イ
ゼ
ン
を
引
っ
か
け
て
滑
落
し
か
け

ヒ
ヤ
ッ
と
し
た
が
、
自
然
に
止
ま
り

胸
を
な
で
下
ろ
し
た
。
入
山
３
日
目

で
疲
れ
が
溜
ま
っ
て
い
る
の
か
、ペ
ー

ス
が
上
が
ら
な
い
。
頂
上
直
下
は
傾

斜
が
き
つ
い
上
に
雪
面
が
固
く
ク
ラ

ス
ト
し
て
お
り
、
ア
イ
ゼ
ン
は
刺
さ

る
が
あ
ま
り
効
か
な
い
雪
質
で
、
緊

張
し
た
。

聖
岳
頂
上
で
は
強
風
が
吹
き
荒
れ

て
い
た
。
ツ
エ
ル
ト
を
被
っ
て
休
憩

し
、
周
り
の
風
景
を
撮
影
し
て
山
頂

を
後
に
し
た
。
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下
り
は
、
上
り
以
上
に
緊
張
し
、

一
歩
一
歩
慎
重
に
足
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運
ぶ
。
今
回

の
聖
岳
は
か
な
り
厳
し
い
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ン
だ
っ
た
と
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。
標
高
を

下
げ
る
に
つ
れ
て
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が
柔
ら
か
く
な
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普
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歩
け
る
よ
う
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っ
た
。

樹
林
帯
ま
で
戻
っ
て
来
た
と
こ
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で

ホ
ッ
と
一
息
。
デ
ポ
し
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お
い
た
ワ

カ
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を
回
収
し
、
安
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雪
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の

ん
び
り
と
テ
ン
ト
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下
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。

テ
ン
ト
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広
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て
き
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。
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下
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で
、
テ
ン
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の
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。
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に
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の
様
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を
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と
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っ
か
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ガ
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ま
っ
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。
温
か
い
鍋
の
夕
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を
食

べ
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翌
日
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作
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時
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。

下
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。
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通
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ラ
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と
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て
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。

朝
食
を
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べ
、
暗
い
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に
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を
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収
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が
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が
あ
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が
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い
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の
分
岐
ま
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り
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し
、
西
沢

渡
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の
尾
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を
下
る
。
ト
レ
ー
ス
が

バ
ッ
チ
リ
付
い
て
い
る
の
で
、
快
適

に
標
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を
下
げ
て
ゆ
く
。
次
第
に
雪

が
減
り
、
ア
イ
ゼ
ン
を
外
し
た
。
雪

は
や
が
て
雨
に
変
わ
り
、
汗
だ
く
に

な
っ
て
き
た
。
尾
根
の
下
部
は
傾
斜

が
強
く
な
り
、
数
ヶ
所
の
危
険
地
帯

を
慎
重
に
通
過
す
る
。

西
沢
渡
の
籠
渡
し
を
渡
っ
て
ホ
ッ

と
一
息
。
こ
こ
か
ら
軌
道
跡
を
１
ピ
ッ

チ
で
便
ヶ
島
。
東
屋
で
雨
を
避
け
て
お

湯
を
沸
か
し
、
ス
ー
プ
を
作
っ
て
大

休
止
。
あ
と
は
車
道
を
の
ん
び
り
歩

き
、
２
ヶ
所
の
崩
壊
地
を
迂
回
す
る

と
芝
沢
ゲ
ー
ト
に
到
着
し
た
。

荷
物
を
車
に
載
せ
、
さ
あ
温
泉
へ
。

と
こ
ろ
が
林
道
を
北
又
渡
か
ら
下
栗

へ
向
か
っ
て
上
る
途
中
で
タ
イ
ヤ
が

パ
ン
ク
し
て
し
ま
っ
た
。
幸
い
携
帯

の
電
波
が
通
じ
た
の
で
Ｊ
Ａ
Ｆ
を
呼
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が
で
き
た
。
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間
近
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、
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か
り
暗
く
な
っ
た
頃
に
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援
車
が
到
着
、
要
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よ
く
応
急
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イ
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に
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換
し
て
も
ら
っ
た
。

温
泉
に
入
っ
て
さ
っ
ぱ
り
し
て
か

ら
夕
食
を
食
べ
、
帰
途
に
つ
く
。
最

後
に
思
わ
ぬ
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
っ
た

が
、
一
年
の
締
め
く
く
り
に
ふ
さ
わ

し
い
充
実
し
た
山
行
だ
っ
た
。

来
た
事
が
少
し
誇
ら
し
い
。澄
み
渡
っ

た
空
に
夕
日
が
輝
き
、
山
が
オ
レ
ン

ジ
色
に
染
ま
っ
た
。
日
が
沈
む
と
一

気
に
冷
え
込
ん
で
き
た
の
で
、
急
い

で
テ
ン
ト
に
戻
っ
た
。

水
を
作
っ
て
か
ら
豚
汁
の
夕
食
を
食

べ
、
２０
時
半
に
シ
ュ
ラ
フ
に
入
っ
た
。

３
日
目
、
４
時
起
床
。
快
晴
だ
。

気
温
は
マ
イ
ナ
ス
１３
度
。
朝
食
を
食

べ
、
ア
タ
ッ
ク
装
備
を
整
え
、
ワ
カ

ン
と
ア
イ
ゼ
ン
併
用
で
聖
岳
を
目
指

し
て
出
発
。

ブ
レ
ー
カ
ブ
ル
ク
ラ
ス
ト
の
雪
に

ワ
カ
ン
の
効
果
は
絶
大
だ
っ
た
。
Ｉ

氏
と
ラ
ッ
セ
ル
を
交
代
し
な
が
ら
進

む
。
日
が
昇
る
と
半
分
雨
氷
の
よ
う

な
樹
氷
が
美
し
く
輝
い
た
。
小
聖
岳

手
前
の
森
林
限
界
ま
で
ト
レ
ー
ス
を

つ
け
、
こ
こ
で
ワ
カ
ン
を
外
す
。

ダ
ウ
ン
を
着
込
み
、目
出
帽
を
被
っ

て
小
聖
岳
へ
。
小
聖
岳
か
ら
は
、
目

の
前
に
聖
岳
の
大
斜
面
が
広
が
っ
て

い
た
。
１４
年
前
の
冬
に
登
っ
た
時
は

ほ
と
ん
ど
雪
が
無
い
ガ
ラ
ガ
ラ
の
斜

面
だ
っ
た
が
、
今
回
は
ベ
ッ
タ
リ
と

雪
が
付
い
て
い
る
。
急
斜
面
の
直
登

は
歩
き
に
く
い
。
途
中
、
Ｉ
氏
が
ア

イ
ゼ
ン
を
引
っ
か
け
て
滑
落
し
か
け

ヒ
ヤ
ッ
と
し
た
が
、
自
然
に
止
ま
り

胸
を
な
で
下
ろ
し
た
。
入
山
３
日
目

で
疲
れ
が
溜
ま
っ
て
い
る
の
か
、ペ
ー

ス
が
上
が
ら
な
い
。
頂
上
直
下
は
傾

斜
が
き
つ
い
上
に
雪
面
が
固
く
ク
ラ

ス
ト
し
て
お
り
、
ア
イ
ゼ
ン
は
刺
さ

る
が
あ
ま
り
効
か
な
い
雪
質
で
、
緊

張
し
た
。

聖
岳
頂
上
で
は
強
風
が
吹
き
荒
れ

て
い
た
。
ツ
エ
ル
ト
を
被
っ
て
休
憩

し
、
周
り
の
風
景
を
撮
影
し
て
山
頂

を
後
に
し
た
。
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穂
高
岳
・
滝
谷

出
合
か
ら
第
4
尾
根
の
登
攀
記
録

　本記録は、大阪府連盟統合初級アルパインリーダー学
校の検定記録の抜粋だ。この山行は、無積雪期のアルパイ
ンクライミングを計画し、リーダーとしての到達度を確
認する目的が課せられ、2017 年 8 月 10 日から 14 日まで
の日程で行われた。10 日夜・大阪発→新穂高温泉→滝谷

（雄滝、滑滝～ C 沢右股）→スノーコル→滝谷第 4 尾根→
北穂高南稜→涸沢→上高地→新穂高温泉→ 14 日大阪帰着。
参加者は疋田吉継（CL59 歳）、井上好司（58 歳）、松田明
博（副校長・OWCC　58 歳）の 3 名である（年齢は当時）。

「
特
筆
す
べ
き
２
つ
の
要
素
」

滝
谷
第
四
尾
根
を
登
攀
す
る
場
合
、

現
在
で
は
北
穂
の
コ
ル
か
ら
Ｃ
沢
を

下
降
し
て
取
り
付
き
点
に
至
り
、
登

攀
す
る
と
い
う
の
が
一
般
的
だ
。
滝

谷
の
下
流
の
出
会
い
か
ら
詰
め
て
登

る
と
い
う
ケ
ー
ス
は
極
め
て
少
な
い
。

滝
谷
か
ら
ス
ノ
ー
コ
ル
ま
で
は
、
巨

岩
と
浮
石
だ
ら
け
の
ガ
レ
場
と
雪
渓

の
オ
ン
パ
レ
ー
ド
。
途
中
の
滝
の
高

巻
き
は
岩
と
泥
と
砂
利
と
が
混
じ
っ

て「
ス
ノ
ー
コ
ル
ま
で
の
長
大
な
ル
ー

ト
は
、
日
本
の
無
積
雪
ア
ル
パ
イ
ン

ル
ー
ト
の
中
で
も
最
も
労
力
を
要
す

る
コ
ー
ス
だ
」
と
い
わ
れ
て
い
る
。

第
４
尾
根
の
取
り
付
き
に
着
い
た
時

点
で
、
本
番
の
登
攀
を
前
に
気
持
ち

が
ホ
ッ
と
し
た
の
を
覚
え
て
い
る
。

沢
登
り
プ
ラ
ス
岩
壁
登
攀
の
、「
一
粒

で
２
度
苦
し
い
」
山
行
、
し
か
も
こ

れ
が
ア
ル
パ
イ
ン
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
の

醍
醐
味
、
楽
し
さ
と
言
っ
て
の
け
て

い
る
と
こ
ろ
が
凄
い
。

滝
谷
の
遡
行

雄
滝
突
破
し
ビ
バ
ー
ク
地
へ

滝
谷
の
出
会
い
。
広
い
河
原
に
大

き
な
岩
が
ゴ
ロ
ゴ
ロ
し
て
い
る
。
し

ば
ら
く
ガ
レ
場
。
雄
滝
の
約
１
０
０

ｍ
手
前
か
ら
雪
渓
が
現
れ
る
。
雪
の

薄
い
雪
渓
で
、
雪
上
を
歩
く
の
は
危

険
な
の
で
、
雪
渓
の
下
を
く
ぐ
っ
て

歩
く
。
全
員
が
雪
渓
を
通
り
抜
け
、

雄
滝
右
岸
（
雄
滝
と
雌
滝
の
間
の
尾

根
）
の
下
部
に
出
る
。

登
り
始
め
、
岩
が
あ
る
の
は
取
り

付
き
だ
け
で
ホ
ー
ル
ド
も
ス
タ
ン
ス

も
乏
し
い
。
上
へ
行
く
ほ
ど
草
付
き
、

泥
付
き
の
滑
り
や
す
い
壁
で
、
ズ
ル

ズ
ル
と
滑
り
、
登
る
の
に
難
儀
す
る
。

さ
ら
に
上
部
へ
は
木
登
り
で
登
る
。

ヒ
ー
ヒ
ー
言
い
な
が
ら
、
や
っ
と
、

小
さ
な
空
き
地
（
約
２
×
３
ｍ
）
に

出
た
。
こ
こ
で
ビ
バ
ー
ク
。
こ
れ
以

上
登
ら
な
く
て
い
い
と
思
う
と
、
な

ん
だ
か
嬉
し
く
な
っ
て
く
る
。
前
夜
、

ほ
と
ん
ど
眠
れ
て
な
い
の
で
、
食
事

を
と
っ
た
ら
バ
タ
ン
キ
ュ
ー
。
ぐ
っ

す
り
と
眠
り
に
つ
い
た
。

最
後
の
遡
行
　
ガ
レ
場
を
突
破

８
月
１２
日
気
温
は
１０
度
の
中
６
時

出
発
。
昨
日
水
汲
み
に
行
っ
た
、
恐

怖
の
ト
ラ
バ
ー
ス
道
を
行
く
。
緊
張

で
眠
気
が
い
っ
ぺ
ん
に
覚
め
る
。
か

な
り
の
激
流
で
、
ひ
っ
く
り
返
り
で

も
し
た
ら
一
気
に
滝
壺
だ
。「
な
ん
で

朝
か
ら
こ
ん
な
と
こ
ろ
歩
く
ね
ん
」

と
ぼ
や
き
な
が
ら
、
武
者
震
い
す
る
。

２
時
間
半
後
、
滑
滝
右
岸
を
登
攀

す
る
。
こ
こ
で
落
ち
て
滑
っ
た
ら
下

ま
で
止
ま
ら
な
さ
そ
う
で
緊
張
す
る
。

登
り
始
め
か
ら
、
ス
タ
ン
ス
、
ホ
ー

ル
ド
が
な
い
。
３
ピ
ッ
チ
の
登
攀
で

滑
滝
上
ま
で
出
た
時
に
は
大
き
な
浮

石
の
落
石
も
経
験
し
た
。

４
時
間
半
後
、
滑
滝
の
上
部
に
着

く
。
再
び
ガ
レ
場
歩
き
。
ま
た
す
ぐ

に
雪
渓
が
出
て
き
た
。
し
っ
か
り
し

た
雪
渓
は
雪
の
上
を
歩
く
が
、
崩
れ

そ
う
な
雪
渓
は
雪
の
下
を
く
ぐ
る
。

３
人
が
一
斉
に
雪
渓
の
下
を
急
ぎ
足

で
通
過
す
る
。
こ
の
山
行
で
は
計
６

箇
所
の
雪
渓
の
ト
ン
ネ
ル
を
く
ぐ
っ

た
。こ

の
後
、
ひ
た
す
ら
Ｃ
沢
を
詰
め

て
い
く
。
ガ
レ
場
の
連
続
だ
。
周
囲

を
見
渡
す
と
、
だ
ん
だ
ん
と
荒
涼
と

し
た
光
景
が
増
し
、
ま
る
で
石
の
墓

場
を
見
て
い
る
よ
う
。
そ
し
て
穂
高

の
稜
線
が
迫
っ
て
く
る
。
そ
の
稜
線

に
向
か
っ
て
、
谷
筋
が
よ
り
急
峻
さ

を
増
す
。
迫
力
あ
る
光
景
だ
。
岩
と

石
の
世
界
。
申
し
訳
程
度
に
木
が
生

え
て
い
る
。
殺
伐
と
し
て
、
落
ち
着

か
ず
、
楽
し
く
な
い
光
景
だ
。「
鳥
も

通
わ
ぬ
」
と
い
う
の
を
実
感
す
る
。

そ
ん
な
こ
と
を
考
え
て
い
る
と
き
、

鳥
が
上
空
を
か
す
め
て
い
っ
た
。「
僕

も
鳥
に
な
り
た
い
」
と
思
っ
た
。

（
12
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）

登攀準備中
束の間の談笑（左が井上、右が松田）

滝谷の雪渓

恐怖のトラバース滑滝

沢幅 10m 滑滝の登攀

雄滝右岸の登り

「思い出の山」「とっておきの山」「会心
の山」をキーワードとし、ここ 5 年程で
登山時報に掲載された山行・紀行から 3
編を厳選した。そのひとつが『穂高岳・
滝谷　出会から第 4 尾根の登攀記録』だ。
2018 年 2 月・3 月・4 月に渡って掲載さ
れた記録を凝縮し、再度紹介する。

疋
田
吉
継　
山
の
回
Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ｓ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
／
大
阪
府
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穂
高
岳
・
滝
谷

出
合
か
ら
第
4
尾
根
の
登
攀
記
録

　本記録は、大阪府連盟統合初級アルパインリーダー学
校の検定記録の抜粋だ。この山行は、無積雪期のアルパイ
ンクライミングを計画し、リーダーとしての到達度を確
認する目的が課せられ、2017 年 8 月 10 日から 14 日まで
の日程で行われた。10 日夜・大阪発→新穂高温泉→滝谷

（雄滝、滑滝～ C 沢右股）→スノーコル→滝谷第 4 尾根→
北穂高南稜→涸沢→上高地→新穂高温泉→ 14 日大阪帰着。
参加者は疋田吉継（CL59 歳）、井上好司（58 歳）、松田明
博（副校長・OWCC　58 歳）の 3 名である（年齢は当時）。

「
特
筆
す
べ
き
２
つ
の
要
素
」

滝
谷
第
四
尾
根
を
登
攀
す
る
場
合
、

現
在
で
は
北
穂
の
コ
ル
か
ら
Ｃ
沢
を

下
降
し
て
取
り
付
き
点
に
至
り
、
登

攀
す
る
と
い
う
の
が
一
般
的
だ
。
滝

谷
の
下
流
の
出
会
い
か
ら
詰
め
て
登

る
と
い
う
ケ
ー
ス
は
極
め
て
少
な
い
。

滝
谷
か
ら
ス
ノ
ー
コ
ル
ま
で
は
、
巨

岩
と
浮
石
だ
ら
け
の
ガ
レ
場
と
雪
渓

の
オ
ン
パ
レ
ー
ド
。
途
中
の
滝
の
高

巻
き
は
岩
と
泥
と
砂
利
と
が
混
じ
っ

て「
ス
ノ
ー
コ
ル
ま
で
の
長
大
な
ル
ー

ト
は
、
日
本
の
無
積
雪
ア
ル
パ
イ
ン

ル
ー
ト
の
中
で
も
最
も
労
力
を
要
す

る
コ
ー
ス
だ
」
と
い
わ
れ
て
い
る
。

第
４
尾
根
の
取
り
付
き
に
着
い
た
時

点
で
、
本
番
の
登
攀
を
前
に
気
持
ち

が
ホ
ッ
と
し
た
の
を
覚
え
て
い
る
。

沢
登
り
プ
ラ
ス
岩
壁
登
攀
の
、「
一
粒

で
２
度
苦
し
い
」
山
行
、
し
か
も
こ

れ
が
ア
ル
パ
イ
ン
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
の

醍
醐
味
、
楽
し
さ
と
言
っ
て
の
け
て

い
る
と
こ
ろ
が
凄
い
。

滝
谷
の
遡
行

雄
滝
突
破
し
ビ
バ
ー
ク
地
へ

滝
谷
の
出
会
い
。
広
い
河
原
に
大

き
な
岩
が
ゴ
ロ
ゴ
ロ
し
て
い
る
。
し

ば
ら
く
ガ
レ
場
。
雄
滝
の
約
１
０
０

ｍ
手
前
か
ら
雪
渓
が
現
れ
る
。
雪
の

薄
い
雪
渓
で
、
雪
上
を
歩
く
の
は
危

険
な
の
で
、
雪
渓
の
下
を
く
ぐ
っ
て

歩
く
。
全
員
が
雪
渓
を
通
り
抜
け
、

雄
滝
右
岸
（
雄
滝
と
雌
滝
の
間
の
尾

根
）
の
下
部
に
出
る
。

登
り
始
め
、
岩
が
あ
る
の
は
取
り

付
き
だ
け
で
ホ
ー
ル
ド
も
ス
タ
ン
ス

も
乏
し
い
。
上
へ
行
く
ほ
ど
草
付
き
、

泥
付
き
の
滑
り
や
す
い
壁
で
、
ズ
ル

ズ
ル
と
滑
り
、
登
る
の
に
難
儀
す
る
。

さ
ら
に
上
部
へ
は
木
登
り
で
登
る
。

ヒ
ー
ヒ
ー
言
い
な
が
ら
、
や
っ
と
、

小
さ
な
空
き
地
（
約
２
×
３
ｍ
）
に

出
た
。
こ
こ
で
ビ
バ
ー
ク
。
こ
れ
以

上
登
ら
な
く
て
い
い
と
思
う
と
、
な

ん
だ
か
嬉
し
く
な
っ
て
く
る
。
前
夜
、

ほ
と
ん
ど
眠
れ
て
な
い
の
で
、
食
事

を
と
っ
た
ら
バ
タ
ン
キ
ュ
ー
。
ぐ
っ

す
り
と
眠
り
に
つ
い
た
。

最
後
の
遡
行

ガ
レ
場
を
突
破

８
月
１２
日
気
温
は
１０
度
の
中
６
時

出
発
。
昨
日
水
汲
み
に
行
っ
た
、
恐

怖
の
ト
ラ
バ
ー
ス
道
を
行
く
。
緊
張

で
眠
気
が
い
っ
ぺ
ん
に
覚
め
る
。
か

な
り
の
激
流
で
、
ひ
っ
く
り
返
り
で

も
し
た
ら
一
気
に
滝
壺
だ
。「
な
ん
で

朝
か
ら
こ
ん
な
と
こ
ろ
歩
く
ね
ん
」

と
ぼ
や
き
な
が
ら
、
武
者
震
い
す
る
。

２
時
間
半
後
、
滑
滝
右
岸
を
登
攀

す
る
。
こ
こ
で
落
ち
て
滑
っ
た
ら
下

ま
で
止
ま
ら
な
さ
そ
う
で
緊
張
す
る
。

登
り
始
め
か
ら
、
ス
タ
ン
ス
、
ホ
ー

ル
ド
が
な
い
。
３
ピ
ッ
チ
の
登
攀
で

滑
滝
上
ま
で
出
た
時
に
は
大
き
な
浮

石
の
落
石
も
経
験
し
た
。

４
時
間
半
後
、
滑
滝
の
上
部
に
着

く
。
再
び
ガ
レ
場
歩
き
。
ま
た
す
ぐ

に
雪
渓
が
出
て
き
た
。
し
っ
か
り
し

た
雪
渓
は
雪
の
上
を
歩
く
が
、
崩
れ

そ
う
な
雪
渓
は
雪
の
下
を
く
ぐ
る
。

３
人
が
一
斉
に
雪
渓
の
下
を
急
ぎ
足

で
通
過
す
る
。
こ
の
山
行
で
は
計
６

箇
所
の
雪
渓
の
ト
ン
ネ
ル
を
く
ぐ
っ

た
。こ

の
後
、
ひ
た
す
ら
Ｃ
沢
を
詰
め

て
い
く
。
ガ
レ
場
の
連
続
だ
。
周
囲

を
見
渡
す
と
、
だ
ん
だ
ん
と
荒
涼
と

し
た
光
景
が
増
し
、
ま
る
で
石
の
墓

場
を
見
て
い
る
よ
う
。
そ
し
て
穂
高

の
稜
線
が
迫
っ
て
く
る
。
そ
の
稜
線

に
向
か
っ
て
、
谷
筋
が
よ
り
急
峻
さ

を
増
す
。
迫
力
あ
る
光
景
だ
。
岩
と

石
の
世
界
。
申
し
訳
程
度
に
木
が
生

え
て
い
る
。
殺
伐
と
し
て
、
落
ち
着

か
ず
、
楽
し
く
な
い
光
景
だ
。「
鳥
も

通
わ
ぬ
」
と
い
う
の
を
実
感
す
る
。

そ
ん
な
こ
と
を
考
え
て
い
る
と
き
、

鳥
が
上
空
を
か
す
め
て
い
っ
た
。「
僕

も
鳥
に
な
り
た
い
」
と
思
っ
た
。

（
12
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）

登攀準備中
束の間の談笑（左が井上、右が松田）

滝谷の雪渓

恐怖のトラバース滑滝

沢幅 10m 滑滝の登攀

雄滝右岸の登り

「思い出の山」「とっておきの山」「会心
の山」をキーワードとし、ここ 5 年程で
登山時報に掲載された山行・紀行から 3
編を厳選した。そのひとつが『穂高岳・
滝谷　出会から第 4 尾根の登攀記録』だ。
2018 年 2 月・3 月・4 月に渡って掲載さ
れた記録を凝縮し、再度紹介する。

疋
田
吉
継
山
の
回
Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ｓ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
／
大
阪
府
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表紙写真：宮本宏明

「厳冬の赤石岳」
前日に雪降る中を富士見平まで登ってきたが、この日は朝
から天候が回復し絶好の撮影日和となった。太陽が回るに
つれて赤石岳に陰影が生まれ、険しい表情を見せてくれた。
この翌日からは厳しい風雪となり、結局 1 日だけの撮影の
チャンスだった。

01 天空の青いケシ　ネパール花探索
02 四季の山岳撮影紀行
06 特集 思いでの山、会心の山、とっておきの山

大阪登山学校・滝谷

08 白神便り
10 ふみあと

11 子づれ山さんぽ
12 特集 思いでの山、会心の山、とっておきの山

奪われた山のこと

16 登山と技術
18 登山時報からのお知らせ
19 山楽登山の世界
22 考察　雪崩サーチ＆レスキュー
24 アドベンチャー・トラベル
26 山登りのための やさしい気象講座
28 専門委員会活動報告

31 全国連盟の活動

32 マンガ　フゥフゥ ハァハァ

33 インタビュー　ひと　漆崎隆之

34 地図読み迷人
36 特集 思いでの山、会心の山、とっておきの山

一人ぼっちの北ア・硫黄尾根

39 筑井孝子のちょっと人物・物をうまく描こう 　／ 　あらかると

40 山の自由帳

シ
カ
と
の
命
の
駆
け
引
き
が
、
ブ
ナ

の
幹
に
「
鉈
目
」
と
し
て
１
０
０
年

以
上
も
残
っ
て
い
る
。
し
か
も
そ
の

主
人
公
た
ち
の
子
孫
が
身
近
に
暮
ら

し
、
確
か
に
在
っ
た
証
を
生
活
の

中
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
。

１
０
０
年
以
上
前
、
白
神
の
恵
み
を

求
め
て
現
在
の
秋
田
県
の
阿
仁
町
周

辺
か
ら
マ
タ
ギ
と
呼
ば
れ
る
人
々
が

平
成
１４
年
９
月
、
青
森
県
西
津
軽

郡
岩
崎
村
（
現
在
は
深
浦
町
）
に
越

し
た
。
白
神
の
森
に
浸
か
り
、
聞
き
、

嗅
ぎ
、
感
じ
、
そ
れ
が
何
な
の
か
を

知
り
た
か
っ
た
。
そ
こ
に
住
ま
な
け

れ
ば
体
験
で
き
な
い
何
か
が
あ
る
と

考
え
て
い
た
。

た
と
え
ば
、
文
書
に
は
残
っ
て
い

な
い
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
や
ニ
ホ
ン
カ
モ

流
れ
て
来
た
。
い
つ
し
か
彼
ら
に
も

子
供
が
生
ま
れ
、
こ
の
地
に
根
付
い

た
。
私
も
こ
の
地
で
子
供
二
人
に
恵

ま
れ
た
。
か
の
鉈
目
を
刻
ん
だ
人
の

子
孫
や
そ
の
仲
間
と
共
に
ク
マ
を
追

い
、
獲
り
、
食
っ
た
。
令
和
の
今
、

巻
き
狩
り
な
ど
の
狩
猟
文
化
の
灯
が

高
齢
化
に
よ
り
消
え
よ
う
と
し
て
い

る
。
た
だ
、
幸
い
な
こ
と
に
、
私
は

ギ
リ
ギ
リ
間
に
合
っ
た
。
彼
ら
と
森

を
歩
け
た
こ
と
が
財
産
と
な
っ
た
。

そ
し
て
思
う
。
世
界
自
然
遺
産
白

神
山
地
に
あ
っ
た
文
化
遺
産
的
な
側

面
こ
そ
、
こ
の
森
を
理
解
す
る
た
め

に
最
も
重
要
な
要
素
か
も
し
れ
な
い

と
。
そ
の
地
の
文
化
を
知
ら
な
け
れ

ば
、
そ
の
自
然
を
理
解
す
る
こ
と
な

ど
出
来
な
い
の
で
は
な
い
か
。
自
然

と
文
化
は
切
っ
て
も
切
れ
な
い
共
生

関
係
に
あ
る
の
だ
と
。

長
く
お
読
み
頂
き
ま
し
た
皆
様
、

登
山
時
報
編
集
部
の
方
々
、
そ
し
て
、

い
つ
も
共
に
森
を
歩
い
て
頂
い
た
地

元
の
諸
先
輩
方
、
特
に
栄
治
さ
ん
、

板
谷
さ
ん
、
富
さ
ん
、
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
写
真
は
自

宅
付
近
の
海
辺
か
ら
仰
ぐ
白
神
岳
。

│最終回│

白
神
に
想
う

松永秀和

宮本宏明

疋田吉継

原田勇成

川嶋高志

武井真理

中石求

木元康晴

中川和道

鈴木孝

大蔵喜福

野尻英一

　村松孝一

宮内佐季子　小泉成行　監修：村越 真

木下育美

石井光造

篠塚優
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表紙写真：宮本宏明

「厳冬の赤石岳」　　
前日に雪降る中を富士見平まで登ってきたが、この日は朝
から天候が回復し絶好の撮影日和となった。太陽が回るに
つれて赤石岳に陰影が生まれ、険しい表情を見せてくれた。
この翌日からは厳しい風雪となり、結局 1 日だけの撮影の
チャンスだった。

01　天空の青いケシ　ネパール花探索
02　四季の山岳撮影紀行
06　特集　思いでの山、会心の山、とっておきの山

　大阪登山学校・滝谷

08　白神便り
10　ふみあと 　

11　子づれ山さんぽ
12　特集　思いでの山、会心の山、とっておきの山

　奪われた山のこと

16　登山と技術
18　登山時報からのお知らせ
19　山楽登山の世界
22    考察　雪崩サーチ＆レスキュー
24　アドベンチャー・トラベル
26　山登りのための やさしい気象講座
28　専門委員会活動報告

31　全国連盟の活動

32　マンガ　フゥフゥ ハァハァ

33　インタビュー　ひと　漆崎隆之

34　地図読み迷人
36　特集　思いでの山、会心の山、とっておきの山

　一人ぼっちの北ア・硫黄尾根

39　筑井孝子のちょっと人物・物をうまく描こう 　／ 　あらかると

40　山の自由帳

シ
カ
と
の
命
の
駆
け
引
き
が
、
ブ
ナ

の
幹
に
「
鉈
目
」
と
し
て
１
０
０
年

以
上
も
残
っ
て
い
る
。
し
か
も
そ
の

主
人
公
た
ち
の
子
孫
が
身
近
に
暮
ら

し
、
確
か
に
在
っ
た
証
を
生
活
の

中
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
。

１
０
０
年
以
上
前
、
白
神
の
恵
み
を

求
め
て
現
在
の
秋
田
県
の
阿
仁
町
周

辺
か
ら
マ
タ
ギ
と
呼
ば
れ
る
人
々
が

平
成
１４
年
９
月
、
青
森
県
西
津
軽

郡
岩
崎
村
（
現
在
は
深
浦
町
）
に
越

し
た
。
白
神
の
森
に
浸
か
り
、
聞
き
、

嗅
ぎ
、
感
じ
、
そ
れ
が
何
な
の
か
を

知
り
た
か
っ
た
。
そ
こ
に
住
ま
な
け

れ
ば
体
験
で
き
な
い
何
か
が
あ
る
と

考
え
て
い
た
。

た
と
え
ば
、
文
書
に
は
残
っ
て
い

な
い
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
や
ニ
ホ
ン
カ
モ

流
れ
て
来
た
。
い
つ
し
か
彼
ら
に
も

子
供
が
生
ま
れ
、
こ
の
地
に
根
付
い

た
。
私
も
こ
の
地
で
子
供
二
人
に
恵

ま
れ
た
。
か
の
鉈
目
を
刻
ん
だ
人
の

子
孫
や
そ
の
仲
間
と
共
に
ク
マ
を
追

い
、
獲
り
、
食
っ
た
。
令
和
の
今
、

巻
き
狩
り
な
ど
の
狩
猟
文
化
の
灯
が

高
齢
化
に
よ
り
消
え
よ
う
と
し
て
い

る
。
た
だ
、
幸
い
な
こ
と
に
、
私
は

ギ
リ
ギ
リ
間
に
合
っ
た
。
彼
ら
と
森

を
歩
け
た
こ
と
が
財
産
と
な
っ
た
。

そ
し
て
思
う
。
世
界
自
然
遺
産
白

神
山
地
に
あ
っ
た
文
化
遺
産
的
な
側

面
こ
そ
、
こ
の
森
を
理
解
す
る
た
め

に
最
も
重
要
な
要
素
か
も
し
れ
な
い

と
。
そ
の
地
の
文
化
を
知
ら
な
け
れ

ば
、
そ
の
自
然
を
理
解
す
る
こ
と
な

ど
出
来
な
い
の
で
は
な
い
か
。
自
然

と
文
化
は
切
っ
て
も
切
れ
な
い
共
生

関
係
に
あ
る
の
だ
と
。

長
く
お
読
み
頂
き
ま
し
た
皆
様
、

登
山
時
報
編
集
部
の
方
々
、
そ
し
て
、

い
つ
も
共
に
森
を
歩
い
て
頂
い
た
地

元
の
諸
先
輩
方
、
特
に
栄
治
さ
ん
、

板
谷
さ
ん
、
富
さ
ん
、
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
写
真
は
自

宅
付
近
の
海
辺
か
ら
仰
ぐ
白
神
岳
。

│最終回│

白
神
に
想
う

松永秀和

宮本宏明

疋田吉継

原田勇成

川嶋高志

武井真理

中石求

木元康晴

中川和道

鈴木孝

大蔵喜福

野尻英一

　村松孝一

宮内佐季子　小泉成行　監修：村越 真

木下育美

石井光造

篠塚優
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私たちの登る山

（川嶋高志／日本勤労者山岳連盟　理事長）

２
０
２
２
年
も
残
る
は
ひ
と
月
あ

ま
り
。
労
山
が
創
立
し
て
６２
年
が
経

ち
、
今
年
ほ
ど
人
類
生
存
の
危
機
が

生
じ
た
こ
と
は
な
い
。
コ
ロ
ナ
禍
の

も
た
ら
し
た
経
済
的
困
難
に
協
力
し

て
立
ち
向
う
べ
き
時
に
、
大
量
破
壊

兵
器
の
ミ
サ
イ
ル
が
頻
繁
に
飛
ぶ
の

は
言
語
道
断
で
あ
る
。
加
え
て
温
暖

化
の
も
た
ら
す
自
然
災
害
の
脅
威
も

増
し
て
い
る
。
対
峙
す
べ
き
相
手
を

間
違
え
て
は
な
ら
な
い
。

で
は
、
登
山
で
対
峙
す
べ
き
対
象

と
は
何
か
。
私
た
ち
登
山
者
は
山
行

計
画
を
立
て
、
食
料
や
装
備
を
自
分

で
背
負
い
、
苦
難
や
困
難
を
克
服
し

て
目
的
を
達
成
す
る
。
リ
ー
ダ
ー
と

も
な
れ
ば
、
自
分
だ
け
で
な
く
メ
ン

バ
ー
の
安
全
に
も
責
任
を
負
い
、
安

全
な
行
動
の
た
め
に
知
恵
を
絞
る
。

山
中
で
は
初
め
て
会
う
人
と
挨
拶
を

か
わ
し
、
不
測
の
事
態
が
発
生
す
れ

ば
お
互
い
に
助
け
合
う
。

こ
う
し
た
行
動
を
経
て
、
美
し
い

景
観
や
愛
ら
し
い
動
植
物
と
の
出
会

い
、
素
晴
ら
し
い
体
験
を
享
受
す
る

と
と
も
に
、
自
然
環
境
を
大
切
に
守

る
必
要
性
に
つ
い
て
学
ん
で
い
く
。

山
は
私
た
ち
が
進
む
べ
き
道
と
未
来

を
教
え
て
く
れ
る
。
大
自
然
の
中
で

太
陽
光
を
浴
び
、
風
を
感
じ
水
の
流

れ
と
戯
れ
、
岩
場
や
積
雪
を
克
服
す

る
達
成
感
。
ひ
と
り
で
は
行
け
な
い

場
所
に
は
、
共
に
登
る
仲
間
も
募
ろ

う
。
時
に
は
、
仲
間
の
技
術
レ
ベ
ル

を
上
げ
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
も
企
画
し

よ
う
。

一
方
、
登
山
団
体
と
し
て
は
、
登

山
の
対
象
と
な
る
自
然
環
境
の
利
用

方
法
改
善
も
、
対
峙
す
べ
き
対
象
と

な
る
。
外
国
に
目
を
向
け
れ
ば
、
ア

メ
リ
カ
の
国
立
公
園
で
は
、
車
で
入

る
こ
と
の
で
き
る
フ
ロ
ン
ト
カ
ン
ト

リ
ー
、
徒
歩
で
訪
れ
る
こ
と
の
で
き

る
バ
ッ
ク
カ
ン
ト
リ
ー
、
手
つ
か
ず

の
自
然
が
維
持
さ
れ
て
い
る
ウ
ィ

ル
ダ
ネ
ス
の
三
つ
に
明
確
に
区
分

さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
自
然
保

護
と
と
も
に
、
全
て
の
人
が
平
等

に
楽
し
み
学
ぶ
こ
と
の
で
き
る
環

境
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。

日
本
で
も
山
小
屋
の
運
営
、
登

山
道
の
修
復
、
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
の

で
き
る
岩
場
へ
の
ア
ク
セ
ス
、
案

内
の
行
き
届
い
た
ト
レ
イ
ル
の
整

備
を
組
織
的
に
推
進
し
、
国
内
外

か
ら
多
く
の
人
々
を
迎
え
、
豊
か

な
人
生
を
育
む
一
助
と
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め

に
は
、
私
た
ち
登
山
者
が
地
道
に

労
山
活
動
を
広
げ
て
い
く
余
地
が

多
く
残
さ
れ
て
い
る
。

私
た
ち
が
目
指
す
山
の
頂
は
ま

だ
見
え
て
い
な
い
。
し
か
し
、
争

い
を
や
め
困
難
を
克
服
し
、
明
日

も
山
へ
登
る
た
め
の
活
動
を
続
け

て
行
き
た
い
。

カモシカスポーツ武井真理

七瀬 2015 年 6 月生まれ

飛鳥 2021 年 6 月生まれ

峻  2018 年 7 月生まれ

小
田
急
沿
線
、
松
田
山
の
中
腹
に
、

駅
か
ら
徒
歩
圏
で
河
津
桜
と
菜
の
花

を
楽
し
め
る
公
園
が
あ
る
と
知
り
、

０
歳
９
ヶ
月
の
飛
鳥
と
で
出
か
け
ま

し
た
。

電
車
外
出
は
、
な
か
な
か
荷
物
が

か
さ
ば
る
の
で
気
合
が
い
り
ま
す
。
ま
し
て
、

こ
の
時
は
、
飛
鳥
は
抱
っ
こ
ひ
も
で
抱
っ
こ

し
、
荷
物
は
背
中
に
背
負
っ
て
、
前
後
に
重
り

を
下
げ
て
い
る
よ
う
な
感
じ
で
出
か
け
て
い

き
ま
し
た
。

最
寄
駅
か
ら
電
車
約
１
時
間
で
新
松
田
駅
。

飛
鳥
は
車
内
で
は
抱
っ
こ
で
寝
て
く
れ
て
い

た
の
で
助
か
り
ま
し
た
…
！

車
窓
か
ら
、
松
田
山
の
桜
色
に
そ
ま
っ
て
い

る
一
角
と
ハ
ー
ブ
館
の
建
物
が
望
め
ま
す
。
駅

を
出
る
と
「
ま
つ
だ
桜
ま
つ
り
※
」
の
案
内

看
板
が
あ
ち
こ
ち
に
。「
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
乗
車

コ
ー
ス
」「
徒
歩
コ
ー
ス
」
の
両
方
が
各
地
に

立
っ
て
い
ま
す
。

桜
ま
つ
り
開
催
中
は
、
Ｊ
Ｒ
松
田
駅
前
か
ら

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
が
出
て
い
ま
す
。
看
板
に
導
か

れ
、
と
り
あ
え
ず
Ｊ
Ｒ
駅
前
の
バ
ス
停
へ
。
乗

ろ
う
か
迷
い
ま
し
た
が
、
天
気
も
良
く
、
春
の

暖
か
い
日
差
し
に
導
か
れ
、
徒
歩
で
行
く
こ
と

に
し
ま
し
た
。
こ
こ
か
ら
の
道
も
、
強
力
な
案

内
看
板
に
導
か
れ
て
歩
き
ま
し
た
。

荷
は
重
く
と
も
、
こ
れ
は
正
解
で
し
た
。
同

じ
神
奈
川
県
と
い
え
ど
、
私
が
住
む
地
域
と
は

文
化
圏
が
異
な
る
感
じ
の
駅
前
の
雰
囲
気
を

楽
し
め
て
（
昔
か
ら
の
個
人
商
店
や
喫
茶
店
が

残
る
、
ち
ょ
っ
と
昭
和
な
駅
前
！
）、
ま
つ
り

会
場
入
口
か
ら
は
、
階
段
を
上
っ
て
行
く
の
で

す
が
、
河
津
桜
と
菜
の
花
が
満
開
な
中
を
、
歩

く
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
！
（
→
バ
ス
だ
と
、

こ
の
階
段
の
上
の
バ
ス
停
で
の
下
車
と
な
る
）

急
斜
面
の
つ
づ
ら
折
り
の
階
段
を
、
花
に
囲

ま
れ
、
夢
中
で
上
り
、
ひ
と
汗
か
く
う
ち
に
、

西
平
畑
公
園
に
出
ま
し
た
。
そ
う
す
る
と
寝
て

い
た
飛
鳥
が
起
床
。
こ
こ
は
１
回
お
ろ
し
て
、

授
乳
や
お
む
つ
替
え
休
憩
を
し
た
い
と
こ
ろ
。

西
平
畑
公
園
の
「
子
ど
も
の
館
」
と
い
う
遊
び

施
設
に
入
り
、
休
憩
さ
せ
て
も
ら
う
こ
と
に
。

こ
こ
は
今
ふ
う
の
ベ
ビ
ー
休
憩
室
的
な
設
備
は

な
い
の
で
す
が
、
代
わ
り
に
管
理
人
の
女
性
の

方
が
、
図
書
室
を
授
乳
室
と
し
て
使
え
る
よ
う

に
カ
ー
テ
ン
で
仕
切
っ
て
下
さ
っ
た
り
、
私
が

ト
イ
レ
へ
行
く
間
（
赤
ち
ゃ
ん
連
れ
で
ト
イ
レ

に
行
く
の
は
ひ
と
苦
労
！
）、
飛
鳥
の
見
守
り

を
し
て
下
さ
っ
た
り
し
ま
し
た
。
管
理
人
さ
ん

が
私
た
ち
母
子
を
温
か
い
目
で
迎
え
て
下
さ

り
、
そ
の
お
心
遣
い
も
、
松
田
山
の
い
い
思
い

出
に
な
り
ま
し
た
。

休
憩
し
て
再
び
外
へ
。
さ
ら
に
上
の
方
で
個

人
経
営
の
農
園
が
一
般
公
開
と
な
っ
て
い
る
よ

う
で
、
ま
た
し
ば
ら
く
坂
道
を
登
り
ま
し
た
。

こ
こ
も
す
ば
ら
し
い
桜
と
菜
の
花
!!

桃
源
郷

の
よ
う
。
展
望
も
良
い
芝
生
広
場
で
、
お
昼
休

憩
に
。

初
め
て
の
駅
、
初
め
て
の
景
色
、
満
開
の
花
、

「
こ
ど
も
の
館
」
の
管
理
人
さ
ん
の
温
か
さ
─

赤
ち
ゃ
ん
連
れ
の
外
出
は
、
つ
い
事
前
に
こ
ま

か
く
下
調
べ
し
が
ち
で
す
が
、
あ
ま
り
思
い
悩

ま
ず
、
思
い
切
っ
て
外
に
行
く
こ
と
も
時
に
は

大
事
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

2022 年 3 月

飛鳥：0 歳 9 ヶ月
タイム◎ 10：40 小田急新松田駅～（徒
歩）～ 10：50JR 松田駅～ 11：00 西平
畑公園・松田山ハーブガーデン～（授
乳、おむつ替え休憩）～ 12 時過ぎ内藤
園 あぐりパーク嵯峨山苑～ 13：30 過
ぎ新松田駅

参考◎山と高原地図『丹沢』（昭文社）
（「松田ハーブガーデン」とある辺り
です）、西平畑公園公式ホームページ

（https://nisihira-park.org/）

できる
かな？

できる
かな？

　行っ
てみよ

う！

　行っ
てみよ

う！

芝 生 広 場 で 昼
食。この頃、飛
鳥はお座りやひ
とり立ちができ
るようになって
いました。

松
田
山
の
河
津
桜
＆
菜
の
花

vol.65

桃源郷のようです桃源郷のようです

西平畑公園には、こんな西平畑公園には、こんな
たのしいミニ鉄道も走るたのしいミニ鉄道も走る

（この日は中高年のお客さ（この日は中高年のお客さ
んにも大人気）んにも大人気）

広がる眺望。西平畑公広がる眺望。西平畑公
園までの階段からは、園までの階段からは、
長距離滑り台も長距離滑り台も

『
登
山
時
報
』
が
月
刊
か
ら
季
刊
と
な
る
影
響
で
、
河
津
桜
の
季
節
に
本
誌
の
発
行
が
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
来
年
早
春
の
河
津
桜
お
花
見
に
ぜ
ひ
、
と
思
い
、
だ
い
ぶ
季
節
先
取
り
で
紹
介
し
ま
す
。

満開の河津桜と菜の
花の階段を上る！

※ 2022 年度の「まつだ桜まつり」は 2 ／ 11 ～ 3 ／ 21 でした。
　2023 年度の日程は公式 HP でご確認下さい。
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私たちの登る山

（川嶋高志／日本勤労者山岳連盟　理事長）

２
０
２
２
年
も
残
る
は
ひ
と
月
あ

ま
り
。
労
山
が
創
立
し
て
６２
年
が
経

ち
、
今
年
ほ
ど
人
類
生
存
の
危
機
が

生
じ
た
こ
と
は
な
い
。
コ
ロ
ナ
禍
の

も
た
ら
し
た
経
済
的
困
難
に
協
力
し

て
立
ち
向
う
べ
き
時
に
、
大
量
破
壊

兵
器
の
ミ
サ
イ
ル
が
頻
繁
に
飛
ぶ
の

は
言
語
道
断
で
あ
る
。
加
え
て
温
暖

化
の
も
た
ら
す
自
然
災
害
の
脅
威
も

増
し
て
い
る
。
対
峙
す
べ
き
相
手
を

間
違
え
て
は
な
ら
な
い
。

で
は
、
登
山
で
対
峙
す
べ
き
対
象

と
は
何
か
。
私
た
ち
登
山
者
は
山
行

計
画
を
立
て
、
食
料
や
装
備
を
自
分

で
背
負
い
、
苦
難
や
困
難
を
克
服
し

て
目
的
を
達
成
す
る
。
リ
ー
ダ
ー
と

も
な
れ
ば
、
自
分
だ
け
で
な
く
メ
ン

バ
ー
の
安
全
に
も
責
任
を
負
い
、
安

全
な
行
動
の
た
め
に
知
恵
を
絞
る
。

山
中
で
は
初
め
て
会
う
人
と
挨
拶
を

か
わ
し
、
不
測
の
事
態
が
発
生
す
れ

ば
お
互
い
に
助
け
合
う
。

こ
う
し
た
行
動
を
経
て
、
美
し
い

景
観
や
愛
ら
し
い
動
植
物
と
の
出
会

い
、
素
晴
ら
し
い
体
験
を
享
受
す
る

と
と
も
に
、
自
然
環
境
を
大
切
に
守

る
必
要
性
に
つ
い
て
学
ん
で
い
く
。

山
は
私
た
ち
が
進
む
べ
き
道
と
未
来

を
教
え
て
く
れ
る
。
大
自
然
の
中
で

太
陽
光
を
浴
び
、
風
を
感
じ
水
の
流

れ
と
戯
れ
、
岩
場
や
積
雪
を
克
服
す

る
達
成
感
。
ひ
と
り
で
は
行
け
な
い

場
所
に
は
、
共
に
登
る
仲
間
も
募
ろ

う
。
時
に
は
、
仲
間
の
技
術
レ
ベ
ル

を
上
げ
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
も
企
画
し

よ
う
。

一
方
、
登
山
団
体
と
し
て
は
、
登

山
の
対
象
と
な
る
自
然
環
境
の
利
用

方
法
改
善
も
、
対
峙
す
べ
き
対
象
と

な
る
。
外
国
に
目
を
向
け
れ
ば
、
ア

メ
リ
カ
の
国
立
公
園
で
は
、
車
で
入

る
こ
と
の
で
き
る
フ
ロ
ン
ト
カ
ン
ト

リ
ー
、
徒
歩
で
訪
れ
る
こ
と
の
で
き

る
バ
ッ
ク
カ
ン
ト
リ
ー
、
手
つ
か
ず

の
自
然
が
維
持
さ
れ
て
い
る
ウ
ィ

ル
ダ
ネ
ス
の
三
つ
に
明
確
に
区
分

さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
自
然
保

護
と
と
も
に
、
全
て
の
人
が
平
等

に
楽
し
み
学
ぶ
こ
と
の
で
き
る
環

境
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。

日
本
で
も
山
小
屋
の
運
営
、
登

山
道
の
修
復
、
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
の

で
き
る
岩
場
へ
の
ア
ク
セ
ス
、
案

内
の
行
き
届
い
た
ト
レ
イ
ル
の
整

備
を
組
織
的
に
推
進
し
、
国
内
外

か
ら
多
く
の
人
々
を
迎
え
、
豊
か

な
人
生
を
育
む
一
助
と
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め

に
は
、
私
た
ち
登
山
者
が
地
道
に

労
山
活
動
を
広
げ
て
い
く
余
地
が

多
く
残
さ
れ
て
い
る
。

私
た
ち
が
目
指
す
山
の
頂
は
ま

だ
見
え
て
い
な
い
。
し
か
し
、
争

い
を
や
め
困
難
を
克
服
し
、
明
日

も
山
へ
登
る
た
め
の
活
動
を
続
け

て
行
き
た
い
。

カモシカスポーツ武井真理

七瀬 2015 年 6 月生まれ

飛鳥 2021 年 6 月生まれ

峻  2018 年 7 月生まれ

　

小
田
急
沿
線
、
松
田
山
の
中
腹
に
、

駅
か
ら
徒
歩
圏
で
河
津
桜
と
菜
の
花

を
楽
し
め
る
公
園
が
あ
る
と
知
り
、

０
歳
９
ヶ
月
の
飛
鳥
と
で
出
か
け
ま

し
た
。

　

電
車
外
出
は
、
な
か
な
か
荷
物
が

か
さ
ば
る
の
で
気
合
が
い
り
ま
す
。
ま
し
て
、

こ
の
時
は
、
飛
鳥
は
抱
っ
こ
ひ
も
で
抱
っ
こ

し
、
荷
物
は
背
中
に
背
負
っ
て
、
前
後
に
重
り

を
下
げ
て
い
る
よ
う
な
感
じ
で
出
か
け
て
い

き
ま
し
た
。

　

最
寄
駅
か
ら
電
車
約
１
時
間
で
新
松
田
駅
。

飛
鳥
は
車
内
で
は
抱
っ
こ
で
寝
て
く
れ
て
い

た
の
で
助
か
り
ま
し
た
…
！

　

車
窓
か
ら
、
松
田
山
の
桜
色
に
そ
ま
っ
て
い

る
一
角
と
ハ
ー
ブ
館
の
建
物
が
望
め
ま
す
。
駅

を
出
る
と
「
ま
つ
だ
桜
ま
つ
り
※
」
の
案
内

看
板
が
あ
ち
こ
ち
に
。「
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
乗
車

コ
ー
ス
」「
徒
歩
コ
ー
ス
」
の
両
方
が
各
地
に

立
っ
て
い
ま
す
。

　

桜
ま
つ
り
開
催
中
は
、
Ｊ
Ｒ
松
田
駅
前
か
ら

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
が
出
て
い
ま
す
。
看
板
に
導
か

れ
、
と
り
あ
え
ず
Ｊ
Ｒ
駅
前
の
バ
ス
停
へ
。
乗

ろ
う
か
迷
い
ま
し
た
が
、
天
気
も
良
く
、
春
の

暖
か
い
日
差
し
に
導
か
れ
、
徒
歩
で
行
く
こ
と

に
し
ま
し
た
。
こ
こ
か
ら
の
道
も
、
強
力
な
案

内
看
板
に
導
か
れ
て
歩
き
ま
し
た
。

　

荷
は
重
く
と
も
、
こ
れ
は
正
解
で
し
た
。
同

じ
神
奈
川
県
と
い
え
ど
、
私
が
住
む
地
域
と
は

文
化
圏
が
異
な
る
感
じ
の
駅
前
の
雰
囲
気
を

楽
し
め
て
（
昔
か
ら
の
個
人
商
店
や
喫
茶
店
が

残
る
、
ち
ょ
っ
と
昭
和
な
駅
前
！
）、
ま
つ
り

会
場
入
口
か
ら
は
、
階
段
を
上
っ
て
行
く
の
で

す
が
、
河
津
桜
と
菜
の
花
が
満
開
な
中
を
、
歩

く
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
！
（
→
バ
ス
だ
と
、

こ
の
階
段
の
上
の
バ
ス
停
で
の
下
車
と
な
る
）

　

急
斜
面
の
つ
づ
ら
折
り
の
階
段
を
、
花
に
囲

ま
れ
、
夢
中
で
上
り
、
ひ
と
汗
か
く
う
ち
に
、

西
平
畑
公
園
に
出
ま
し
た
。
そ
う
す
る
と
寝
て

い
た
飛
鳥
が
起
床
。
こ
こ
は
１
回
お
ろ
し
て
、

授
乳
や
お
む
つ
替
え
休
憩
を
し
た
い
と
こ
ろ
。

西
平
畑
公
園
の
「
子
ど
も
の
館
」
と
い
う
遊
び

施
設
に
入
り
、
休
憩
さ
せ
て
も
ら
う
こ
と
に
。

こ
こ
は
今
ふ
う
の
ベ
ビ
ー
休
憩
室
的
な
設
備
は

な
い
の
で
す
が
、
代
わ
り
に
管
理
人
の
女
性
の

方
が
、
図
書
室
を
授
乳
室
と
し
て
使
え
る
よ
う

に
カ
ー
テ
ン
で
仕
切
っ
て
下
さ
っ
た
り
、
私
が

ト
イ
レ
へ
行
く
間
（
赤
ち
ゃ
ん
連
れ
で
ト
イ
レ

に
行
く
の
は
ひ
と
苦
労
！
）、
飛
鳥
の
見
守
り

を
し
て
下
さ
っ
た
り
し
ま
し
た
。
管
理
人
さ
ん

が
私
た
ち
母
子
を
温
か
い
目
で
迎
え
て
下
さ

り
、
そ
の
お
心
遣
い
も
、
松
田
山
の
い
い
思
い

出
に
な
り
ま
し
た
。

　

休
憩
し
て
再
び
外
へ
。
さ
ら
に
上
の
方
で
個

人
経
営
の
農
園
が
一
般
公
開
と
な
っ
て
い
る
よ

う
で
、
ま
た
し
ば
ら
く
坂
道
を
登
り
ま
し
た
。

こ
こ
も
す
ば
ら
し
い
桜
と
菜
の
花
!!

桃
源
郷

の
よ
う
。
展
望
も
良
い
芝
生
広
場
で
、
お
昼
休

憩
に
。

　

初
め
て
の
駅
、
初
め
て
の
景
色
、
満
開
の
花
、

「
こ
ど
も
の
館
」
の
管
理
人
さ
ん
の
温
か
さ
─

赤
ち
ゃ
ん
連
れ
の
外
出
は
、
つ
い
事
前
に
こ
ま

か
く
下
調
べ
し
が
ち
で
す
が
、
あ
ま
り
思
い
悩

ま
ず
、
思
い
切
っ
て
外
に
行
く
こ
と
も
時
に
は

大
事
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

2022 年 3 月

飛鳥：0 歳 9 ヶ月
タイム◎ 10：40 小田急新松田駅～（徒
歩）～ 10：50JR 松田駅～ 11：00 西平
畑公園・松田山ハーブガーデン～（授
乳、おむつ替え休憩）～ 12 時過ぎ内藤
園 あぐりパーク嵯峨山苑～ 13：30 過
ぎ新松田駅

参考◎山と高原地図『丹沢』（昭文社）
（「松田ハーブガーデン」とある辺り
です）、西平畑公園公式ホームページ

（https://nisihira-park.org/）

できる
かな？

できる
かな？

行って
みよう

！
行って

みよう
！

芝 生 広 場 で 昼
食。この頃、飛
鳥はお座りやひ
とり立ちができ
るようになって
いました。

松
田
山
の
河
津
桜
＆
菜
の
花

vol.65

桃源郷のようです桃源郷のようです

西平畑公園には、こんな西平畑公園には、こんな
たのしいミニ鉄道も走るたのしいミニ鉄道も走る

（この日は中高年のお客さ（この日は中高年のお客さ
んにも大人気）んにも大人気）

広がる眺望。西平畑公広がる眺望。西平畑公
園までの階段からは、園までの階段からは、
長距離滑り台も長距離滑り台も

『
登
山
時
報
』
が
月
刊
か
ら
季
刊
と
な
る
影
響
で
、
河
津
桜
の
季
節
に
本
誌
の
発
行
が
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
来
年
早
春
の
河
津
桜
お
花
見
に
ぜ
ひ
、
と
思
い
、
だ
い
ぶ
季
節
先
取
り
で
紹
介
し
ま
す
。

満開の河津桜と菜の
花の階段を上る！

※ 2022 年度の「まつだ桜まつり」は 2 ／ 11 ～ 3 ／ 21 でした。
　2023 年度の日程は公式 HP でご確認下さい。
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穂
高
の
稜
線
望
む

ス
ノ
ー
コ
ル
目
指
す

約
８
時
間
後
、
左
側
に
第
３
尾
根

の
末
端
を
確
認
。
右
側
に
第
４
尾

根
。
左
俣
と
右
俣
の
出
合
だ
。
右
側

の
第
４
尾
根
の
下
部
の
ガ
レ
場
を
ト

ラ
バ
ー
ス
し
て
い
く
の
も
、
難
し
く
、

左
側
の
第
３
尾
根
の
ガ
レ
場
を
ト
ラ

バ
ー
ス
気
味
に
登
る
こ
と
に
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
第
３
尾
根
の
ガ
レ
場

は
ま
と
も
に
歩
け
な
い
悪
路
で
、
雪

渓
を
歩
い
た
ほ
う
が
良
か
っ
た
か
も

し
れ
な
い
。

右
側
の
第
４
尾
根
を
見
上
げ
る
と
、

ス
ノ
ー
コ
ル
ら
し
き
地
点
が
確
認
で

き
た
。
第
３
尾
根
を
右
に
下
る
。
結

構
ス
リ
リ
ン
グ
で
ち
ょ
っ
と
ビ
ビ

る
。
第
３
尾
根
を
下
り
、
雪
渓
と
ガ

レ
場
を
横
切
る
。
や
っ
と
第
４
尾
根

に
取
り
付
く
。
踏
み
跡
が
あ
る
。
こ

の
２
日
間
見
な
か
っ
た
久
し
ぶ
り
の

人
の
痕
跡
だ
。
ス
ノ
ー
コ
ル
へ
の
道

だ
。
懐
か
し
さ
と
嬉
し
さ
で
足
跡
に

キ
ス
し
た
く
な
っ
た
。
第
４
尾
根
を

２
０
０
ｍ
ほ
ど
歩
き
、
１０
時
間
半
経

過
し
た
16
時
半
に
や
っ
と
ス
ノ
ー
コ

ル
に
到
着
し
た
。

い
よ
い
よ
本
番

第
４
尾
根
に
取
り
つ
く

８
月
１３
日
４
時
起
床
６
時
出
発
、

晴
だ
が
気
温
は
１１
度
。
１
ピ
ッ
チ
目

（
３０
ｍ
Ⅰ
～
Ⅲ
級
）、
最
初
だ
け
Ⅲ
級

程
度
の
岩
が
あ
る
が
、
そ
こ
を
越
え

る
と
ハ
イ
マ
ツ
の
続
く
Ⅰ
～
Ⅱ
級
の

尾
根
上
の
岩
稜
帯
。
コ
ン
テ
で
登
っ

て
も
い
い
が
、
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ

プ
の
た
め
ザ
イ
ル
を
伸
ば
す
。
朝
イ

チ
な
の
で
身
体
が
重
い
。
息
も
ゼ
ー

ゼ
ー
。
こ
ん
な
調
子
で
最
後
ま
で
行

け
る
の
か
？

２
ピ
ッ
チ
目(

５０
ｍ
）
も
Ⅰ
～
Ⅱ

級
の
ハ
イ
マ
ツ
が
混
ざ
る
岩
稜
帯
。

軽
快
に
進
む
。
３
ピ
ッ
チ
目
（
４０
ｍ

Ⅲ
級
）
は
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
草
の
付
い

た
、浮
石
の
多
い
、不
安
定
な
ガ
レ
場
。

し
か
し
、
昨
日
ま
で
の
浮
石
に
比
べ

た
ら
大
し
た
こ
と
は
な
い
。
４
ピ
ッ

チ
目
（
３０
ｍ
Ⅲ
級
）
は
Ａ
の
字
に
ス

パ
ッ
と
左
右
が
切
れ
落
ち
た
よ
う
な

Ａ
カ
ン
テ
。
カ
ン
テ
の
右
側
を
登
る
。

見
た
目
は
少
々
難
し
そ
う
だ
が
、ホ
ー

ル
ド
は
あ
る
。
た
だ
し
、
は
が
れ
や

す
そ
う
な
岩
も
多
い
の
で
、
岩
を
叩

き
、
確
認
し
な
が
ら
登
る
。

５
ピ
ッ
チ
目（
３５
ｍ
Ⅲ
～
Ⅳ
級
）は
、

両
側
が
カ
ン
ナ
を
削
っ
た
よ
う
に
切

れ
た
Ｂ
カ
ン
テ
。
カ
ン
テ
の
と
ん
が

り
を
両
手
で
持
ち
、
左
側
を
両
足
で

カ
ニ
の
よ
う
に
横
歩
き
し
て
、
必
死

に
し
が
み
つ
き
な
が
ら
登
る
。
そ
れ

に
し
て
も
高
度
感
が
す
ご
い
。
絶
景

第 4 尾根 1 ピッチ

スノーコルから穂高の稜線を望む

ルート図：滝谷第 4 尾根上半部

第 4 尾根をリードする松田

だ
。
Ｂ
カ
ン
テ
を
登
り
き
る
と
、
平

ら
な
リ
ッ
ジ
が
続
く
。
そ
の
向
こ
う

に
、
Ｃ
カ
ン
テ
が
見
え
る
。
リ
ッ
ジ
で

ピ
ッ
チ
を
切
る
。
６
ピ
ッ
チ
目
（
３０

ｍ
Ⅲ
級
～
Ⅳ
級
）
は
、
Ｂ
カ
ン
テ
よ

り
さ
ら
に
傾
斜
の
き
つ
い
Ｃ
カ
ン
テ
。

す
く
っ
と
立
っ
た
垂
直
の
カ
ン
テ
は

見
た
目
も
厳
し
く
、
ツ
ル
ッ
と
し
て

い
て
、
ホ
ー
ル
ド
も
乏
し
い
。
７
ピ
ッ

チ
目
（
２５
ｍ
Ⅲ
級
）
で
は
、
頭
上
に

そ
び
え
る
大
ピ
ナ
ク
ル
に
向
か
っ
て
、

凹
角
の
左
側
を
登
る
。
浮
石
だ
ら
け

で
、
岩
が
も
ろ
い
。
岩
を
落
と
さ
な
い

よ
う
慎
重
に
登
る
。
井
上
さ
ん
が
足

を
置
い
た
草
付
き
の
泥
土
が
、
浮
石

と
と
も
に
落
下
。
少
し
滑
落
し
た
が
、

す
ぐ
に
停
止
。
ヒ
ヤ
ッ
と
緊
張
が
走

る
。
無
事
で
よ
か
っ
た
。
こ
こ
で
取

り
付
い
て
か
ら
７
時
間
が
過
ぎ
た
。

大
ピ
ナ
ク
ル
か
ら
縦
走
路
へ
合
流

８
ピ
ッ
チ
目（
５０
ｍ
Ⅲ
～
Ⅳ
級
）は
、

大
ピ
ナ
ク
ル
の
左
下
か
ら
右
に
ト
ラ

バ
ー
ス
し
て
、
ピ
ナ
ク
ル
の
右
側
下

部
ま
で
登
る
は
ず
だ
っ
た
の
が
、
ル
ー

ト
を
間
違
え
て
、
大
ピ
ナ
ク
ル
の
コ

最
後
の
１１
ピ
ッ
チ
目
１５
ｍ
の
ガ
レ

場
。
こ
こ
も
一
歩
一
歩
確
実
に
足
を

置
き
、
慎
重
に
登
る
。
18
時
過
ぎ
に

最
終
支
点
に
到
着
。
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

シ
ュ
ー
ズ
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
シ
ュ
ー

ズ
に
履
き
替
え
、
登
攀
用
具
を
仕
舞

う
。
ヘ
ッ
ド
ラ
ン
プ
を
つ
け
て
、
フ

リ
ー
で
登
る
。
実
は
、
こ
の
最
後
の

草
付
き
の
岩
登
り
が
一
番
怖
か
っ
た
。

「
岩
登
り
は
、
ザ
イ
ル
を
外
し
た
あ
と

に
気
が
緩
み
、
最
後
に
事
故
が
起
こ

り
や
す
い
」
と
の
思
い
が
頭
の
中
を

駆
け
巡
る
。

つ
い
に
縦
走
路
に
合
流
す
る
！

１９
時
一
般
縦
走
路
と
合
流
。
全
員

ル
を
乗
っ
越
し
て
し
ま
っ
た
。
ツ
ル

ム
の
コ
ル
ま
で
懸
垂
で
下
る
。
懸
垂

は
降
り
始
め
が
少
し
ハ
ン
グ
に
な
っ

て
い
て
、
や
や
空
中
懸
垂
気
味
に
な
っ

て
い
る
。

９
ピ
ッ
チ
目
（
２５
ｍ
Ⅳ
級
）
は
最

後
の
チ
ム
ニ
ー
状
の
登
り
が
し
ん
ど

か
っ
た
。
ゼ
ー
ゼ
ー
、
ヒ
ー
ヒ
ー
、
息

が
切
れ
ま
く
り
の
登
り
だ
っ
た
。
そ

う
い
え
ば
朝
か
ら
何
も
食
べ
て
な
い

こ
と
を
思
い
出
し
、
行
動
食
の
柿
ピ
ー

を
少
し
口
に
入
れ
た
。
緊
張
し
て
い

る
と
腹
は
減
ら
な
い
の
か
。

１０
ピ
ッ
チ
目
（
２５
ｍ
Ⅲ
級
）
は
登

り
始
め
て
か
ら
８
時
間
半
も
う
１６
時

半
を
回
っ
て
い
た
。
メ
ン
バ
ー
の
疲

労
度
と
時
間
的
な
こ
と
か
ら
Ｄ
カ
ン

テ
を
避
け
て
、

右
の
壁
を
ト
ラ

バ
ー
ス
し
、
回

り
込
ん
だ
後
に

ス
ラ
ブ
を
登

る
。
こ
の
辺
り

も
浮
石
だ
ら
け

で
、
足
場
の
悪

い
嫌
な
と
こ
ろ

だ
。

が
握
手
し
て
登
攀
の
無
事
成
功
を
喜

ん
だ
。
と
に
か
く
長
か
っ
た
。
心
か

ら
ホ
ッ
と
す
る
。
し
か
し
、
ま
だ
南

稜
の
テ
ン
ト
場
ま
で
歩
か
ね
ば
な
ら

な
い
。
２１
時
に
や
っ
と
テ
ン
ト
場
に

到
着
。
も
う
ヘ
ロ
ヘ
ロ
。
全
体
力
を

振
り
絞
っ
て
、
テ
ン
ト
を
設
営
。
全

員
が
テ
ン
ト
に
転
が
り
込
ん
で
、
シ
ュ

ラ
フ
に
潜
り
込
み
、
何
も
食
べ
ず
に
、

即
、
寝
た
。
約
１５
時
間
、
ほ
と
ん
ど

食
事
も
摂
ら
ず
に
、
よ
く
行
動
し
た

も
の
だ
。
そ
れ
に
し
て
も
人
間
と
い

う
の
は
、
本
当
に
疲
れ
た
時
に
は
、

食
欲
よ
り
睡
眠
欲
の
方
が
勝
つ
の
だ

と
つ
く
づ
く
思
っ
た
。

（７ページからの続き）

穂
高
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穂
高
の
稜
線
望
む

ス
ノ
ー
コ
ル
目
指
す

約
８
時
間
後
、
左
側
に
第
３
尾
根

の
末
端
を
確
認
。
右
側
に
第
４
尾

根
。
左
俣
と
右
俣
の
出
合
だ
。
右
側

の
第
４
尾
根
の
下
部
の
ガ
レ
場
を
ト

ラ
バ
ー
ス
し
て
い
く
の
も
、
難
し
く
、

左
側
の
第
３
尾
根
の
ガ
レ
場
を
ト
ラ

バ
ー
ス
気
味
に
登
る
こ
と
に
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
第
３
尾
根
の
ガ
レ
場

は
ま
と
も
に
歩
け
な
い
悪
路
で
、
雪

渓
を
歩
い
た
ほ
う
が
良
か
っ
た
か
も

し
れ
な
い
。

右
側
の
第
４
尾
根
を
見
上
げ
る
と
、

ス
ノ
ー
コ
ル
ら
し
き
地
点
が
確
認
で

き
た
。
第
３
尾
根
を
右
に
下
る
。
結

構
ス
リ
リ
ン
グ
で
ち
ょ
っ
と
ビ
ビ

る
。
第
３
尾
根
を
下
り
、
雪
渓
と
ガ

レ
場
を
横
切
る
。
や
っ
と
第
４
尾
根

に
取
り
付
く
。
踏
み
跡
が
あ
る
。
こ

の
２
日
間
見
な
か
っ
た
久
し
ぶ
り
の

人
の
痕
跡
だ
。
ス
ノ
ー
コ
ル
へ
の
道

だ
。
懐
か
し
さ
と
嬉
し
さ
で
足
跡
に

キ
ス
し
た
く
な
っ
た
。
第
４
尾
根
を

２
０
０
ｍ
ほ
ど
歩
き
、
１０
時
間
半
経

過
し
た
16
時
半
に
や
っ
と
ス
ノ
ー
コ

ル
に
到
着
し
た
。

い
よ
い
よ
本
番

第
４
尾
根
に
取
り
つ
く

８
月
１３
日
４
時
起
床
６
時
出
発
、

晴
だ
が
気
温
は
１１
度
。
１
ピ
ッ
チ
目

（
３０
ｍ
Ⅰ
～
Ⅲ
級
）、
最
初
だ
け
Ⅲ
級

程
度
の
岩
が
あ
る
が
、
そ
こ
を
越
え

る
と
ハ
イ
マ
ツ
の
続
く
Ⅰ
～
Ⅱ
級
の

尾
根
上
の
岩
稜
帯
。
コ
ン
テ
で
登
っ

て
も
い
い
が
、
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ

プ
の
た
め
ザ
イ
ル
を
伸
ば
す
。
朝
イ

チ
な
の
で
身
体
が
重
い
。
息
も
ゼ
ー

ゼ
ー
。
こ
ん
な
調
子
で
最
後
ま
で
行

け
る
の
か
？

２
ピ
ッ
チ
目(

５０
ｍ
）
も
Ⅰ
～
Ⅱ

級
の
ハ
イ
マ
ツ
が
混
ざ
る
岩
稜
帯
。

軽
快
に
進
む
。
３
ピ
ッ
チ
目
（
４０
ｍ

Ⅲ
級
）
は
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
草
の
付
い

た
、浮
石
の
多
い
、不
安
定
な
ガ
レ
場
。

し
か
し
、
昨
日
ま
で
の
浮
石
に
比
べ

た
ら
大
し
た
こ
と
は
な
い
。
４
ピ
ッ

チ
目
（
３０
ｍ
Ⅲ
級
）
は
Ａ
の
字
に
ス

パ
ッ
と
左
右
が
切
れ
落
ち
た
よ
う
な

Ａ
カ
ン
テ
。
カ
ン
テ
の
右
側
を
登
る
。

見
た
目
は
少
々
難
し
そ
う
だ
が
、ホ
ー

ル
ド
は
あ
る
。
た
だ
し
、
は
が
れ
や

す
そ
う
な
岩
も
多
い
の
で
、
岩
を
叩

き
、
確
認
し
な
が
ら
登
る
。

５
ピ
ッ
チ
目（
３５
ｍ
Ⅲ
～
Ⅳ
級
）は
、

両
側
が
カ
ン
ナ
を
削
っ
た
よ
う
に
切

れ
た
Ｂ
カ
ン
テ
。
カ
ン
テ
の
と
ん
が

り
を
両
手
で
持
ち
、
左
側
を
両
足
で

カ
ニ
の
よ
う
に
横
歩
き
し
て
、
必
死

に
し
が
み
つ
き
な
が
ら
登
る
。
そ
れ

に
し
て
も
高
度
感
が
す
ご
い
。
絶
景

第 4 尾根 1 ピッチ

スノーコルから穂高の稜線を望む

ルート図：滝谷第 4 尾根上半部

第 4 尾根をリードする松田

だ
。
Ｂ
カ
ン
テ
を
登
り
き
る
と
、
平

ら
な
リ
ッ
ジ
が
続
く
。
そ
の
向
こ
う

に
、
Ｃ
カ
ン
テ
が
見
え
る
。
リ
ッ
ジ
で

ピ
ッ
チ
を
切
る
。
６
ピ
ッ
チ
目
（
３０

ｍ
Ⅲ
級
～
Ⅳ
級
）
は
、
Ｂ
カ
ン
テ
よ

り
さ
ら
に
傾
斜
の
き
つ
い
Ｃ
カ
ン
テ
。

す
く
っ
と
立
っ
た
垂
直
の
カ
ン
テ
は

見
た
目
も
厳
し
く
、
ツ
ル
ッ
と
し
て

い
て
、
ホ
ー
ル
ド
も
乏
し
い
。
７
ピ
ッ

チ
目
（
２５
ｍ
Ⅲ
級
）
で
は
、
頭
上
に

そ
び
え
る
大
ピ
ナ
ク
ル
に
向
か
っ
て
、

凹
角
の
左
側
を
登
る
。
浮
石
だ
ら
け

で
、
岩
が
も
ろ
い
。
岩
を
落
と
さ
な
い

よ
う
慎
重
に
登
る
。
井
上
さ
ん
が
足

を
置
い
た
草
付
き
の
泥
土
が
、
浮
石

と
と
も
に
落
下
。
少
し
滑
落
し
た
が
、

す
ぐ
に
停
止
。
ヒ
ヤ
ッ
と
緊
張
が
走

る
。
無
事
で
よ
か
っ
た
。
こ
こ
で
取

り
付
い
て
か
ら
７
時
間
が
過
ぎ
た
。

大
ピ
ナ
ク
ル
か
ら
縦
走
路
へ
合
流

８
ピ
ッ
チ
目（
５０
ｍ
Ⅲ
～
Ⅳ
級
）は
、

大
ピ
ナ
ク
ル
の
左
下
か
ら
右
に
ト
ラ

バ
ー
ス
し
て
、
ピ
ナ
ク
ル
の
右
側
下

部
ま
で
登
る
は
ず
だ
っ
た
の
が
、
ル
ー

ト
を
間
違
え
て
、
大
ピ
ナ
ク
ル
の
コ

最
後
の
１１
ピ
ッ
チ
目
１５
ｍ
の
ガ
レ

場
。
こ
こ
も
一
歩
一
歩
確
実
に
足
を

置
き
、
慎
重
に
登
る
。
18
時
過
ぎ
に

最
終
支
点
に
到
着
。
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

シ
ュ
ー
ズ
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
シ
ュ
ー

ズ
に
履
き
替
え
、
登
攀
用
具
を
仕
舞

う
。
ヘ
ッ
ド
ラ
ン
プ
を
つ
け
て
、
フ

リ
ー
で
登
る
。
実
は
、
こ
の
最
後
の

草
付
き
の
岩
登
り
が
一
番
怖
か
っ
た
。

「
岩
登
り
は
、
ザ
イ
ル
を
外
し
た
あ
と

に
気
が
緩
み
、
最
後
に
事
故
が
起
こ

り
や
す
い
」
と
の
思
い
が
頭
の
中
を

駆
け
巡
る
。

つ
い
に
縦
走
路
に
合
流
す
る
！

１９
時
一
般
縦
走
路
と
合
流
。
全
員

ル
を
乗
っ
越
し
て
し
ま
っ
た
。
ツ
ル

ム
の
コ
ル
ま
で
懸
垂
で
下
る
。
懸
垂

は
降
り
始
め
が
少
し
ハ
ン
グ
に
な
っ

て
い
て
、
や
や
空
中
懸
垂
気
味
に
な
っ

て
い
る
。

９
ピ
ッ
チ
目
（
２５
ｍ
Ⅳ
級
）
は
最

後
の
チ
ム
ニ
ー
状
の
登
り
が
し
ん
ど

か
っ
た
。
ゼ
ー
ゼ
ー
、
ヒ
ー
ヒ
ー
、
息

が
切
れ
ま
く
り
の
登
り
だ
っ
た
。
そ

う
い
え
ば
朝
か
ら
何
も
食
べ
て
な
い

こ
と
を
思
い
出
し
、
行
動
食
の
柿
ピ
ー

を
少
し
口
に
入
れ
た
。
緊
張
し
て
い

る
と
腹
は
減
ら
な
い
の
か
。

１０
ピ
ッ
チ
目
（
２５
ｍ
Ⅲ
級
）
は
登

り
始
め
て
か
ら
８
時
間
半
も
う
１６
時

半
を
回
っ
て
い
た
。
メ
ン
バ
ー
の
疲

労
度
と
時
間
的
な
こ
と
か
ら
Ｄ
カ
ン

テ
を
避
け
て
、

右
の
壁
を
ト
ラ

バ
ー
ス
し
、
回

り
込
ん
だ
後
に

ス
ラ
ブ
を
登

る
。
こ
の
辺
り

も
浮
石
だ
ら
け

で
、
足
場
の
悪

い
嫌
な
と
こ
ろ

だ
。

が
握
手
し
て
登
攀
の
無
事
成
功
を
喜

ん
だ
。
と
に
か
く
長
か
っ
た
。
心
か

ら
ホ
ッ
と
す
る
。
し
か
し
、
ま
だ
南

稜
の
テ
ン
ト
場
ま
で
歩
か
ね
ば
な
ら

な
い
。
２１
時
に
や
っ
と
テ
ン
ト
場
に

到
着
。
も
う
ヘ
ロ
ヘ
ロ
。
全
体
力
を

振
り
絞
っ
て
、
テ
ン
ト
を
設
営
。
全

員
が
テ
ン
ト
に
転
が
り
込
ん
で
、
シ
ュ

ラ
フ
に
潜
り
込
み
、
何
も
食
べ
ず
に
、

即
、
寝
た
。
約
１５
時
間
、
ほ
と
ん
ど

食
事
も
摂
ら
ず
に
、
よ
く
行
動
し
た

も
の
だ
。
そ
れ
に
し
て
も
人
間
と
い

う
の
は
、
本
当
に
疲
れ
た
時
に
は
、

食
欲
よ
り
睡
眠
欲
の
方
が
勝
つ
の
だ

と
つ
く
づ
く
思
っ
た
。

（７ページからの続き）

穂
高
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中石求　はないかだコザ／沖縄

沖
縄
本
島
の
北
半
分
は
山
国
で
あ

る
。
石
川
岳
か
ら
北
に
恩
納
岳
・
ブ
ー

ト
岳
・
熱
田
岳
・
久
志
岳
・
辺
野
古

岳
・
名
護
岳
・
八
重
岳
・
嘉
津
宇
岳
・

多
野
岳
・
塩
屋
富
士
・
ネ
ク
マ
チ
ジ

岳
・
玉
辻
山
・
伊
湯
岳
・
与
那
覇
岳
・

照
首
山
・
西
銘
岳
・
伊
部
岳
と
列
を

な
し
て
続
い
て
い
く
。
い
ず
れ
も
５

０
０
ｍ
に
も
満
た
な
い
低
山
で
あ
る

が
、
そ
こ
は
亜
熱
帯
の
島
、
ど
の
山

も
広
葉
樹
林
に
覆
わ
れ
た
常
緑
の
深

い
森
を
つ
く
っ
て
い
る
。
特
に
与
那

覇
岳
周
辺
は
、
極
め
て
価
値
の
あ
る

生
物
の
多
様
性
が
認
め
ら
れ
る
と
し

て
世
界
的
に
も
注
目
を
集
め
て
お
り
、

世
界
自
然
遺
産
へ
の
登
録
の
準
備
が

進
め
ら
れ
て
い
る
。

沖
縄
労
山
は
こ
れ
ら
の
山
々
へ
の

日
帰
り
山
行
を
毎
週
の
よ
う
に
楽
し

ん
で
い
る
。
願
わ
く
ば
石
川
岳
を
基

点
に
こ
れ
ら
連
山
を
数
日
か
け
て
縦

走
し
た
い
と
の
夢
が
あ
る
が
、
叶
わ

ぬ
果
て
の
夢
に
な
り
そ
う
で
あ
る
。

　

米
軍
が
接
収

今
も
入
山
禁
止
の
山
々

岳
周
辺
を
海
兵
隊
の
軍
用
地
と
し
て

接
収
し
、
１
９
５
７
年
、
そ
の
東
側

の
金
武
町
に
「
キ
ャ
ン
プ
・
ハ
ン
セ

ン
」
を
設
営
し
た
。
以
後
「
キ
ャ
ン

プ
・
ハ
ン
セ
ン
」
で
は
、
各
種
銃
器

の
実
弾
を
用
い
た
射
撃
訓
練
が
行
わ

れ
て
い
る
。
特
に
、
恩
納
岳
と
隣
の

ブ
ー
ト
岳
に
は
「
着
弾
区
域
」
に
指

海
岸
は
、
一
年
を
通
し
て
国
内
外
の

観
光
客
が
バ
カ
ン
ス
を
楽
し
む
有
数

の
リ
ゾ
ー
ト
地
だ
。
美
し
い
海
岸
線

と
ビ
ー
チ
が
魅
力
で
、
リ
ゾ
ー
ト
ホ

テ
ル
が
林
立
し
て
お
り
、
恩
納
岳
の

容
姿
も
華
を
そ
え
て
い
る
。
だ
が
、

国
道
５８
号
線
を
隔
て
た
道
向
こ
う
は

米
軍
の
実
弾
演
習
場
で
、
恩
納
岳
も

囲
わ
れ
て
入
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

米
軍
の
演
習
場
と
背
中
合
わ
せ
の
南

国
リ
ゾ
ー
ト
、
沖
縄
な
ら
で
は
の
皮

肉
な
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
で
は
な
い
か
。

久
志
岳
・
辺
野
古
岳

名
護
市
辺
野
古
の
米
軍
海
兵
隊
基

地
「
キ
ャ
ン
プ
・
シ
ュ
ワ
ー
ブ
」
は
、

２０
・
７
８
１
㎢
の
広
大
な
土
地
を
戦

後
す
ぐ
に
軍
用
地
と
し
て
接
収
・
占

領
し
て
設
営
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
は

海
兵
隊
の
実
弾
演
習
場
で
、
そ
の
真

ん
中
に
標
高
３
５
１
ｍ
の
久
志
岳
と

３
３
２
ｍ
の
辺
野
古
岳
が
あ
た
か
も

兄
弟
の
よ
う
に
寄
り
添
っ
て
立
っ
て

い
る
。
久
志
岳
の
凛
々
し
く
天
を
突

く
山
容
は
ハ
ッ
と
さ
せ
る
美
し
さ
が

あ
る
。
だ
が
、
山
々
の
東
麓
で
は
い

も
登
っ
た
話
を
聞
か
な
い
。
こ
れ
は

当
然
の
こ
と
で
、
４
山
は
沖
縄
戦
の

終
結
と
同
時
に
米
軍
が
そ
の
海
兵
隊

の
演
習
場
と
し
て
接
収
・
占
領
し
、

今
も
沖
縄
県
民
の
立
ち
入
り
は
禁
止

さ
れ
て
い
る
。
恩
納
岳
、
久
志
岳
は

と
も
に
沖
縄
屈
指
の
美
し
い
山
で
あ

る
。
戦
後
77
年
を
経
て
も
な
お
、
私

た
ち
は
そ
こ
に
足
を
踏
み
入
れ
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
実
に
や
る
せ
な
い

現
実
で
は
な
い
か
。

こ
の
よ
う
な
事
情
ゆ
え
か
、
恩
納

岳
は
別
と
し
て
、ブ
ー
ト
岳
・
久
志
岳
・

辺
野
古
岳
は
、
沖
縄
県
民
で
さ
え
そ

の
名
を
知
ら
な
い
人
が
多
い
。
ま
た
、

山
と
渓
谷
社
発
行
『
沖
縄
県
の
山
』

（
新
・
分
県
登
山
ガ
イ
ド
４６
、
２
０
０

６
年
２
月
１０
日
初
版
第
１
刷
）
で
も
、

こ
の
４
山
の
紹
介
は
ま
っ
た
く
さ
れ

て
い
な
い
。

恩
納
岳

沖
縄
本
島
の
中
部
に
位
置
す
る
山

で
、
名
山
と
し
て
古
く
か
ら
歌
に
も

詠
ま
れ
て
親
し
ま
れ
て
き
た
。
東
と

西
に
海
岸
ま
で
緩
や
か
に
伸
び
た
山

稜
の
線
が
美
し
い
。
標
高
は
３
６
３

ｍ
に
す
ぎ
な
い
が
、
ど
の
角
度
か
ら

み
て
も
泰
山
を
思
わ
せ
る
風
格
が
あ

る
。と

こ
ろ
が
、
米
軍
は
戦
後
、
恩
納

つ
も
銃
声
が
響
き
、実
弾
が
飛
び
交
っ

て
い
る
。
私
た
ち
が
立
ち
入
る
こ
と

は
で
き
な
い
。

い
ま
「
辺
野
古
」
は
世
間
の
耳
目

を
集
め
て
い
る
。
日
本
政
府
と
沖
縄
、

あ
る
い
は
政
府
と
ア
メ
リ
カ
の
関
係

性
が
問
わ
れ
る
際
に
必
ず
持
ち
上
が

る
地
名
に
な
っ
て
い
る
。「
キ
ャ
ン
プ
・

シ
ュ
ワ
ー
ブ
」
も
全
国
的
に
そ
の
名

が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の

「
辺
野
古
」
と
い
う
の
は
辺
野
古
岳
で

は
な
く
、
辺
野
古
岳
か
ら
真
正
面
に

望
め
る
海
の
こ
と
で
あ
る
。
米
軍
の

普
天
間
飛
行
場
の
移
設
先
と
し
て
、

「
キ
ャ
ン
プ
・
シ
ュ
ワ
ー
ブ
」
沖
の
海

を
埋
め
立
て
て
新
た
に
飛
行
場
を
建

設
し
て
米
軍
に
提
供
す
る
こ
と
の
是

非
を
め
ぐ
る
「
辺
野
古
」
で
あ
る
。

辺
野
古
の
山
で
あ
る
久
志
岳
・
辺
野

古
岳
は
、
す
で
に
７５
年
前
に
米
軍
に

奪
わ
れ
た
ま
ま
で
あ
る
。
今
ま
た
、

今
度
は
日
本
政
府
が
、
辺
野
古
の
海

ま
で
奪
お
う
と
す
る
暴
挙
に
出
て
い

る
こ
と
を
沖
縄
県
民
は
悲
し
ん
で
い

る
。「
辺
野
古
」
の
山
の
現
状
を
知
っ

て
ほ
し
い
と
の
気
持
ち
で
、
久
志
岳
・

辺
野
古
岳
も
紹
介
す
る
の
で
あ
る
。

定
さ
れ
た
エ
リ
ア
が
あ
り
、
こ
こ
に

１
５
５
ミ
リ
榴り

ゅ
う

弾だ
ん

砲ほ
う

を
頻
繁
に
撃
ち

込
ん
で
い
た
。
本
土
復
帰
後
も
撃
ち

込
み
は
行
わ
れ
て
い
る
。
砲
弾
の
炸

裂
、
あ
る
い
は
山
林
火
災
で
亜
熱
帯

樹
林
に
覆
わ
れ
て
い
た
広
大
な
森
は

削
り
と
ら
れ
、
赤
い
山
肌
が
露
出
し

た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
射
撃

訓
練
は
県
道
を
封
鎖
し
て
行
う
も
の

で
、
こ
れ
は
沖
縄
県
民
の
激
し
い
怒

り
を
呼
び
、
１
９
９
７
年
以
降
は
中

止
さ
れ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
。

恩
納
岳
の
山
稜
が
西
に
入
る
恩
納

さ
て
、「
奪
わ
れ
た
山
」
の
話
に
移

ろ
う
。
右
に
あ
げ
た
山
々
の
う
ち
、

恩
納
岳
・
ブ
ー
ト
岳
・
久
志
岳
・
辺

野
古
岳
の
４
山
に
私
は
登
っ
た
こ
と

が
な
い
。
沖
縄
労
山
や
他
の
誰
か
ら

久志岳（左）と辺野古岳（右）

恩納海岸から望む恩納岳

キャンプ・ハンセンから望む恩納岳（左）とブート岳（右）

恩
お ん

納
な

岳
だ け

・ブート岳・久
く

志
し

岳
だ け

・辺野古岳
「思い出の山」「とっておきの山」「会心
の山」をキーワードとし、ここ 5 年程
で登山時報に掲載された山行・紀行か
ら 3 編を厳選した。『沖縄　奪われた山
のこと』は 2020 年 4 月号に掲載。
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中石求　はないかだコザ／沖縄

沖
縄
本
島
の
北
半
分
は
山
国
で
あ

る
。
石
川
岳
か
ら
北
に
恩
納
岳
・
ブ
ー

ト
岳
・
熱
田
岳
・
久
志
岳
・
辺
野
古

岳
・
名
護
岳
・
八
重
岳
・
嘉
津
宇
岳
・

多
野
岳
・
塩
屋
富
士
・
ネ
ク
マ
チ
ジ

岳
・
玉
辻
山
・
伊
湯
岳
・
与
那
覇
岳
・

照
首
山
・
西
銘
岳
・
伊
部
岳
と
列
を

な
し
て
続
い
て
い
く
。
い
ず
れ
も
５

０
０
ｍ
に
も
満
た
な
い
低
山
で
あ
る

が
、
そ
こ
は
亜
熱
帯
の
島
、
ど
の
山

も
広
葉
樹
林
に
覆
わ
れ
た
常
緑
の
深

い
森
を
つ
く
っ
て
い
る
。
特
に
与
那

覇
岳
周
辺
は
、
極
め
て
価
値
の
あ
る

生
物
の
多
様
性
が
認
め
ら
れ
る
と
し

て
世
界
的
に
も
注
目
を
集
め
て
お
り
、

世
界
自
然
遺
産
へ
の
登
録
の
準
備
が

進
め
ら
れ
て
い
る
。

沖
縄
労
山
は
こ
れ
ら
の
山
々
へ
の

日
帰
り
山
行
を
毎
週
の
よ
う
に
楽
し

ん
で
い
る
。
願
わ
く
ば
石
川
岳
を
基

点
に
こ
れ
ら
連
山
を
数
日
か
け
て
縦

走
し
た
い
と
の
夢
が
あ
る
が
、
叶
わ

ぬ
果
て
の
夢
に
な
り
そ
う
で
あ
る
。

米
軍
が
接
収

今
も
入
山
禁
止
の
山
々

岳
周
辺
を
海
兵
隊
の
軍
用
地
と
し
て

接
収
し
、
１
９
５
７
年
、
そ
の
東
側

の
金
武
町
に
「
キ
ャ
ン
プ
・
ハ
ン
セ

ン
」
を
設
営
し
た
。
以
後
「
キ
ャ
ン

プ
・
ハ
ン
セ
ン
」
で
は
、
各
種
銃
器

の
実
弾
を
用
い
た
射
撃
訓
練
が
行
わ

れ
て
い
る
。
特
に
、
恩
納
岳
と
隣
の

ブ
ー
ト
岳
に
は
「
着
弾
区
域
」
に
指

海
岸
は
、
一
年
を
通
し
て
国
内
外
の

観
光
客
が
バ
カ
ン
ス
を
楽
し
む
有
数

の
リ
ゾ
ー
ト
地
だ
。
美
し
い
海
岸
線

と
ビ
ー
チ
が
魅
力
で
、
リ
ゾ
ー
ト
ホ

テ
ル
が
林
立
し
て
お
り
、
恩
納
岳
の

容
姿
も
華
を
そ
え
て
い
る
。
だ
が
、

国
道
５８
号
線
を
隔
て
た
道
向
こ
う
は

米
軍
の
実
弾
演
習
場
で
、
恩
納
岳
も

囲
わ
れ
て
入
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

米
軍
の
演
習
場
と
背
中
合
わ
せ
の
南

国
リ
ゾ
ー
ト
、
沖
縄
な
ら
で
は
の
皮

肉
な
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
で
は
な
い
か
。

久
志
岳
・
辺
野
古
岳

名
護
市
辺
野
古
の
米
軍
海
兵
隊
基

地
「
キ
ャ
ン
プ
・
シ
ュ
ワ
ー
ブ
」
は
、

２０
・
７
８
１
㎢
の
広
大
な
土
地
を
戦

後
す
ぐ
に
軍
用
地
と
し
て
接
収
・
占

領
し
て
設
営
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
は

海
兵
隊
の
実
弾
演
習
場
で
、
そ
の
真

ん
中
に
標
高
３
５
１
ｍ
の
久
志
岳
と

３
３
２
ｍ
の
辺
野
古
岳
が
あ
た
か
も

兄
弟
の
よ
う
に
寄
り
添
っ
て
立
っ
て

い
る
。
久
志
岳
の
凛
々
し
く
天
を
突

く
山
容
は
ハ
ッ
と
さ
せ
る
美
し
さ
が

あ
る
。
だ
が
、
山
々
の
東
麓
で
は
い

も
登
っ
た
話
を
聞
か
な
い
。
こ
れ
は

当
然
の
こ
と
で
、
４
山
は
沖
縄
戦
の

終
結
と
同
時
に
米
軍
が
そ
の
海
兵
隊

の
演
習
場
と
し
て
接
収
・
占
領
し
、

今
も
沖
縄
県
民
の
立
ち
入
り
は
禁
止

さ
れ
て
い
る
。
恩
納
岳
、
久
志
岳
は

と
も
に
沖
縄
屈
指
の
美
し
い
山
で
あ

る
。
戦
後
77
年
を
経
て
も
な
お
、
私

た
ち
は
そ
こ
に
足
を
踏
み
入
れ
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
実
に
や
る
せ
な
い

現
実
で
は
な
い
か
。

こ
の
よ
う
な
事
情
ゆ
え
か
、
恩
納

岳
は
別
と
し
て
、ブ
ー
ト
岳
・
久
志
岳
・

辺
野
古
岳
は
、
沖
縄
県
民
で
さ
え
そ

の
名
を
知
ら
な
い
人
が
多
い
。
ま
た
、

山
と
渓
谷
社
発
行
『
沖
縄
県
の
山
』

（
新
・
分
県
登
山
ガ
イ
ド
４６
、
２
０
０

６
年
２
月
１０
日
初
版
第
１
刷
）
で
も
、

こ
の
４
山
の
紹
介
は
ま
っ
た
く
さ
れ

て
い
な
い
。

恩
納
岳

沖
縄
本
島
の
中
部
に
位
置
す
る
山

で
、
名
山
と
し
て
古
く
か
ら
歌
に
も

詠
ま
れ
て
親
し
ま
れ
て
き
た
。
東
と

西
に
海
岸
ま
で
緩
や
か
に
伸
び
た
山

稜
の
線
が
美
し
い
。
標
高
は
３
６
３

ｍ
に
す
ぎ
な
い
が
、
ど
の
角
度
か
ら

み
て
も
泰
山
を
思
わ
せ
る
風
格
が
あ

る
。と

こ
ろ
が
、
米
軍
は
戦
後
、
恩
納

つ
も
銃
声
が
響
き
、実
弾
が
飛
び
交
っ

て
い
る
。
私
た
ち
が
立
ち
入
る
こ
と

は
で
き
な
い
。

い
ま
「
辺
野
古
」
は
世
間
の
耳
目

を
集
め
て
い
る
。
日
本
政
府
と
沖
縄
、

あ
る
い
は
政
府
と
ア
メ
リ
カ
の
関
係

性
が
問
わ
れ
る
際
に
必
ず
持
ち
上
が

る
地
名
に
な
っ
て
い
る
。「
キ
ャ
ン
プ
・

シ
ュ
ワ
ー
ブ
」
も
全
国
的
に
そ
の
名

が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の

「
辺
野
古
」
と
い
う
の
は
辺
野
古
岳
で

は
な
く
、
辺
野
古
岳
か
ら
真
正
面
に

望
め
る
海
の
こ
と
で
あ
る
。
米
軍
の

普
天
間
飛
行
場
の
移
設
先
と
し
て
、

「
キ
ャ
ン
プ
・
シ
ュ
ワ
ー
ブ
」
沖
の
海

を
埋
め
立
て
て
新
た
に
飛
行
場
を
建

設
し
て
米
軍
に
提
供
す
る
こ
と
の
是

非
を
め
ぐ
る
「
辺
野
古
」
で
あ
る
。

辺
野
古
の
山
で
あ
る
久
志
岳
・
辺
野

古
岳
は
、
す
で
に
７５
年
前
に
米
軍
に

奪
わ
れ
た
ま
ま
で
あ
る
。
今
ま
た
、

今
度
は
日
本
政
府
が
、
辺
野
古
の
海

ま
で
奪
お
う
と
す
る
暴
挙
に
出
て
い

る
こ
と
を
沖
縄
県
民
は
悲
し
ん
で
い

る
。「
辺
野
古
」
の
山
の
現
状
を
知
っ

て
ほ
し
い
と
の
気
持
ち
で
、
久
志
岳
・

辺
野
古
岳
も
紹
介
す
る
の
で
あ
る
。

定
さ
れ
た
エ
リ
ア
が
あ
り
、
こ
こ
に

１
５
５
ミ
リ
榴り

ゅ
う

弾だ
ん

砲ほ
う

を
頻
繁
に
撃
ち

込
ん
で
い
た
。
本
土
復
帰
後
も
撃
ち

込
み
は
行
わ
れ
て
い
る
。
砲
弾
の
炸

裂
、
あ
る
い
は
山
林
火
災
で
亜
熱
帯

樹
林
に
覆
わ
れ
て
い
た
広
大
な
森
は

削
り
と
ら
れ
、
赤
い
山
肌
が
露
出
し

た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
射
撃

訓
練
は
県
道
を
封
鎖
し
て
行
う
も
の

で
、
こ
れ
は
沖
縄
県
民
の
激
し
い
怒

り
を
呼
び
、
１
９
９
７
年
以
降
は
中

止
さ
れ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
。

恩
納
岳
の
山
稜
が
西
に
入
る
恩
納

さ
て
、「
奪
わ
れ
た
山
」
の
話
に
移

ろ
う
。
右
に
あ
げ
た
山
々
の
う
ち
、

恩
納
岳
・
ブ
ー
ト
岳
・
久
志
岳
・
辺

野
古
岳
の
４
山
に
私
は
登
っ
た
こ
と

が
な
い
。
沖
縄
労
山
や
他
の
誰
か
ら

久志岳（左）と辺野古岳（右）

恩納海岸から望む恩納岳

キャンプ・ハンセンから望む恩納岳（左）とブート岳（右）

恩
お ん

納
な

岳
だ け

・ブート岳・久
く

志
し

岳
だ け

・辺野古岳
「思い出の山」「とっておきの山」「会心
の山」をキーワードとし、ここ 5 年程
で登山時報に掲載された山行・紀行か
ら 3 編を厳選した。『沖縄　奪われた山
のこと』は 2020 年 4 月号に掲載。
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の
景
色
に
、
情
報
を
重
ね
合
わ
せ
る

Ａ
Ｒ
（A

ugm
ented Reality

、
拡
張

現
実
）
技
術
は
山
座
同
定
ア
プ
リ
に
活

用
さ
れ
て
い
る
が
、
特
に
使
い
や
す
い

の
が
「
Ｐ
ｅ
ａ
ｋ
Ｆ
ｉ
ｎ
ｄ
ｅ
ｒ
」
だ
。

こ
れ
は
線
画
で
示
し
た
山
名
表
示
画
像

と
実
際
の
景
色
の
ズ
レ
を
指
で
補
正
で

き
る
機
能
を
持
っ
て
い
て
、
と
て
も
解

り
や
す
い
。

花
の
名
前
を
調
べ
る
こ
と
が
で
き
る

ア
プ
リ
で
最
も
実
用
的
な
の
は
、「
Ｇ

ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ
レ
ン
ズ
」
だ
。
こ
れ
は
Ａ

Ｉ
を
使
っ
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
類

似
画
像
を
表
示
す
る
も
の
で
、
電
波
が

届
か
な
い
と
こ
ろ
で
は
使
用
で
き
な
い

が
か
な
り
正
確
だ
。

ま
た
電
波
の
届
く
場
所
で
あ
れ
ば
、

「tenki.jp

」
ア
プ
リ
の
雨
雲
レ
ー
ダ
ー

や
雷
レ
ー
ダ
ー
で
、
直
近
の
悪
天
候
を

　

幅
広
く
活
用
で
き
る

　
「
ウ
ェ
ブ
ブ
ラ
ウ
ザ
」

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
の
情
報
を
閲
覧
す
る
に
は
、
ウ
ェ

ブ
ブ
ラ
ウ
ザ
と
い
う
ア
プ
リ
を
使
う
。

Ａ
ｎ
ｄ
ｒ
ｏ
ｉ
ｄ
で
は
「
Ｃ
ｈ
ｒ
ｏ
ｍ

ｅ
」、
ｉ
Ｐ
ｈ
ｏ
ｎ
ｅ
の
場
合
は
「
Ｓ

ａ
ｆ
ａ
ｒ
ｉ
」
が
一
般
的
だ
。

こ
の
ウ
ェ
ブ
ブ
ラ
ウ
ザ
で
「
ヤ
マ
ケ

イ
オ
ン
ラ
イ
ン
」
な
ど
の
情
報
ペ
ー
ジ

や
、
自
治
体
な
ど
が
公
開
す
る
登
山
道

情
報
が
閲
覧
で
き
る
。
さ
ら
に
山
岳
気

象
予
報
サ
ー
ビ
ス
「
ヤ
マ
テ
ン
」
や
、

ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
が
予
測
す

る
高
精
度
の
天
気
予
報
「
Ｓ
Ｃ
Ｗ
」
も

閲
覧
で
き
る
し
、
一
部
の
自
治
体
で
は

登
山
届
の
提
出
も
可
能
だ
。

登
山
届
は
、
全
国
３２
の
都
道
府
県
に

提
出
可
能
な
「
山
と
自
然
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
コ
ン
パ
ス
」
を
使
っ
て
の
提
出
が

普
及
し
て
き
た
。
ウ
ェ
ブ
ブ
ラ
ウ
ザ
か

ら
提
出
で
き
る
ほ
か
、「
コ
ン
パ
ス
Ｅ

Ｘ
」
と
い
う
ア
プ
リ
も
用
意
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
ア
プ
リ

（
地
図
ア
プ
リ
）
の
「
ヤ
マ
レ
コ
」
か

ら
も
コ
ン
パ
ス
へ
登
山
届
を
提
出
で
き

る
し
、「
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｐ
」
は
独
自
に
提

携
を
し
て
、
全
国
９
つ
の
自
治
体
へ
登

山
届
を
提
出
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。

　

実
際
の
行
動
時
に
活
用
し
た
い

ア
プ
リ

画
面
に
表
示
し
た
地
形
図
上
に
、
ほ

ぼ
正
確
に
現
在
地
を
示
し
、
歩
い
た
軌

跡
（
ト
ラ
ッ
ク
ロ
グ
）
を
残
せ
る
ナ
ビ

ゲ
ー
シ
ョ
ン
ア
プ
リ
（
地
図
ア
プ
リ
）

は
、
今
で
は
多
く
の
登
山
者
に
愛
用
さ

れ
て
い
る
。
代
表
的
な
「
ヤ
マ
レ
コ
」

「
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｐ
」「
Ｇ
ｅ
ｏ
ｇ
ｒ
ａ
ｐ
ｈ

ｉ
ｃ
ａ
」「
ス
ー
パ
ー
地
形
」
の
ほ
か
、

登
山
届
を
提
出
す
る「
コ
ン
パ
ス
Ｅ
Ｘ
」

も
同
様
の
機
能
を
持
つ
。

カ
メ
ラ
を
通
し
て
表
示
し
た
そ
の
場

　

山
行
前
に
活
用
し
た
い
ア
プ
リ

山
行
の
前
に
山
の
概
要
を
調
べ
た

り
、
コ
ー
ス
の
様
子
を
確
か
め
た
り
す

る
と
き
に
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
や
登
山
地

図
を
見
る
こ
と
は
多
い
は
ず
だ
。
今

で
は
多
く
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
が
電
子

書
籍
化
さ
れ
て
い
て
、「
Ｋ
ｉ
ｎ
ｄ
ｌ

ｅ
」
ア
プ
リ
を
使
っ
て
読
む
こ
と
が
で

き
る
。
何
冊
分
も
の
書
籍
を
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
の
中
に
入
れ
て
持
ち
運
び
で
き

る
の
で
、
と
て
も
便
利
だ
。

登
山
地
図
は
、
昭
文
社
の
「
山
と
高

原
地
図
」
ア
プ
リ
で
閲
覧
で
き
る
。
特

に
月
額
料
金
制
の
「
山
と
高
原
地
図

ホ
ー
ダ
イ
」
に
登
録
す
れ
ば
、
全
国
全

て
の
エ
リ
ア
の
最
新
版
の
山
と
高
原
地

図
が
閲
覧
で
き
る
。

察
知
す
る
こ
と
も
可
能
だ
。

さ
ら
に
月
と
太
陽
の
位
置
を
表
示
す

る
「
サ
ン
・
サ
ー
ベ
イ
ヤ
ー
」
や
、
星

や
星
座
の
名
前
を
表
示
す
る
「
ス
マ
ー

ト
ス
テ
ラ
」
な
ど
は
、
必
要
な
人
に
は

と
て
も
役
立
つ
だ
ろ
う
。

山
行
後
に
活
用
し
た
い
ア
プ
リ

「
Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
」、「
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ

ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
」、「
Ｉ
ｎ

ｓ
ｔ
ａ
ｇ
ｒ
ａ
ｍ
」

な
ど
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
ソ
ー

シ
ャ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー

キ
ン
グ
・
シ
ス
テ
ム
）

を
使
え
ば
、
登
っ
た

山
の
思
い
出
や
写
真

を
公
開
し
、
閲
覧
者

と
交
流
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

特
に
「
ヤ
マ
レ
コ
」

「
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｐ
」「
コ

ン
パ
ス
Ｅ
Ｘ
」
は
登

山
に
特
化
し
た
Ｓ
Ｎ

Ｓ
機
能
を
備
え
て
い

る
。
ト
ラ
ッ
ク
ロ
グ

に
文
章
と
写
真
を
添

え
た
、
と
て
も
詳
細

な
登
山
記
録
を
比
較

的
手
軽
に
作
成
し
、

公
開
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。

日本山岳ガイド協会　認定登山ガイド
NHK 文化センター柏教室講師
著書「IT 時代の山岳遭難」、　
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の
景
色
に
、
情
報
を
重
ね
合
わ
せ
る

Ａ
Ｒ
（A

ugm
ented Reality

、
拡
張

現
実
）
技
術
は
山
座
同
定
ア
プ
リ
に
活

用
さ
れ
て
い
る
が
、
特
に
使
い
や
す
い

の
が
「
Ｐ
ｅ
ａ
ｋ
Ｆ
ｉ
ｎ
ｄ
ｅ
ｒ
」
だ
。

こ
れ
は
線
画
で
示
し
た
山
名
表
示
画
像

と
実
際
の
景
色
の
ズ
レ
を
指
で
補
正
で

き
る
機
能
を
持
っ
て
い
て
、
と
て
も
解

り
や
す
い
。

花
の
名
前
を
調
べ
る
こ
と
が
で
き
る

ア
プ
リ
で
最
も
実
用
的
な
の
は
、「
Ｇ

ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ
レ
ン
ズ
」
だ
。
こ
れ
は
Ａ

Ｉ
を
使
っ
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
類

似
画
像
を
表
示
す
る
も
の
で
、
電
波
が

届
か
な
い
と
こ
ろ
で
は
使
用
で
き
な
い

が
か
な
り
正
確
だ
。

ま
た
電
波
の
届
く
場
所
で
あ
れ
ば
、

「tenki.jp

」
ア
プ
リ
の
雨
雲
レ
ー
ダ
ー

や
雷
レ
ー
ダ
ー
で
、
直
近
の
悪
天
候
を

幅
広
く
活
用
で
き
る

「
ウ
ェ
ブ
ブ
ラ
ウ
ザ
」

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
の
情
報
を
閲
覧
す
る
に
は
、
ウ
ェ

ブ
ブ
ラ
ウ
ザ
と
い
う
ア
プ
リ
を
使
う
。

Ａ
ｎ
ｄ
ｒ
ｏ
ｉ
ｄ
で
は
「
Ｃ
ｈ
ｒ
ｏ
ｍ

ｅ
」、
ｉ
Ｐ
ｈ
ｏ
ｎ
ｅ
の
場
合
は
「
Ｓ

ａ
ｆ
ａ
ｒ
ｉ
」
が
一
般
的
だ
。

こ
の
ウ
ェ
ブ
ブ
ラ
ウ
ザ
で
「
ヤ
マ
ケ

イ
オ
ン
ラ
イ
ン
」
な
ど
の
情
報
ペ
ー
ジ

や
、
自
治
体
な
ど
が
公
開
す
る
登
山
道

情
報
が
閲
覧
で
き
る
。
さ
ら
に
山
岳
気

象
予
報
サ
ー
ビ
ス
「
ヤ
マ
テ
ン
」
や
、

ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
が
予
測
す

る
高
精
度
の
天
気
予
報
「
Ｓ
Ｃ
Ｗ
」
も

閲
覧
で
き
る
し
、
一
部
の
自
治
体
で
は

登
山
届
の
提
出
も
可
能
だ
。

登
山
届
は
、
全
国
３２
の
都
道
府
県
に

提
出
可
能
な
「
山
と
自
然
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
コ
ン
パ
ス
」
を
使
っ
て
の
提
出
が

普
及
し
て
き
た
。
ウ
ェ
ブ
ブ
ラ
ウ
ザ
か

ら
提
出
で
き
る
ほ
か
、「
コ
ン
パ
ス
Ｅ

Ｘ
」
と
い
う
ア
プ
リ
も
用
意
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
ア
プ
リ

（
地
図
ア
プ
リ
）
の
「
ヤ
マ
レ
コ
」
か

ら
も
コ
ン
パ
ス
へ
登
山
届
を
提
出
で
き

る
し
、「
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｐ
」
は
独
自
に
提

携
を
し
て
、
全
国
９
つ
の
自
治
体
へ
登

山
届
を
提
出
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。実

際
の
行
動
時
に
活
用
し
た
い

ア
プ
リ

画
面
に
表
示
し
た
地
形
図
上
に
、
ほ

ぼ
正
確
に
現
在
地
を
示
し
、
歩
い
た
軌

跡
（
ト
ラ
ッ
ク
ロ
グ
）
を
残
せ
る
ナ
ビ

ゲ
ー
シ
ョ
ン
ア
プ
リ
（
地
図
ア
プ
リ
）

は
、
今
で
は
多
く
の
登
山
者
に
愛
用
さ

れ
て
い
る
。
代
表
的
な
「
ヤ
マ
レ
コ
」

「
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｐ
」「
Ｇ
ｅ
ｏ
ｇ
ｒ
ａ
ｐ
ｈ

ｉ
ｃ
ａ
」「
ス
ー
パ
ー
地
形
」
の
ほ
か
、

登
山
届
を
提
出
す
る「
コ
ン
パ
ス
Ｅ
Ｘ
」

も
同
様
の
機
能
を
持
つ
。

カ
メ
ラ
を
通
し
て
表
示
し
た
そ
の
場

山
行
前
に
活
用
し
た
い
ア
プ
リ

山
行
の
前
に
山
の
概
要
を
調
べ
た

り
、
コ
ー
ス
の
様
子
を
確
か
め
た
り
す

る
と
き
に
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
や
登
山
地

図
を
見
る
こ
と
は
多
い
は
ず
だ
。
今

で
は
多
く
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
が
電
子

書
籍
化
さ
れ
て
い
て
、「
Ｋ
ｉ
ｎ
ｄ
ｌ

ｅ
」
ア
プ
リ
を
使
っ
て
読
む
こ
と
が
で

き
る
。
何
冊
分
も
の
書
籍
を
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
の
中
に
入
れ
て
持
ち
運
び
で
き

る
の
で
、
と
て
も
便
利
だ
。

登
山
地
図
は
、
昭
文
社
の
「
山
と
高

原
地
図
」
ア
プ
リ
で
閲
覧
で
き
る
。
特

に
月
額
料
金
制
の
「
山
と
高
原
地
図

ホ
ー
ダ
イ
」
に
登
録
す
れ
ば
、
全
国
全

て
の
エ
リ
ア
の
最
新
版
の
山
と
高
原
地

図
が
閲
覧
で
き
る
。

察
知
す
る
こ
と
も
可
能
だ
。

さ
ら
に
月
と
太
陽
の
位
置
を
表
示
す

る
「
サ
ン
・
サ
ー
ベ
イ
ヤ
ー
」
や
、
星

や
星
座
の
名
前
を
表
示
す
る
「
ス
マ
ー

ト
ス
テ
ラ
」
な
ど
は
、
必
要
な
人
に
は

と
て
も
役
立
つ
だ
ろ
う
。

山
行
後
に
活
用
し
た
い
ア
プ
リ

「
Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
」、「
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ

ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
」、「
Ｉ
ｎ

ｓ
ｔ
ａ
ｇ
ｒ
ａ
ｍ
」

な
ど
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
ソ
ー

シ
ャ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー

キ
ン
グ
・
シ
ス
テ
ム
）

を
使
え
ば
、
登
っ
た

山
の
思
い
出
や
写
真

を
公
開
し
、
閲
覧
者

と
交
流
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

特
に
「
ヤ
マ
レ
コ
」

「
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｐ
」「
コ

ン
パ
ス
Ｅ
Ｘ
」
は
登

山
に
特
化
し
た
Ｓ
Ｎ

Ｓ
機
能
を
備
え
て
い

る
。
ト
ラ
ッ
ク
ロ
グ

に
文
章
と
写
真
を
添

え
た
、
と
て
も
詳
細

な
登
山
記
録
を
比
較

的
手
軽
に
作
成
し
、

公
開
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。
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小
中
高
の
部
活
の
地
域
委
託
に
つ
い
て
の

報
道
で
、
水
泳
教
室
だ
か
水
球
教
室
だ
か
で
、

外
部
の
プ
ロ
コ
ー
チ
に
頼
ん
で
溺
れ
る
疑
似

体
験
を
さ
せ
て
も
ら
い
水
難
事
故
を
防
止
す

る
と
の
記
事
を
読
ん
だ
。
私
た
ち
登
山
者
は

「
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
か
ら
学
ぶ
」
こ
と
を
目
指

す
の
だ
が
、「
溺
れ
る
疑
似
体
験
」
は
、
意

図
的
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
そ
の
も
の
だ
。

「
溺
れ
る
疑
似
体
験
」
が
重
要
視
さ
れ
る

の
は
、
溺
れ
る
事
故
が
多
い
こ
と
、
こ
れ
を

防
ぎ
た
い
と
い
う
強
い

願
い
が
あ
る
か
ら
だ
。

山
歩
き
で
は
、
下
山
中

の
事
故
が
多
く
、
転
倒
・

滑
落
で
骨
折
に
い
た
る

場
合
が
多
い
。
こ
れ
を

防
ぎ
た
い
と
願
う
も
の

の
、
数
十
年
に
わ
た
っ

て
十
分
な
対
策
を
作
り

出
せ
て
い
な
い
。
大
阪

府
連
の
事
故
分
析
『
事

故
防
止
は
仲
間
の
知
恵

で
』（
２
０
２
１
年
発
行
）
は
こ
の
問
題
を

数
値
的
に
明
ら
か
に
し
た
。
中
川
は
こ
の
結

果
に
驚
き
、
問
題
解
決
め
ざ
し
て
、
手
あ
た

り
次
第
、
い
ろ
い
ろ
な
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

「
溺
れ
る
疑
似
体
験
」
を
ヒ
ン
ト
に
、
私

た
ち
登
山
者
の
「
事
故
疑
似
体
験
」、
さ
ら

に
「
事
故
防
止
技
術
」
を
表
に
ま
と
め
た
。

雪
山
で
は
、
滑
落
疑
似
体
験
 １）
と
し
て
く
ぼ

地
の
底
地
形
な
ど
を
用
い
て
実
際
に
滑
っ
て

も
ら
い
、
ピ
ッ
ケ
ル
を
打
込
む
・
軟
雪
を
抱

き
か
か
え
る
な
ど
の
滑
落
停
止
技
術
2）
を
習

得
し
て
か
ら
雪
山
に
向
か
う
の
が
常
識
で
あ

る
。
山
ス
キ
ー
で
は
同
様
に
く
ぼ
地
地
形
で

暴
走
体
験
3）
を
行
い
、
横
後
方
に
上
手
に
倒

れ
る
停
止
技
術
4）
を
学
ぶ
。
岩
登
り
で
は
、

ト
ッ
プ
ロ
ー
プ
や
ス
ポ
ッ
テ
ィ
ン
グ
で
安
全

を
期
し
た
う
え
で
墜
落
5）
し
て
も
ら
う
。
通

常
の
墜
落
で
は
衝
突
防
止
技
術
6）
は
確
保
者

が
行
い
、
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
で
は
マ
ッ
ト
の
上

に
う
ま
く
着
地
し
て
足
を
ひ
ね
ら
な
い
な
ど

の
事
故
防
止
技
術
6）
を
覚
え
る
。

と
こ
ろ
が
、
表
に
示
す
よ
う
に
、
山
歩
き

で
は
、
転
倒
疑
似
体
験
 7）
や
滑
落
疑
似
体

験
 7）
は
、
そ
の
例
を
聞
か
な
い
。
ま
し
て

や
、
転
倒
防
止
技
術
8）
や
滑
落
防
止
技
術
8）

は
、
識
者
に
尋
ね
て
も
「
ま
っ
た
く
知
ら
な

い
」
と
答
え
ら
れ
、
手
元
の
登
山
技
術
書
に

も
何
の
記
述
も
な
い
。
そ
り
ゃ
そ
う
だ
、
中

川
を
含
め
年
配
の
山
歩
き
愛
好
者
を
登
山
道

下
り
で
安
全
に
倒
す
方
法
な
ん
て
、
現
在
は
、

な
い
。
あ
る
識
者
は
固
定
ロ
ー
プ
を
左
右
両

側
に
張
っ
て
下
り
を
練
習
し
て
は
と
お
っ

し
ゃ
っ
た
が
、
実
際
に
転
ん
だ
と
き
の
安
全

性
に
乏
し
い
よ
う
に
思
う
。
ボ
ー
ル
バ
ス

ケ
ッ
ト
に
転
倒
者
が
飛
び
込
ん
で
も
ら
う
方

法
も
実
効
性
に
乏
し
い
。
転
ば
な
い
た
め
の

体
操
（
山
筋
ゴ
ー
ゴ
ー
体
操
な
ど
）
は
、
い

ざ
転
ん
だ
と
き
に
止
め
る
も
の
で
は
な
く
、

そ
れ
を
事
前
に
防
止
す
る
対
策
で
あ
る
。
一

方
、
搬
出
講
習
会
は
転
ん
だ
事
後
の
対
策
で

あ
る
。
結
局
、
事
前
事
後
の
備
え
は
あ
る
が
、

転
ん
だ
そ
の
時
に
な
す
べ
き
転
倒
滑
落
停
止

技
術
は
、
夏
山
で
は
、
な
い
。
転
ん
だ
ら
お

し
ま
い
で
あ
り
、
登
山
技
術
体
系
の
未
開
拓

分
野
で
あ
る
。

夏
山
の
滑
落
停
止
、
何
か
、
い
い
方
法
を

一
緒
に
考
え
ま
せ
ん
か
？
こ
ん
な
に
事
故
が

多
い
の
で
す
か
ら
。

大阪労山ニュースに連載中のエッセイ「山楽登山の世界」
から第 54 回目（2022 年 11 月号 http://owafnews.aikotoba.
jp/kikanshi2211.htm）を紹介する。

⑧

中
川
和
道
Ｏ
Ｗ
Ｃ
Ｃ
大
阪
勤
労
者
登
攀
ク
ラ
ブ
／
大
阪

編集部からのお知らせ 

来年度から「月刊誌 登山時報」は「季刊誌 登山時報」として再スタートします。 

これに伴い、編集部から以下の点についてご案内いたします。 

《「季刊誌 登山時報」の発行と閲覧について》 

「季刊誌 登山時報」は年 4 回（春号：3 月 25 日、夏号：6 月 25 日、秋号：9 月 25 日、冬号：12 月 25 日）

発行です。A4 判で、これまでの登山時報より一回り大きくなります。初刊は 2022 年 3 月 25 日・春号の

予定です。労山の機関誌として各地方連盟に PDF ファイルで配付し、各会・クラブへは地方連盟から配付

予定です。また、発行日に全国連盟の公式 HP でも無料公開予定です。会員外の方も自由に閲覧頂けます。 

《紙媒体での発行・購読について》 

地方連盟および各会に無料で 1 部郵送します。なお、名誉会員などへの無料配付は廃止します。 

個人で紙媒体での購読を希望される場合、年間購読料 1,000 円（税・送料込）を申し受けます。 

団体購読の取扱は廃止し、労山会員・会員外を問わず個人購読の扱いになります。 

【申込方法】 

全国連盟 HP で専用の申込フォームを公開予定です。紙媒体での購読を希望される方は、個人でお申

し込み下さい。労山会員の方は、会・クラブ毎に購読希望者をまとめて全国連盟に直接送付、お申し込

み頂けますが、この場合も個人購読の扱いになります。 

《「月刊誌 登山時報」購読料の返金、寄付について》 

2022 年 12 月号より先のご購読料を前納された団体・個人の方を対象に、返金を行います。 

「月刊 登山時報」のご購読料残金は「季刊 登山時報」へ引継げません。季刊でも紙媒体で購読を希望され

る方は、お手数ですが新たにお申し込み下さい。 

前納金の寄付も受付いたします。申し出られる場合は、購読者番号と併せて全国連盟事務局へメールまた

は FAX でご連絡下さい。 

《「季刊誌 登山時報」有料購読申込者へのプレゼント》 

HP の専用購読申込フォームから「季刊誌 登山時報」の有料購読を申込された先着 20 名の方に、本誌連

載中の筑井孝子さん著『筑井先生のスケッチブック別冊 筑井先生と水彩画を描こう』」をプレゼントします。 

《「季刊誌 登山時報」春号のトピック》 

・「第 18 回全国登山研究集会」講演、分科会

・「第 35 回下期全国評議会」報告

・「春山 GW 特集（仮）」

・「登山と技術 IT と登山」
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小
中
高
の
部
活
の
地
域
委
託
に
つ
い
て
の

報
道
で
、
水
泳
教
室
だ
か
水
球
教
室
だ
か
で
、

外
部
の
プ
ロ
コ
ー
チ
に
頼
ん
で
溺
れ
る
疑
似

体
験
を
さ
せ
て
も
ら
い
水
難
事
故
を
防
止
す

る
と
の
記
事
を
読
ん
だ
。
私
た
ち
登
山
者
は

「
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
か
ら
学
ぶ
」
こ
と
を
目
指

す
の
だ
が
、「
溺
れ
る
疑
似
体
験
」
は
、
意

図
的
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
そ
の
も
の
だ
。

「
溺
れ
る
疑
似
体
験
」
が
重
要
視
さ
れ
る

の
は
、
溺
れ
る
事
故
が
多
い
こ
と
、
こ
れ
を

防
ぎ
た
い
と
い
う
強
い

願
い
が
あ
る
か
ら
だ
。

山
歩
き
で
は
、
下
山
中

の
事
故
が
多
く
、
転
倒
・

滑
落
で
骨
折
に
い
た
る

場
合
が
多
い
。
こ
れ
を

防
ぎ
た
い
と
願
う
も
の

の
、
数
十
年
に
わ
た
っ

て
十
分
な
対
策
を
作
り

出
せ
て
い
な
い
。
大
阪

府
連
の
事
故
分
析
『
事

故
防
止
は
仲
間
の
知
恵

で
』（
２
０
２
１
年
発
行
）
は
こ
の
問
題
を

数
値
的
に
明
ら
か
に
し
た
。
中
川
は
こ
の
結

果
に
驚
き
、
問
題
解
決
め
ざ
し
て
、
手
あ
た

り
次
第
、
い
ろ
い
ろ
な
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

「
溺
れ
る
疑
似
体
験
」
を
ヒ
ン
ト
に
、
私

た
ち
登
山
者
の
「
事
故
疑
似
体
験
」、
さ
ら

に
「
事
故
防
止
技
術
」
を
表
に
ま
と
め
た
。

雪
山
で
は
、
滑
落
疑
似
体
験
 １）
と
し
て
く
ぼ

地
の
底
地
形
な
ど
を
用
い
て
実
際
に
滑
っ
て

も
ら
い
、
ピ
ッ
ケ
ル
を
打
込
む
・
軟
雪
を
抱

き
か
か
え
る
な
ど
の
滑
落
停
止
技
術
 2）
を
習

得
し
て
か
ら
雪
山
に
向
か
う
の
が
常
識
で
あ

る
。
山
ス
キ
ー
で
は
同
様
に
く
ぼ
地
地
形
で

暴
走
体
験
 3）
を
行
い
、
横
後
方
に
上
手
に
倒

れ
る
停
止
技
術
 4）
を
学
ぶ
。
岩
登
り
で
は
、

ト
ッ
プ
ロ
ー
プ
や
ス
ポ
ッ
テ
ィ
ン
グ
で
安
全

を
期
し
た
う
え
で
墜
落
 5）
し
て
も
ら
う
。
通

常
の
墜
落
で
は
衝
突
防
止
技
術
 6）
は
確
保
者

が
行
い
、
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
で
は
マ
ッ
ト
の
上

に
う
ま
く
着
地
し
て
足
を
ひ
ね
ら
な
い
な
ど

の
事
故
防
止
技
術
 6）
を
覚
え
る
。

と
こ
ろ
が
、
表
に
示
す
よ
う
に
、
山
歩
き

で
は
、
転
倒
疑
似
体
験
 7）
や
滑
落
疑
似
体

験
 7）
は
、
そ
の
例
を
聞
か
な
い
。
ま
し
て

や
、
転
倒
防
止
技
術
 8）
や
滑
落
防
止
技
術
 8）

は
、
識
者
に
尋
ね
て
も
「
ま
っ
た
く
知
ら
な

い
」
と
答
え
ら
れ
、
手
元
の
登
山
技
術
書
に

も
何
の
記
述
も
な
い
。
そ
り
ゃ
そ
う
だ
、
中

川
を
含
め
年
配
の
山
歩
き
愛
好
者
を
登
山
道

下
り
で
安
全
に
倒
す
方
法
な
ん
て
、
現
在
は
、

な
い
。
あ
る
識
者
は
固
定
ロ
ー
プ
を
左
右
両

側
に
張
っ
て
下
り
を
練
習
し
て
は
と
お
っ

し
ゃ
っ
た
が
、
実
際
に
転
ん
だ
と
き
の
安
全

性
に
乏
し
い
よ
う
に
思
う
。
ボ
ー
ル
バ
ス

ケ
ッ
ト
に
転
倒
者
が
飛
び
込
ん
で
も
ら
う
方

法
も
実
効
性
に
乏
し
い
。
転
ば
な
い
た
め
の

体
操
（
山
筋
ゴ
ー
ゴ
ー
体
操
な
ど
）
は
、
い

ざ
転
ん
だ
と
き
に
止
め
る
も
の
で
は
な
く
、

そ
れ
を
事
前
に
防
止
す
る
対
策
で
あ
る
。
一

方
、
搬
出
講
習
会
は
転
ん
だ
事
後
の
対
策
で

あ
る
。
結
局
、
事
前
事
後
の
備
え
は
あ
る
が
、

転
ん
だ
そ
の
時
に
な
す
べ
き
転
倒
滑
落
停
止

技
術
は
、
夏
山
で
は
、
な
い
。
転
ん
だ
ら
お

し
ま
い
で
あ
り
、
登
山
技
術
体
系
の
未
開
拓

分
野
で
あ
る
。

夏
山
の
滑
落
停
止
、
何
か
、
い
い
方
法
を

一
緒
に
考
え
ま
せ
ん
か
？
こ
ん
な
に
事
故
が

多
い
の
で
す
か
ら
。

大阪労山ニュースに連載中のエッセイ「山楽登山の世界」
から第 54 回目（2022 年 11 月号 http://owafnews.aikotoba.
jp/kikanshi2211.htm）を紹介する。

⑧

中
川
和
道
Ｏ
Ｗ
Ｃ
Ｃ
大
阪
勤
労
者
登
攀
ク
ラ
ブ
／
大
阪

編集部からのお知らせ 

来年度から「月刊誌 登山時報」は「季刊誌 登山時報」として再スタートします。 

これに伴い、編集部から以下の点についてご案内いたします。

《「季刊誌 登山時報」の発行と閲覧について》 

「季刊誌 登山時報」は年 4 回（春号：3 月 25 日、夏号：6 月 25 日、秋号：9 月 25 日、冬号：12 月 25 日）

発行です。A4 判で、これまでの登山時報より一回り大きくなります。初刊は 2022 年 3 月 25 日・春号の

予定です。労山の機関誌として各地方連盟に PDF ファイルで配付し、各会・クラブへは地方連盟から配付

予定です。また、発行日に全国連盟の公式 HP でも無料公開予定です。会員外の方も自由に閲覧頂けます。

《紙媒体での発行・購読について》 

地方連盟および各会に無料で 1 部郵送します。なお、名誉会員などへの無料配付は廃止します。 

個人で紙媒体での購読を希望される場合、年間購読料 1,000 円（税・送料込）を申し受けます。 

団体購読の取扱は廃止し、労山会員・会員外を問わず個人購読の扱いになります。

【申込方法】 

全国連盟 HP で専用の申込フォームを公開予定です。紙媒体での購読を希望される方は、個人でお申

し込み下さい。労山会員の方は、会・クラブ毎に購読希望者をまとめて全国連盟に直接送付、お申し込

み頂けますが、この場合も個人購読の扱いになります。 

《「月刊誌 登山時報」購読料の返金、寄付について》 

2022 年 12 月号より先のご購読料を前納された団体・個人の方を対象に、返金を行います。 

「月刊 登山時報」のご購読料残金は「季刊 登山時報」へ引継げません。季刊でも紙媒体で購読を希望され

る方は、お手数ですが新たにお申し込み下さい。

前納金の寄付も受付いたします。申し出られる場合は、購読者番号と併せて全国連盟事務局へメールまた

は FAX でご連絡下さい。

《「季刊誌 登山時報」有料購読申込者へのプレゼント》 

HP の専用購読申込フォームから「季刊誌 登山時報」の有料購読を申込された先着 20 名の方に、本誌連

載中の筑井孝子さん著『筑井先生のスケッチブック別冊 筑井先生と水彩画を描こう』」をプレゼントします。

《「季刊誌 登山時報」春号のトピック》 

・「第 18 回全国登山研究集会」講演、分科会 

・「第 35 回下期全国評議会」報告

・「春山 GW 特集（仮）」 

・「登山と技術 IT と登山」 

19 18登山時報 2022 年 12 月号 登山時報 2022 年 12 月号



２８
都
道
府
県
連
盟
・
７９
名
が
集
う

去
る
１０
月
１
日（
土
）～
２
日（
日
）

に
行
わ
れ
た
「
第
２３
回
全
国
ハ
イ
キ

ン
グ
交
流
集
会
」
は
、
初
め
て
西
日

本
を
会
場
と
し
て
開
催
さ
れ
、
関
西
・

中
国
・
九
州
地
方
を
中
心
と
し
て
、

２８
都
道
府
県
連
盟
か
ら
７９
名
の
仲
間

が
参
加
し
た
。
１
日
は
主
催
者
と
し

て
久
保
典
子
全
国
連
盟
副
理
事
長
、

主
管
団
体
か
ら
川
辺
淳
二
会
長
が
そ

れ
ぞ
れ
挨
拶
し
た
。
そ
の
後
、
田
上

千
俊
ハ
イ
キ
ン
グ
委
員
長
が
以
下
の

よ
う
に
基
調
報
告
を
行
っ
た
。

登
山
の
継
続
発
展
の

活
動
を
止
め
な
い

今
、
私
た
ち
は
大
き
く
３
つ
の
課

題
と
の
闘
い
に
直
面
し
て
い
る
。
ひ

と
つ
は
「
コ
ロ
ナ
禍
と
の
闘
い
」。

ハ
イ
カ
ー
層
の
大
き
な
活
動
の
柱
で

あ
っ
た
「
バ
ス
ハ
イ
ク
」
の
実
施
が

困
難
に
。
し
か
し
、
こ
れ
は
山
行

パ
ー
テ
ィ
の
縮
小
化
や
マ
イ
カ
ー
活

用
な
ど
で
少
な
く
な
い
ク
ラ
ブ
・
会

が
乗
り
切
り
つ
つ
あ
る
。
二
つ
め
は

「
高
齢
化
と
の
闘
い
」。
会
員
の
平
均

年
齢
が
優
に
７０
歳
を
越
え
た
団
体
が

多
く
あ
る
。
従
来
と
同
じ
山
行
活
動

や
会
運
営
が
厳
し
く
な
っ
て
き
て
い

る
。
病
歴
の
管
理
や
ラ
ン
ク
制
の
導

入
な
ど
多
く
の
経
験
が
語
ら
れ
、
中

に
は
山
行
ス
タ
イ
ル
の
大
幅
な
改
善

な
ど
で
「
高
齢
化
問
題
な
ど
な
い
」

と
い
う
団
体
も
あ
る
。
又
、
新
入
会

員
の
年
齢
制
限
で
若
返
り
に
成
功
し

て
い
る
団
体
も
あ
る
。
三
つ
め
は「
労

山
創
立
の
理
念
を
仲
間
に
引
き
継
ぐ

活
動
」
で
あ
る
。
半
世
紀
前
、
労
山

は
「
登
山
の
社
会
的
文
化
的
価
値
、

多
様
な
登
山
」
と
い
う
理
念
を
掲
げ
、

そ
れ
か
ら
大
き
く
伸
び
て
き
た
。
登

山
者
教
育
や
ク
リ
ー
ン
ハ
イ
ク
な
ど

の
山
岳
自
然
保
護
活
動
を
は
じ
め
、

山
岳
界
を
け
ん
引
し
て
き
た
労
山
の

歴
史
を
引
き
継
ご
う
。

Ｉ
Ｔ
時
代
の
山
岳
遭
難

木
元
康
晴
登
山
ガ
イ
ド
が
講
演

ス
マ
ホ
を
活
用
し
た
安
全
登
山
と

題
し
て
登
山
ガ
イ
ド
の
木
元
さ
ん

が
、
現
在
地
確
認
や
ル
ー
ト
の
探
索
、

た
。「
ラ
イ
ン
活
用
」
の
会
運
営
や

山
行
活
動
に
つ
い
て
は
過
半
数
を
超

え
る
参
加
者
か
ら
報
告
が
あ
り
、
オ

ン
ラ
イ
ン
例
会
等
も
含
め
て
今
後
の

活
動
の
中
心
と
な
る
だ
ろ
う
。

（
報
告
・
市
原
義
博
）

第
２
分
科
会

「
山
行
活
動
に
つ
い
て
」

１４
団
体
、
１７
名

多
く
の
団
体
が
山
行
活
動
の
人
数

れ
た
。
又
、
労
山
趣
意
書
に
つ
い
て

の
発
言
も
あ
り
、「
若
い
人
が
理
解

し
や
す
い
も
の
に
」
と
い
う
意
見
、

「
労
山
の
こ
と
が
よ
く
分
か
っ
て
い

な
い
」
と
い
う
発
言
も
あ
り
、
趣
意

書
の
改
定
と
普
及
の
必
要
性
を
感
じ

救
助
要
請
、
電
子
登
山
届
な
ど
便
利

で
安
全
を
担
保
す
る
ア
プ
リ
や
情
報

の
見
方
な
ど
１
時
間
半
に
わ
た
り
講

演
。講

演
後
、
６
時
ま
で
三
つ
の
分
科

会
に
分
か
れ
て
交
流
。
翌
日
は
４

班
に
分
か
れ
て
近
く
の
「
火
の
山

３
０
３
ｍ
～
陶
ヶ
岳
２
５
２
ｍ
」
で

ハ
イ
キ
ン
グ
を
楽
し
ん
だ
。

第
１
分
科
会

「
会
・
ク
ラ
ブ
運
営
と
会
員
拡
大
」

１３
団
体
、
１５
名

は
じ
め
に
デ
ジ
タ
ル
を
活
用
し
た

会
員
拡
大
、
各
会
で
登
山
教
室
を
開

催
し
て
い
る
香
川
県
連
盟
の
活
動
を

紹
介
し
た
。
発
言
の
中
で
は
「
高
齢

化
問
題
」「
後
継
者
問
題
」
に
悩
ん

で
い
る
と
い
う
も
の
が
多
か
っ
た
。

そ
の
中
で
コ
ロ
ナ
禍
と
闘
う
の
か
、

そ
れ
と
も
自
粛
す
る
の
か
で
会
・
ク

ラ
ブ
の
明
暗
が
分
か
れ
て
い
る
よ
う

で
あ
る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
も
登
山
学
校

を
開
催
し
て
会
員
を
増
や
し
て
い
る

例
（
広
島
）、
後
継
者
難
で
会
が
解

散
し
た
例
（
大
阪
）
な
ど
が
報
告
さ

や
回
数
に
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
受
け

た
と
発
言
が
あ
っ
た
。
特
に
車
で
の

山
行
が
増
え
、
登
山
口
の
駐
車
場
問

題
な
ど
新
た
な
課
題
も
生
ま
れ
た
。

同
時
に
山
行
回
数
が
減
り
、
体
力
の

低
下
が
目
立
つ
よ
う
に
な
り
、
積
極

的
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
必
要
を
訴
え

る
意
見
が
あ
っ
た
。
高
齢
化
と
山
行

活
動
に
つ
い
て
は
、「
直
接
的
な
影

響
は
な
い
」
と
い
う
意
見
と
「
積
極

的
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
体
力
低
下
を

防
ぐ
」
と
い
う
意
見
が
あ
っ
た
。
前

者
で
は
山
行
ラ
ン
ク
を
下
げ
た
り
、

観
光
も
含
め
る
な
ど
の
工
夫
を
し
て

い
る
と
い
う
発
言
が
あ
っ
た
。
総
合

山
岳
会
か
ら
の
意
見
と
し
て
「
登
山

技
術
の
継
承
が
以
前
に
比
べ
て
厳
し

く
な
っ
て
い
る
。」と
の
報
告
が
あ
っ

た
。
や
は
り
会
員
の
高
齢

化
で
多
く
の
経
験
や
技
術

を
持
っ
た
会
員
の
山
行
活

動
へ
の
参
加
が
厳
し
く

な
っ
て
い
る
こ
と
も
原
因

の
ひ
と
つ
だ
ろ
う
か
。
今

後
の
解
明
と
議
論
が
望

ま
れ
る
。

（
報
告
・
八
木
澤
昌
通
）

第
３
分
科
会

「
安
全
登
山
の
た
め
に
」

１４
団
体
、
２３
名

は
じ
め
に
２
０
２
１
年
８
月
北
ア

ル
プ
ス
雲
ノ
平
で
の
７３
歳
女
性（
単
独
）

低
体
温
症
死
亡
事
故
、
２
０
２
２
年
１

月
八
ケ
岳
天
狗
岳
で
の
７１
歳
女
性
の

同
事
故
が
紹
介
さ
れ
た
。
い
ず
れ
も

高
齢
者
登
山
で
体
力
の
過
信
や
装
備

不
良
な
ど
が
批
判
さ
れ
て
い
る
。
単

独
で
の
山
行
を
禁
じ
て
い
る
（
福
岡
）、

安
全
登
山
の
た
め
の
必
携
装
備
が
あ

る
（
大
分
）、
毎
年
、
ス
リ
ン
グ
・
カ

ラ
ビ
ナ
な
ど
使
用
法
の
訓
練
を
行
っ

て
い
る
（
岡
山
）、
１
泊
２
日
の
ツ
エ

ル
ト
泊
訓
練
を
し
て
い
る
（
兵
庫
）
な

ど
の
発
言
が
相
次
い
だ
。

持
病
対
策
に
つ
い
て
は
、
入
会
時

の
記
入
、
山
行
時
で
の
告
知
を
推
奨

（
道
央
）、
入
会
時
に
必
ず
実
技
山
行

を
や
る
（
広
島
）、
救
急
法
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
は
５
年
に
一
度
見
直
し
さ

れ
て
い
る
。
多
く
の
リ
ー
ダ
ー
が
新

し
い
救
急
法
の
講
習
を
受
け
る
こ
と

が
大
切（
東
京
）な
ど
の
発
言
が
あ
っ

た
。

（
報
告
・
佐
藤
美
知
弥
）

交流ハイキング第 1班の仲間

交流ハイキング
第 4班の仲間

交流ハイキング第 3班の仲間
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２８
都
道
府
県
連
盟
・
７９
名
が
集
う

去
る
１０
月
１
日（
土
）～
２
日（
日
）

に
行
わ
れ
た
「
第
２３
回
全
国
ハ
イ
キ

ン
グ
交
流
集
会
」
は
、
初
め
て
西
日

本
を
会
場
と
し
て
開
催
さ
れ
、
関
西
・

中
国
・
九
州
地
方
を
中
心
と
し
て
、

２８
都
道
府
県
連
盟
か
ら
７９
名
の
仲
間

が
参
加
し
た
。
１
日
は
主
催
者
と
し

て
久
保
典
子
全
国
連
盟
副
理
事
長
、

主
管
団
体
か
ら
川
辺
淳
二
会
長
が
そ

れ
ぞ
れ
挨
拶
し
た
。
そ
の
後
、
田
上

千
俊
ハ
イ
キ
ン
グ
委
員
長
が
以
下
の

よ
う
に
基
調
報
告
を
行
っ
た
。

登
山
の
継
続
発
展
の

活
動
を
止
め
な
い

今
、
私
た
ち
は
大
き
く
３
つ
の
課

題
と
の
闘
い
に
直
面
し
て
い
る
。
ひ

と
つ
は
「
コ
ロ
ナ
禍
と
の
闘
い
」。

ハ
イ
カ
ー
層
の
大
き
な
活
動
の
柱
で

あ
っ
た
「
バ
ス
ハ
イ
ク
」
の
実
施
が

困
難
に
。
し
か
し
、
こ
れ
は
山
行

パ
ー
テ
ィ
の
縮
小
化
や
マ
イ
カ
ー
活

用
な
ど
で
少
な
く
な
い
ク
ラ
ブ
・
会

が
乗
り
切
り
つ
つ
あ
る
。
二
つ
め
は

「
高
齢
化
と
の
闘
い
」。
会
員
の
平
均

年
齢
が
優
に
７０
歳
を
越
え
た
団
体
が

多
く
あ
る
。
従
来
と
同
じ
山
行
活
動

や
会
運
営
が
厳
し
く
な
っ
て
き
て
い

る
。
病
歴
の
管
理
や
ラ
ン
ク
制
の
導

入
な
ど
多
く
の
経
験
が
語
ら
れ
、
中

に
は
山
行
ス
タ
イ
ル
の
大
幅
な
改
善

な
ど
で
「
高
齢
化
問
題
な
ど
な
い
」

と
い
う
団
体
も
あ
る
。
又
、
新
入
会

員
の
年
齢
制
限
で
若
返
り
に
成
功
し

て
い
る
団
体
も
あ
る
。
三
つ
め
は「
労

山
創
立
の
理
念
を
仲
間
に
引
き
継
ぐ

活
動
」
で
あ
る
。
半
世
紀
前
、
労
山

は
「
登
山
の
社
会
的
文
化
的
価
値
、

多
様
な
登
山
」
と
い
う
理
念
を
掲
げ
、

そ
れ
か
ら
大
き
く
伸
び
て
き
た
。
登

山
者
教
育
や
ク
リ
ー
ン
ハ
イ
ク
な
ど

の
山
岳
自
然
保
護
活
動
を
は
じ
め
、

山
岳
界
を
け
ん
引
し
て
き
た
労
山
の

歴
史
を
引
き
継
ご
う
。

Ｉ
Ｔ
時
代
の
山
岳
遭
難

木
元
康
晴
登
山
ガ
イ
ド
が
講
演

ス
マ
ホ
を
活
用
し
た
安
全
登
山
と

題
し
て
登
山
ガ
イ
ド
の
木
元
さ
ん

が
、
現
在
地
確
認
や
ル
ー
ト
の
探
索
、

た
。「
ラ
イ
ン
活
用
」
の
会
運
営
や

山
行
活
動
に
つ
い
て
は
過
半
数
を
超

え
る
参
加
者
か
ら
報
告
が
あ
り
、
オ

ン
ラ
イ
ン
例
会
等
も
含
め
て
今
後
の

活
動
の
中
心
と
な
る
だ
ろ
う
。

（
報
告
・
市
原
義
博
）

第
２
分
科
会

「
山
行
活
動
に
つ
い
て
」

１４
団
体
、
１７
名

多
く
の
団
体
が
山
行
活
動
の
人
数

れ
た
。
又
、
労
山
趣
意
書
に
つ
い
て

の
発
言
も
あ
り
、「
若
い
人
が
理
解

し
や
す
い
も
の
に
」
と
い
う
意
見
、

「
労
山
の
こ
と
が
よ
く
分
か
っ
て
い

な
い
」
と
い
う
発
言
も
あ
り
、
趣
意

書
の
改
定
と
普
及
の
必
要
性
を
感
じ

救
助
要
請
、
電
子
登
山
届
な
ど
便
利

で
安
全
を
担
保
す
る
ア
プ
リ
や
情
報

の
見
方
な
ど
１
時
間
半
に
わ
た
り
講

演
。講

演
後
、
６
時
ま
で
三
つ
の
分
科

会
に
分
か
れ
て
交
流
。
翌
日
は
４

班
に
分
か
れ
て
近
く
の
「
火
の
山

３
０
３
ｍ
～
陶
ヶ
岳
２
５
２
ｍ
」
で

ハ
イ
キ
ン
グ
を
楽
し
ん
だ
。

第
１
分
科
会

「
会
・
ク
ラ
ブ
運
営
と
会
員
拡
大
」

１３
団
体
、
１５
名

は
じ
め
に
デ
ジ
タ
ル
を
活
用
し
た

会
員
拡
大
、
各
会
で
登
山
教
室
を
開

催
し
て
い
る
香
川
県
連
盟
の
活
動
を

紹
介
し
た
。
発
言
の
中
で
は
「
高
齢

化
問
題
」「
後
継
者
問
題
」
に
悩
ん

で
い
る
と
い
う
も
の
が
多
か
っ
た
。

そ
の
中
で
コ
ロ
ナ
禍
と
闘
う
の
か
、

そ
れ
と
も
自
粛
す
る
の
か
で
会
・
ク

ラ
ブ
の
明
暗
が
分
か
れ
て
い
る
よ
う

で
あ
る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
も
登
山
学
校

を
開
催
し
て
会
員
を
増
や
し
て
い
る

例
（
広
島
）、
後
継
者
難
で
会
が
解

散
し
た
例
（
大
阪
）
な
ど
が
報
告
さ

や
回
数
に
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
受
け

た
と
発
言
が
あ
っ
た
。
特
に
車
で
の

山
行
が
増
え
、
登
山
口
の
駐
車
場
問

題
な
ど
新
た
な
課
題
も
生
ま
れ
た
。

同
時
に
山
行
回
数
が
減
り
、
体
力
の

低
下
が
目
立
つ
よ
う
に
な
り
、
積
極

的
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
必
要
を
訴
え

る
意
見
が
あ
っ
た
。
高
齢
化
と
山
行

活
動
に
つ
い
て
は
、「
直
接
的
な
影

響
は
な
い
」
と
い
う
意
見
と
「
積
極

的
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
体
力
低
下
を

防
ぐ
」
と
い
う
意
見
が
あ
っ
た
。
前

者
で
は
山
行
ラ
ン
ク
を
下
げ
た
り
、

観
光
も
含
め
る
な
ど
の
工
夫
を
し
て

い
る
と
い
う
発
言
が
あ
っ
た
。
総
合

山
岳
会
か
ら
の
意
見
と
し
て
「
登
山

技
術
の
継
承
が
以
前
に
比
べ
て
厳
し

く
な
っ
て
い
る
。」と
の
報
告
が
あ
っ

た
。
や
は
り
会
員
の
高
齢

化
で
多
く
の
経
験
や
技
術

を
持
っ
た
会
員
の
山
行
活

動
へ
の
参
加
が
厳
し
く

な
っ
て
い
る
こ
と
も
原
因

の
ひ
と
つ
だ
ろ
う
か
。
今

後
の
解
明
と
議
論
が
望

ま
れ
る
。

（
報
告
・
八
木
澤
昌
通
）

第
３
分
科
会

「
安
全
登
山
の
た
め
に
」

１４
団
体
、
２３
名

は
じ
め
に
２
０
２
１
年
８
月
北
ア

ル
プ
ス
雲
ノ
平
で
の
７３
歳
女
性（
単
独
）

低
体
温
症
死
亡
事
故
、
２
０
２
２
年
１

月
八
ケ
岳
天
狗
岳
で
の
７１
歳
女
性
の

同
事
故
が
紹
介
さ
れ
た
。
い
ず
れ
も

高
齢
者
登
山
で
体
力
の
過
信
や
装
備

不
良
な
ど
が
批
判
さ
れ
て
い
る
。
単

独
で
の
山
行
を
禁
じ
て
い
る
（
福
岡
）、

安
全
登
山
の
た
め
の
必
携
装
備
が
あ

る
（
大
分
）、
毎
年
、
ス
リ
ン
グ
・
カ

ラ
ビ
ナ
な
ど
使
用
法
の
訓
練
を
行
っ

て
い
る
（
岡
山
）、
１
泊
２
日
の
ツ
エ

ル
ト
泊
訓
練
を
し
て
い
る
（
兵
庫
）
な

ど
の
発
言
が
相
次
い
だ
。

持
病
対
策
に
つ
い
て
は
、
入
会
時

の
記
入
、
山
行
時
で
の
告
知
を
推
奨

（
道
央
）、
入
会
時
に
必
ず
実
技
山
行

を
や
る
（
広
島
）、
救
急
法
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
は
５
年
に
一
度
見
直
し
さ

れ
て
い
る
。
多
く
の
リ
ー
ダ
ー
が
新

し
い
救
急
法
の
講
習
を
受
け
る
こ
と

が
大
切（
東
京
）な
ど
の
発
言
が
あ
っ

た
。

（
報
告
・
佐
藤
美
知
弥
）

交流ハイキング第 1班の仲間

交流ハイキング
第 4班の仲間

交流ハイキング第 3班の仲間
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に
乗
っ
て
フ
ァ
イ
ン
サ
ー
チ
～
ク
ロ

ス
サ
ー
チ
へ
と
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
訳

で
す
が
、矢
印
表
示
が
消
え
て
し
ま
っ

た
ら
ラ
イ
ン
が
指
示
さ
れ
る
訳
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
先
は
図
１
の
よ

う
に
仮
想
の
ラ
イ
ン
に
な
る
訳
で
す

か
ら
、
方
向
を
画
定
す
る
事
が
肝
要

で
、
セ
ン
タ
リ
ン
グ
の
度
合
い
が
大

き
く
な
り
ま
す
。

遊
び
角
θ
を
認
識
し
て
い
ま
す
か

フ
ァ
イ
ン
サ
ー
チ
の
際
に
も
留
意

す
る
点
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
矢
印

表
示
が
消
え
る
前
の
セ
ン
タ
リ
ン
グ

で
す
。
な
ぜ
必
要
な
の
で
し
ょ
う
か
。

図
２
に
示
す
セ
ン
タ
ー
隣
の
矢
印
が

点
灯
す
る
ま
で
の
遊
び
角
θ
（
偏
角
）

が
、
ビ
ー
コ
ン
の
個
体
に
よ
っ
て
１０

～
４０
度
（
両
側
で
２０
～
８０
度
）
と
大

き
く
バ
ラ
つ
い
て
い
る
為
に
、
粗
雑

に
進
入
す
る
と
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
が
大

き
く
ず
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
ゆ
え
に
、

遊
び
角
の
大
き
い
ビ
ー
コ
ン
個
体
で

は
、
意
識
し
て
の
精
緻
な
セ
ン
タ
リ

ン
グ
を
行
な
う
事
に
よ
っ
て
、
仮
想

ラ
イ
ン
を
画
定
す
る
必
要
に
迫
ら
れ

の
リ
ス
ク
と
云
え
ま
す
。

テ
ン
・
ス
リ
ー
で
良
い
の
か

『
テ
ン
』
は
良
い
と
し
て
も
、『
ス

リ
ー
』
で
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
に
的
確
に

入
り
込
め
る
の
か
、
個
人
的
に
は
疑

問
に
思
っ
て
い
ま
す
。
３
ｍ
で
矢
印

表
示
の
消
え
る
機
種
で
は
、
セ
ン
タ

リ
ン
グ
に
よ
る
仮
想
ラ
イ
ン
の
画
定

も
し
な
い
ま
ま
で
、
フ
ァ
イ
ン
サ
ー

チ
に
進
入
し
て
し
ま
う
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
個
人
的
に
は
、
ど
の

機
種
に
も
適
応
す
る
『
５
ｍ
』
で
講

習
し
て
い
ま
す
。

初
心
者
は
ク
ロ
ス
サ
ー
チ
必
須

初
心
者
に
は
ク
ロ
ス
サ
ー
チ
を
さ

せ
な
い
と
い
う
講
習
会
も
あ
る
よ
う

で
す
が
、
大
方
の
初
心
者
は
フ
ァ
イ

ン
サ
ー
チ
が
粗
雑
な
傾
向
に
あ
り
、

個
人
的
に
は
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
の
ズ
レ

補
正
に
は
初
心
者
ほ
ど
ク
ロ
ス
サ
ー

チ
が
必
須
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

取
説
を
熟
読
し
よ
う

て
い
る
の
で
す
。

さ
て
、
矢
印
表
示
が
消
え
る
距
離

【
２
ｍ
】
と
【
３
ｍ
】
の
機
種
で
は
、

前
記
の
遊
び
角
と
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
へ

の
ズ
レ
量
δ
（
図
３
）
を
考
慮
す
る

な
ら
ば
、
ど
ち
ら
が
有
利
と
云
え
る

で
し
ょ
う
か
。

聞
い
た
事
も
な
い
内
容
か
と
思
い

ま
す
が
、
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
の
精
度
を

上
げ
る
為
に
は
重
視
す
べ
き
要
素
に

な
り
ま
す
。
自
分
の
ビ
ー
コ
ン
の
遊

び
角
θ
を
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

そ
し
て
、
各
自
で
ズ
レ
量
δ
を
計
算

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

こ
れ
ら
の
要
素
も
、
レ
ン
タ
ル
品

や
会
の
共
有
品
と
す
る
ビ
ー
コ
ン
で

山
岳
ガ
イ
ド
や
雪
崩
講
師
は
云
う

に
及
ば
ず
一
般
の
方
も
、自
分
の
ビ
ー

コ
ン
の
取
説
を
熟
読
し
て
付
加
機
能

の
理
解
を
深
め
る
事
は
も
と
よ
り
、

他
の
機
種
の
取
説
も
読
み
漁
っ
て
み

ま
し
ょ
う
。
取
説
を
読
む
事
に
よ
っ

て
、
電
源
の
オ
ン
・
オ
フ
手
順
を
知

る
事
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
ど
の
よ

う
な
付
加
機
能
が
あ
る
の
か
も
熟
知

出
来
る
と
思
い
ま
す
。

最
後
に

前
記
の
内
容
は
、
実
技
講
習
を
実

践
す
る
中
で
、
個
人
的
に
見
つ
け
、

あ
る
い
は
考
え
出
し
た
も
の
で
す
。

必
ず
し
も
正
し
い
も
の
だ
と
は
断
言

し
ま
せ
ん
が
、
現
在
行
わ
れ
て
い
る

一
般
的
な
講
習
内
容
よ
り
は
的
を
射

て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

【
木
を
見
て
森
を
見
ず
】
と
云
い
ま

す
が
、
あ
る
メ
ー
カ
ー
が
提
唱
す
る

メ
ソ
ッ
ド
を
、全
て
の
メ
ー
カ
ー
（
機

種
）
に
無
理
し
て
展
開
す
る
必
要
は

な
い
と
考
え
ま
す
。
各
機
種
に
適
合

し
た
最
適
解
の
捜
索
方
法
が
あ
る
訳

で
す
か
ら
。
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で
は
２
０
１
８
年
の
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ス
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ル
ッ
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で
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Ｓ
Ｓ
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（
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お
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、『
雪
崩
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を
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る
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が
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を
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Ｘ
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Ｚ
の
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を
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の
で
、

私
的
見
解
か
ら
実
技
講
習
で
は
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Ｙ
Ｚ
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は
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れ
、

終
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の
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ス
サ
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チ
で
は
カ
メ
の
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み
が
必
要
で
、
粗
雑
な
動
作
は
大

敵
で
す
。
し
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し
、
多
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の
人
達
は
ウ

サ
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と
カ
メ
が
逆
に
な
っ
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い
ま
す
。
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グ
ナ
ル
キ
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ッ
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と
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の
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に
も
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、
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タ
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を
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ま
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領
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で
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る
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で
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ス
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の
で
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示
の
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え
る
距
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は
？
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出
は
１０
分
で

生
存
救
出
は
１０
分
が
目
標
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間
と

な
り
ま
す
。
そ
の
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に
は
時
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的
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を
減
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し
、
捜
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精
度
の
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上
が

必
要
で
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。
ま
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や
多
数
埋
没
事

故
の
対
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に
は
、
さ
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な
る
ム
ダ
を

省
い
た
理
論
的
な
裏
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け
が
必
要
に

な
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き
ま
す
。
今
行
わ
れ
て
い
る

講
習
内
容
で
、
そ
れ
を
達
成
す
る
事

が
出
来
る
の
で
し
ょ
う
か
。

で
は
、
ど
の
よ
う
な
点
を
善
処
す

れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。
耳
慣
れ

な
い
項
目
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、

列
記
し
て
い
き
ま
す
。

　

序
盤
は
ウ
サ
ギ
、
終
盤
は
カ
メ
の
歩
み

あ
る
時
期
か
ら
シ
グ
ナ
ル
サ
ー
チ

の
際
に
、
耳
元
で
Ｘ
Ｙ
Ｚ
に
ビ
ー
コ

ン
を
振
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
で

も
全
て
の
メ
ー
カ
ー
が
そ
の
行
為
に

言
及
し
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

ピ
ー
プ
ス
の
取
説
に
は
、『
本
機
を

直
接
耳
に
近
づ
け
な
い
で
下
さ
い
。

最
低
５０
㎝
は
離
し
て
下
さ
い
』
と
の

警
告
文
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
Ｂ
Ｃ

第 3 回

なぜピンポイント捜索が
甘くなるのか
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ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で
時
間
が
掛
か
り

過
ぎ
る
の
は
、
ビ
ー
コ
ン
の
矢
印
表

示
が
消
え
る
距
離
を
認
識
し
て
い
な

い
事
も
大
き
な
要
因
と
考
え
ま
す
。

マ
イ
・
ビ
ー
コ
ン
で
は
な
く
、
レ
ン

タ
ル
品
や
会
の
共
有
品
を
使
用
し
て

い
る
事
も
一
因
で
し
ょ
う
。
そ
の
リ

ス
ク
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
認
識

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

ビ
ー
コ
ン
の
機
種
に
よ
っ
て
、
矢

印
表
示
の
消
え
る
距
離
が
違
っ
て
お

り
、
図
３
に
み
る
よ
う
に
４
つ
に
類

別
さ
れ
ま
す
。

シ
グ
ナ
ル
キ
ャ
ッ
チ
後
に
コ
ー
ス

サ
ー
チ
に
移
行
し
、
ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
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に
乗
っ
て
フ
ァ
イ
ン
サ
ー
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サ
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仮
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す
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。
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２
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４０
度
（
両
側
で
２０
～
８０
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迫
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テ
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３
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リ
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。
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イ
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量
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を
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ば
、
ど
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が
有
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と
云
え
る

で
し
ょ
う
か
。

聞
い
た
事
も
な
い
内
容
か
と
思
い

ま
す
が
、
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ン
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ト
の
精
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を

上
げ
る
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に
は
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す
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き
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に
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ま
す
。
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の
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の
遊

び
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を
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て
み
ま
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。
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し
て
、
各
自
で
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レ
量
δ
を
計
算

し
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み
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く
だ
さ
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こ
れ
ら
の
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も
、
レ
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品

や
会
の
共
有
品
と
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る
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で

山
岳
ガ
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ド
や
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崩
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は
云
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に
及
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ず
一
般
の
方
も
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の
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を
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読
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て
付
加
機
能

の
理
解
を
深
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事
は
も
と
よ
り
、

他
の
機
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の
取
説
も
読
み
漁
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て
み

ま
し
ょ
う
。
取
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を
読
む
事
に
よ
っ

て
、
電
源
の
オ
ン
・
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フ
手
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を
知

る
事
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
ど
の
よ

う
な
付
加
機
能
が
あ
る
の
か
も
熟
知

出
来
る
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に

前
記
の
内
容
は
、
実
技
講
習
を
実

践
す
る
中
で
、
個
人
的
に
見
つ
け
、

あ
る
い
は
考
え
出
し
た
も
の
で
す
。

必
ず
し
も
正
し
い
も
の
だ
と
は
断
言

し
ま
せ
ん
が
、
現
在
行
わ
れ
て
い
る

一
般
的
な
講
習
内
容
よ
り
は
的
を
射

て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

【
木
を
見
て
森
を
見
ず
】
と
云
い
ま

す
が
、
あ
る
メ
ー
カ
ー
が
提
唱
す
る

メ
ソ
ッ
ド
を
、全
て
の
メ
ー
カ
ー
（
機

種
）
に
無
理
し
て
展
開
す
る
必
要
は

な
い
と
考
え
ま
す
。
各
機
種
に
適
合

し
た
最
適
解
の
捜
索
方
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が
あ
る
訳

で
す
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は
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メ
の
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要
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動
作
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多
く
の
人
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と
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と
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す
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、
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や
多
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も
全
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の
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ー
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の
行
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に

言
及
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い
る
で
し
ょ
う
か
。

ピ
ー
プ
ス
の
取
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に
は
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機
を

直
接
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に
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け
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い
で
下
さ
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最
低
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を
認
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事
も
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な
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と
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え
ま
す
。

マ
イ
・
ビ
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コ
ン
で
は
な
く
、
レ
ン

タ
ル
品
や
会
の
共
有
品
を
使
用
し
て

い
る
事
も
一
因
で
し
ょ
う
。
そ
の
リ

ス
ク
に
つ
い
て
は
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ほ
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ん
ど
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識
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れ
て
い
ま
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コ
ン
の
機
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に
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て
、
矢
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後
、初
め
て
観
光
に
よ
り
山
が
蘇
る
。

化
石
燃
料
の
車
は
国
道
沿
い
の
大
駐

車
場
に
止
め
て
、
電
気
自
動
車
の
走

る
ス
イ
ス
の
ツ
ェ
ル
マ
ッ
ト
を
夢
見

て
い
る
。
自
然
と
共
存
し
て
生
き
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
未
来
に
は
、
生
活

の
す
べ
て
を
（
百
％
で
は
な
い
が
）

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
！
で
、
を
目
指
せ
る

“
遠
山
郷
”
に
は
そ
の
条
件
が
揃
っ

て
い
る
。

そ
れ
に
は
地
元
を
説
得
さ
せ
、

多
く
の
協
力
者
を
得
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
正
確
で

整
合
性
の
あ
る
デ
ー
タ
が
要
る
。
今

年
の
夏
、
深
田
百
名
山
の
聖
岳
、
光

岳
へ
の
入
り
口
に
あ
る
芝
沢
ゲ
ー
ト

駐
車
場
に
、
初
め
て
の
登
山
相
談
所

を
開
設
し
た
。
そ
こ
で
の
リ
サ
ー
チ

が
生
き
て
く
る
は
ず
で
あ
る
。

初
夢
が
現
実
に
な
る
た
め
に
、
超

高
齢
化
限
界
集
落
の
活
性
化
を
推
進

す
る
た
め
の
鍵
は
、
先
人
が
残
し
て

く
れ
た
素
晴
ら
し
い
大
自
然
で
あ

る
。
コ
ロ
ナ
が
去
っ
て
外
部
か
ら
人

を
寄
せ
る
術
は
『
自
然
と
登
山
』
そ

し
て
歴
史
あ
る
無
形
文
化
財
『
霜
月

ま
つ
り
』
以
外
な
い
。

三遠南信道路の進捗図と報道記事

成
金
な
ど
援
助
の
お
陰
と
本
当
に
感

謝
し
て
い
る
。
地
方
活
性
化
に
寄
与

す
る
た
め
に
も
追
い
風
と
な
っ
た
。

こ
れ
か
ら
は
さ
ら
に
山
岳
高
原
観

光
が
生
業
に
な
る
こ
と
を
見
せ
、
人

が
集
ま
れ
ば
多
角
的
に
ビ
ジ
ネ
ス
ス

キ
ー
ム
が
生
れ
る
こ
と
を
証
明
せ
ね

ば
な
ら
な
い
。
こ
こ
遠
山
郷
の
チ
ャ

ン
ス
は
“
三
遠
南
信
道
路
”
と
い
う

開
通
す
れ
ば
東
海
地
方
よ
り
短
時
間

で
人
や
流
通
の
起
き
る
革
命
的
道

路
。
数
年
後
に
は
ア
ク
セ
ス
僻
地
が

一
瞬
に
し
て
長
野
県
南
部
の
入
り
口

と
し
て
賑
わ
う
。
そ
れ
に
は
人
・
モ

ノ
を
留
め
る
宿
泊
、
食
事
処
、
各
種

１
０
８
と
い
う
数
字
は
仏

教
の
煩
悩
の
数
と
い
う

の
が
通
説
、
四
苦
と
八
苦
を
足

し
た
数
が
１
０
８
に
な
る
と
い

う
こ
と
か
ら
煩
悩
は
１
０
８
と

い
う
。
季
節
の
変
わ
り
目
を
表

す
暦
に
由
来
す
る
と
い
う
説
も

あ
る
。
人
の
心
身
を
悩
ま
せ
迷

わ
せ
る
煩
悩
は
、
眼
、
耳
、
鼻
、

舌
、
身
、
意
の
六
根
そ
れ
ぞ
れ

に
悩
み
が
六
つ
あ
っ
て
36
、
そ

れ
を
過
去
、
現
在
、
未
来
に
そ

れ
ぞ
れ
配
し
三
倍
で
１
０
８
。

い
ろ
ん
な
解
釈
が
あ
る
ら
し
い

の
で
こ
れ
は
そ
の
一
説
。
我
が

国
で
有
名
な
の
が
除
夜
の
鐘
の

１
０
８
回
…
イ
ン
ド
や
ネ
パ
ー

ル
の
ヒ
ン
ズ
ー
教
の
体
を
清
め

を
掲
げ
る
。
安
全
対
策
や
自
然
保
護

の
観
点
で
、
一
年
ご
と
現
状
回
帰
の

条
件
付
き
で
国
や
自
治
体
な
ど
か
ら

借
地
し
、
小
屋
代
わ
り
の
二
つ
の
レ

ン
タ
ル
テ
ン
ト
・
キ
ャ
ン
プ
場
に
テ

ン
ト
装
備
を
12
張
ず
つ
設
置
。
ガ
イ

ド
登
山
を
は
じ
め
高
齢
者
や
体
力
差

の
あ
る
登
山
ツ
ア
ー
に
喜
ば
れ
て
い

る
。
ト
イ
レ
ブ
ー
ス
も
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
テ
ン
ト
で
同
じ
よ
う
に
三
か
所
に

設
置
。
初
め
て
の
こ
と
で
関
係
行
政

機
関
に
は
前
例
が
な
い
と
時
間
は
か

か
っ
た
が
、
焦
ら
ず
我
慢
で
プ
ラ
ン

通
り
実
現
に
こ
ぎ
つ
け
た
。
こ
れ
も

国
、
県
を
は
じ
め
と
し
た
行
政
の
助

シ
ョ
ッ
プ
、
温
泉
、
観
光
案
内
所
、

南
ア
ル
プ
ス
国
立
公
園
を
中
心
と
し

て
ジ
オ
パ
ー
ク
、
エ
コ
パ
ー
ク
の
ビ

ジ
タ
ー
ハ
ウ
ス
な
ど
、
現
在
あ
る
施

設
の
再
構
築
で
『
道
の
駅
の
再
生
』

を
は
じ
め
と
し
、
停
め
る
、
留
め
る
、

泊
め
る
の
３
Ｔ
を
実
現
さ
せ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
通
過
す
る
だ
け
で
は

ビ
ジ
ネ
ス
ス
キ
ー
ム
は
起
き
ず
、
落

ち
る
の
は
排
せ
つ
物
を
含
め
た
人
の

ゴ
ミ
だ
け
で
あ
る
。

初
夢
に
は
少
し
早
い
が
、
百
名

山
コ
ン
プ
リ
ー
ト
組
の
高
齢

者
登
山
ツ
ア
ー
や
個
人
ガ
イ
ド
登
山

の
実
践
で
、
山
岳
・
登
山
・
自
然
ガ

イ
ド
さ
ん
等
を
呼
び
込
み
、
４
割
を

超
え
る
空
き
家
を
利
用
し
た
期
間
移

住
構
想
で
“
未
来
の
遠
山
郷
の
姿
”

を
頭
に
描
い
て
い
る
。
Ｉ
タ
ー
ン
ガ

イ
ド
さ
ん
等
の
力
を
借
り
、
遠
山
郷

を
世
界
の
『
エ
コ
登
山
の
メ
ッ
カ
に
』

を
合
言
葉
に
、
遠
山
郷
の
桃
源
郷
づ

く
り
を
目
指
し
た
い
と
本
気
で
思
っ

て
い
る
。

林
業
に
携
わ
り
山
と
対
峙
し
生
活

を
営
ん
で
き
た
“
遠
山
郷
”
が
、
衰

退
し
た
林
業
に
代
わ
っ
て
半
世
紀

現在、休止状況の “道の駅遠山郷”

活性化に役立つ、地元ジビエ肉を使った “登山食” 試食会、
下山の登山者にアンケートをもらう。10 月 4 日登山相談
所で

る
聖
水
の
流
れ
も
１
０
８
口
と
仏
教

ば
か
り
で
は
な
い
。
こ
の
連
載
も
、

私
の
山
の
経
験
・
記
録
な
ど
国
内
外

の
山
々
で
の
思
い
出
や
話
題
を
１
０

８
回
記
し
て
き
た
が
、
何
か
の
因
縁

だ
ろ
う
か
？

煩
悩
だ
ら
け
の
私
と

し
て
は
、
そ
の
数
を
越
え
て
い
る
？

よ
う
だ
。

移
り
住
ん
だ
南
ア
ル
プ
ス
南
部

信
州
側
の
登
山
口
“
遠
山
郷
”

で
、
現
在
実
践
し
て
い
る
の
は
、
何

も
な
い
を
生
か
し
お
金
を
か
け
な
い

で
登
山
を
観
光
の
素
材
に
し
た
い

と
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
向
き
に
も
『
エ

コ
登
山
』
を
推
し
進
め
て
い
る
。
自

ら
の
排
せ
つ
物
は
携
帯
ト
イ
レ
で
持

ち
下
し
を
核
に
、
す
べ
て
の
ゴ
ミ
は

持
ち
帰
る
“
残
す
の
は
足
跡
の
み
”

108

煩
悩
と
初
夢
、

遠
山
郷
と
山
岳
高
原
観
光
の
行
方

　本誌“登山時報”が、この　本誌“登山時報”が、この
12 月で月刊誌としての使命12 月で月刊誌としての使命
を終えるという。紙媒体離れを終えるという。紙媒体離れ
という世の趨勢に押され、残という世の趨勢に押され、残
念ながら来年から季刊になる念ながら来年から季刊になる
という。会員を紡ぐ役目は生という。会員を紡ぐ役目は生
まれ変わる季刊誌が担うが、まれ変わる季刊誌が担うが、
顧みると（前身の“山と仲間”顧みると（前身の“山と仲間”
を継いで）半世紀を悠々に超を継いで）半世紀を悠々に超
える労山の歴史を記録したシえる労山の歴史を記録したシ
ンクタンクとして、機関誌とンクタンクとして、機関誌と
して、山雑誌としても楽しめして、山雑誌としても楽しめ
た稀有の存在であった。私はた稀有の存在であった。私は
会員外なのに連載を依頼さ会員外なのに連載を依頼さ
れ、今回で駄文百八回目、ちょれ、今回で駄文百八回目、ちょ
うど 9 年目の区切りである。うど 9 年目の区切りである。
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後
、初
め
て
観
光
に
よ
り
山
が
蘇
る
。

化
石
燃
料
の
車
は
国
道
沿
い
の
大
駐

車
場
に
止
め
て
、
電
気
自
動
車
の
走

る
ス
イ
ス
の
ツ
ェ
ル
マ
ッ
ト
を
夢
見

て
い
る
。
自
然
と
共
存
し
て
生
き
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
未
来
に
は
、
生
活

の
す
べ
て
を
（
百
％
で
は
な
い
が
）

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
！
で
、
を
目
指
せ
る

“
遠
山
郷
”
に
は
そ
の
条
件
が
揃
っ

て
い
る
。

そ
れ
に
は
地
元
を
説
得
さ
せ
、

多
く
の
協
力
者
を
得
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
正
確
で

整
合
性
の
あ
る
デ
ー
タ
が
要
る
。
今

年
の
夏
、
深
田
百
名
山
の
聖
岳
、
光

岳
へ
の
入
り
口
に
あ
る
芝
沢
ゲ
ー
ト

駐
車
場
に
、
初
め
て
の
登
山
相
談
所

を
開
設
し
た
。
そ
こ
で
の
リ
サ
ー
チ

が
生
き
て
く
る
は
ず
で
あ
る
。

初
夢
が
現
実
に
な
る
た
め
に
、
超

高
齢
化
限
界
集
落
の
活
性
化
を
推
進

す
る
た
め
の
鍵
は
、
先
人
が
残
し
て

く
れ
た
素
晴
ら
し
い
大
自
然
で
あ

る
。
コ
ロ
ナ
が
去
っ
て
外
部
か
ら
人

を
寄
せ
る
術
は
『
自
然
と
登
山
』
そ

し
て
歴
史
あ
る
無
形
文
化
財
『
霜
月

ま
つ
り
』
以
外
な
い
。
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成
金
な
ど
援
助
の
お
陰
と
本
当
に
感

謝
し
て
い
る
。
地
方
活
性
化
に
寄
与

す
る
た
め
に
も
追
い
風
と
な
っ
た
。

こ
れ
か
ら
は
さ
ら
に
山
岳
高
原
観

光
が
生
業
に
な
る
こ
と
を
見
せ
、
人

が
集
ま
れ
ば
多
角
的
に
ビ
ジ
ネ
ス
ス

キ
ー
ム
が
生
れ
る
こ
と
を
証
明
せ
ね

ば
な
ら
な
い
。
こ
こ
遠
山
郷
の
チ
ャ

ン
ス
は
“
三
遠
南
信
道
路
”
と
い
う

開
通
す
れ
ば
東
海
地
方
よ
り
短
時
間

で
人
や
流
通
の
起
き
る
革
命
的
道

路
。
数
年
後
に
は
ア
ク
セ
ス
僻
地
が

一
瞬
に
し
て
長
野
県
南
部
の
入
り
口

と
し
て
賑
わ
う
。
そ
れ
に
は
人
・
モ

ノ
を
留
め
る
宿
泊
、
食
事
処
、
各
種

１
０
８
と
い
う
数
字
は
仏

教
の
煩
悩
の
数
と
い
う

の
が
通
説
、
四
苦
と
八
苦
を
足

し
た
数
が
１
０
８
に
な
る
と
い

う
こ
と
か
ら
煩
悩
は
１
０
８
と

い
う
。
季
節
の
変
わ
り
目
を
表

す
暦
に
由
来
す
る
と
い
う
説
も

あ
る
。
人
の
心
身
を
悩
ま
せ
迷

わ
せ
る
煩
悩
は
、
眼
、
耳
、
鼻
、

舌
、
身
、
意
の
六
根
そ
れ
ぞ
れ

に
悩
み
が
六
つ
あ
っ
て
36
、
そ

れ
を
過
去
、
現
在
、
未
来
に
そ

れ
ぞ
れ
配
し
三
倍
で
１
０
８
。

い
ろ
ん
な
解
釈
が
あ
る
ら
し
い

の
で
こ
れ
は
そ
の
一
説
。
我
が

国
で
有
名
な
の
が
除
夜
の
鐘
の

１
０
８
回
…
イ
ン
ド
や
ネ
パ
ー

ル
の
ヒ
ン
ズ
ー
教
の
体
を
清
め

を
掲
げ
る
。
安
全
対
策
や
自
然
保
護

の
観
点
で
、
一
年
ご
と
現
状
回
帰
の

条
件
付
き
で
国
や
自
治
体
な
ど
か
ら

借
地
し
、
小
屋
代
わ
り
の
二
つ
の
レ

ン
タ
ル
テ
ン
ト
・
キ
ャ
ン
プ
場
に
テ

ン
ト
装
備
を
12
張
ず
つ
設
置
。
ガ
イ

ド
登
山
を
は
じ
め
高
齢
者
や
体
力
差

の
あ
る
登
山
ツ
ア
ー
に
喜
ば
れ
て
い

る
。
ト
イ
レ
ブ
ー
ス
も
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
テ
ン
ト
で
同
じ
よ
う
に
三
か
所
に

設
置
。
初
め
て
の
こ
と
で
関
係
行
政

機
関
に
は
前
例
が
な
い
と
時
間
は
か

か
っ
た
が
、
焦
ら
ず
我
慢
で
プ
ラ
ン

通
り
実
現
に
こ
ぎ
つ
け
た
。
こ
れ
も

国
、
県
を
は
じ
め
と
し
た
行
政
の
助

シ
ョ
ッ
プ
、
温
泉
、
観
光
案
内
所
、

南
ア
ル
プ
ス
国
立
公
園
を
中
心
と
し

て
ジ
オ
パ
ー
ク
、
エ
コ
パ
ー
ク
の
ビ

ジ
タ
ー
ハ
ウ
ス
な
ど
、
現
在
あ
る
施

設
の
再
構
築
で
『
道
の
駅
の
再
生
』

を
は
じ
め
と
し
、
停
め
る
、
留
め
る
、

泊
め
る
の
３
Ｔ
を
実
現
さ
せ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
通
過
す
る
だ
け
で
は

ビ
ジ
ネ
ス
ス
キ
ー
ム
は
起
き
ず
、
落

ち
る
の
は
排
せ
つ
物
を
含
め
た
人
の

ゴ
ミ
だ
け
で
あ
る
。

初
夢
に
は
少
し
早
い
が
、
百
名

山
コ
ン
プ
リ
ー
ト
組
の
高
齢

者
登
山
ツ
ア
ー
や
個
人
ガ
イ
ド
登
山

の
実
践
で
、
山
岳
・
登
山
・
自
然
ガ

イ
ド
さ
ん
等
を
呼
び
込
み
、
４
割
を

超
え
る
空
き
家
を
利
用
し
た
期
間
移

住
構
想
で
“
未
来
の
遠
山
郷
の
姿
”

を
頭
に
描
い
て
い
る
。
Ｉ
タ
ー
ン
ガ

イ
ド
さ
ん
等
の
力
を
借
り
、
遠
山
郷

を
世
界
の
『
エ
コ
登
山
の
メ
ッ
カ
に
』

を
合
言
葉
に
、
遠
山
郷
の
桃
源
郷
づ

く
り
を
目
指
し
た
い
と
本
気
で
思
っ

て
い
る
。

林
業
に
携
わ
り
山
と
対
峙
し
生
活

を
営
ん
で
き
た
“
遠
山
郷
”
が
、
衰

退
し
た
林
業
に
代
わ
っ
て
半
世
紀

現在、休止状況の “道の駅遠山郷”

活性化に役立つ、地元ジビエ肉を使った “登山食” 試食会、
下山の登山者にアンケートをもらう。10 月 4 日登山相談
所で

る
聖
水
の
流
れ
も
１
０
８
口
と
仏
教

ば
か
り
で
は
な
い
。
こ
の
連
載
も
、

私
の
山
の
経
験
・
記
録
な
ど
国
内
外

の
山
々
で
の
思
い
出
や
話
題
を
１
０

８
回
記
し
て
き
た
が
、
何
か
の
因
縁

だ
ろ
う
か
？　

煩
悩
だ
ら
け
の
私
と

し
て
は
、
そ
の
数
を
越
え
て
い
る
？

よ
う
だ
。

移
り
住
ん
だ
南
ア
ル
プ
ス
南
部

信
州
側
の
登
山
口
“
遠
山
郷
”

で
、
現
在
実
践
し
て
い
る
の
は
、
何

も
な
い
を
生
か
し
お
金
を
か
け
な
い

で
登
山
を
観
光
の
素
材
に
し
た
い

と
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
向
き
に
も
『
エ

コ
登
山
』
を
推
し
進
め
て
い
る
。
自

ら
の
排
せ
つ
物
は
携
帯
ト
イ
レ
で
持

ち
下
し
を
核
に
、
す
べ
て
の
ゴ
ミ
は

持
ち
帰
る
“
残
す
の
は
足
跡
の
み
”
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煩
悩
と
初
夢
、

遠
山
郷
と
山
岳
高
原
観
光
の
行
方

　本誌“登山時報”が、この　本誌“登山時報”が、この
12 月で月刊誌としての使命12 月で月刊誌としての使命
を終えるという。紙媒体離れを終えるという。紙媒体離れ
という世の趨勢に押され、残という世の趨勢に押され、残
念ながら来年から季刊になる念ながら来年から季刊になる
という。会員を紡ぐ役目は生という。会員を紡ぐ役目は生
まれ変わる季刊誌が担うが、まれ変わる季刊誌が担うが、
顧みると（前身の“山と仲間”顧みると（前身の“山と仲間”
を継いで）半世紀を悠々に超を継いで）半世紀を悠々に超
える労山の歴史を記録したシえる労山の歴史を記録したシ
ンクタンクとして、機関誌とンクタンクとして、機関誌と
して、山雑誌としても楽しめして、山雑誌としても楽しめ
た稀有の存在であった。私はた稀有の存在であった。私は
会員外なのに連載を依頼さ会員外なのに連載を依頼さ
れ、今回で駄文百八回目、ちょれ、今回で駄文百八回目、ちょ
うど 9 年目の区切りである。うど 9 年目の区切りである。
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北
上
し
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
強
い
寒

気
が
南
下
し
て
吹
雪
に
な
り
、
死
亡

事
故
が
発
生
し
た
。
台
風
が
近
づ
く

と
世
の
中
の
注
意
は
台
風
に
集
中
す

中
央
ア
ル
プ
ス
の
最
高
峰
の
木
曽

駒
ヶ
岳
は
今
で
は
ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー
を

使
う
コ
ー
ス
が
一
般
的
だ
が
、
か
つ

て
は
伊
那
谷
・
麓
の
桂
小
場
か
ら

登
る
標
高
差
１
６
０
０
ｍ
、
所
要
時

間
７
時
間
の
コ
ー
ス
が
一
般
的
だ
っ

た
。
そ
こ
を
登
る
と
、
大
正
２
年
に

起
き
た
学
校
登
山
の
大
き
な
遭
難

記
念
碑
（
写
真)

に
出
会
う
。
こ
の

遭
難
は
、
新
田
次
郎
氏
の
小
説
「
聖

職
の
碑
」
に
詳
し
い
が
、
急
速
に
北

上
し
た
台
風
の
暴
風
雨
に
よ
る
も
の

だ
っ
た
（
図
１
）。
当
時
の
気
象
観

測
網
や
予
報
技
術
で
は
台
風
が
沖
縄

る
が
、
山
で
は
台
風
の
後
の
寒
気
も

怖
い
。
台
風
が
過
ぎ
た
と
か
、
台
風

が
そ
れ
た
の
で
天
気
が
良
い
と
思
っ

て
標
高
の
高
い
山
に
登
る
と
、
ひ
ど

い
こ
と
に
な
る
。
登
る
な
ら
高
層
天

気
図
な
ど
で
寒
気
の
様
子
を
確
認
で

き
れ
ば
万
全
だ
。

雨
雲
レ
ー
ダ
ー
な
ど
多
彩
な
情
報

今
は
入
手
可
能
な
気
象
情
報
も
幅

広
く
な
り
、
高
層
天
気
図
も
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
見
ら
れ
る
。
さ
ら
に

は
雨
雲
レ
ー
ダ
ー
、
気
象
衛
星
画
像

な
ど
も
だ
。
山
で
も
ス
マ
ホ
な
ど
で

東
海
上
に
あ
る
こ
と
は
わ
か
っ
て
い

た
が
、
詳
し
い
勢
力
や
動
き
は
わ
か

ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
か
ら
百
年
以
上

た
っ
た
今
日
、
台
風
の
発
生
や
動
き

は
気
象
衛
星
で
２４
時
間
監
視
さ
れ
て

い
る
。
予
報
技
術
の
進
歩
は
目
覚
ま

し
く
、
天
気
予
報
が
き
め
細
か
く
な

り
、
精
度
も
高
く
な
っ
た
の
で
、
天

気
予
報
を
聞
き
上
手
に
活
用
す
る
こ

と
で
、
悪
天
候
に
よ
る
遭
難
は
だ
い

ぶ
防
げ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　

気
象
遭
難
が
起
き
や
す
い

　

パ
タ
ー
ン
は
１０
程
度

こ
う
し
た
多
彩
な
情
報
が
手
軽
に
見

ら
れ
る
よ
う
に
な
る
日
も
近
い
だ
ろ

う
。
そ
う
な
る
と
例
え
ば
雨
雲
レ
ー

ダ
ー
の
見
方
の
よ
う
な
知
識
も
必
要

に
な
っ
て
く
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

ま
た
、
近
年
は
地
球
温
暖
化
の
影
響

も
指
摘
さ
れ
、
大
雨
な
ど
気
象
災
害

が
増
え
被
害
が
大
き
く
な
っ
て
い

る
。
気
象
情
報
の
重
要
性
や
、
情
報

の
上
手
な
受
け
取
り
方
や
活
用
の
仕

方
が
大
事
に
な
っ
て
い
る
。

最
近
で
は
例
え
ば「
線
状
降
水
帯
」

の
よ
う
な
専
門
用
語
も
テ
レ
ビ
で
よ

く
耳
に
す
る
よ
う
に
な
っ
た
し
、
地

球
温
暖
化
が
進
ん
だ
ら
ど
う
な
る

の
か
と
い
う
こ
と

も
あ
る
。
市
民
の

た
め
、
社
会
の
た

め
の
気
象
学
が
求

め
ら
れ
る
時
代
に

な
っ
て
き
た
。

生
き
た
気
象
が

山
に
は
あ
る
！

話
は
前
回
の
記

事
に
飛
ぶ
。
前
回

は
山
の
天
気
の
特

徴
を
ま
と
め
た
。
山
は
空
に
近
く
、

空
に
浮
か
ぶ
地
面
で
あ
る
こ
と
が
下

界
と
の
違
い
の
カ
ギ
に
な
っ
て
い

る
。
山
に
登
る
楽
し
み
の
ひ
と
つ
は

雄
大
な
展
望
だ
が
、
遠
く
ま
で
見
え

る
の
は
山
が
空
に
屹
立
し
て
い
る
か

ら
だ
。
山
の
天
気
の
仕
組
み
は
、
登

山
の
楽
し
み
の
在
り
方
そ
の
も
の
で

も
あ
る
。
山
か
ら
は
る
か
遠
く
ま
で

見
渡
せ
ば
、
近
づ
い
て
く
る
低
気
圧

の
雲
の
気
配
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き

る
し
、
寒
気
の
南
下
を
雲
か
ら
感
じ

取
る
こ
と
も
で
き
る
。
雲
が
で
き
て

は
消
え
る
場
面
も
同
じ
高
さ
目
線
で

見
る
こ
と
が
で
き
る
。
机
上
の
話
だ

け
で
な
い
生
き
た
気
象
が
山
に
は
あ

り
、
山
は
実
は
気
象
を
勉
強
す
る
の

に
も
っ
て
こ
い
の
場
所
で
も
あ
る
。

山
に
行
っ
た
ら
、
ぐ
る
っ
と
空
を
見

渡
し
て
頂
き
た
い
。
そ
し
て
風
や
太

陽
を
感
じ
、
少
々
大
袈
裟
だ
が
大
気

や
地
球
を
感
じ
て
頂
け
れ
ば
と
思

う
。
趣
味
と
実
益
が
一
致
す
る
の
が

山
の
気
象
学
で
も
あ
る
。

最
後
に
な
る
が
、
連
載
を
お
読
み

頂
い
た
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
、
合

わ
せ
て
登
山
の
安
全
を
お
祈
り
申
し

上
げ
た
い
。

小説「聖職の碑」の遭難、
現代なら防げたか

第 33 回

気象予報士・野尻英一

山登りのための山登りのための

写真：木曽駒ヶ岳桂小場コースにある「聖職の碑」

表 1：気象遭難が起こりやすいパターン

図 1：「聖職の碑」遭難時の台風の動き（1913 年 8 月）
当時の技術では台風の強さや動きを正確に把握
することが難しかった。

図 2：白馬岳遭難時の天気図（2006 年 10 月 7 日）
太線は上空 3000m の気温 0℃の等温線。実
線が前日 6 日、点線は 7 日。
台風から変わった低気圧の北上に合わせて
強い寒気が南下した（矢印）。

そ
れ
で
も
、
落
雷
や
雪
崩
も
含
め

気
象
遭
難
は
ゼ
ロ
で
は
な
い
。
私
は

過
去
の
事
故
例
か
ら
気
象
遭
難
が
起

き
や
す
い
パ
タ
ー
ン
は
１０
程
度
に
整

理
で
き
る
と
考
え
て
い
る
（
表
１
）。

逆
に
言
う
と
１０
パ
タ
ー
ン
ほ
ど
知
っ

て
お
け
ば
気
象
遭
難
は
ほ
と
ん
ど
防

げ
る
と
い
う
こ
と
だ
。
そ
れ
に
つ
い

て
は
、
本
連
載
で
も
た
び
た
び
取
り

上
げ
て
き
た
の
で
、
折
に
ふ
れ
読
み

返
し
て
頂
け
れ
ば
あ
り
が
た
い
。
実

は
表
１
の
中
に
は
こ
こ
数
年
で
ほ
と

ん
ど
見
か
け
な
く
な
っ
た
遭
難
パ

タ
ー
ン
も
あ
る
。「
①
春
秋
の
強
い

寒
気
」
や
「
⑤
強
い
低
気
圧
や
台
風
」

が
そ
う
だ
。
寒
気
や
低
気
圧
、
台
風

は
ほ
ぼ
予
報
可
能
に
な
り
、
人
々
の

防
災
感
覚
も
上
が
っ
て
き
た
の
で
、

登
山
者
側
が
山
行
を
止
め
た
り
、
必

要
な
対
策
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

り
し
た
た
め
と
思
わ
れ
る
。
盲
点
が

あ
る
と
す
れ
ば
、「
秋
台
風
が
北
上

す
る
と
き
は
、
そ
の
後
寒
気
が
南
下

す
る
こ
と
が
多
い
」
こ
と
だ
ろ
う
。

図
２
天
気
図
が
そ
の
例
だ
。
白
馬
岳

事
故
当
時
話
題
に
な
っ
た
の
で
覚
え

て
い
る
方
も
多
い
と
思
う
が
、
こ
の

と
き
台
風
か
ら
変
化
し
た
低
気
圧
が
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北
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、
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台
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近
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に
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（
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や
予
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で
は
台
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が
沖
縄

る
が
、
山
で
は
台
風
の
後
の
寒
気
も

怖
い
。
台
風
が
過
ぎ
た
と
か
、
台
風

が
そ
れ
た
の
で
天
気
が
良
い
と
思
っ

て
標
高
の
高
い
山
に
登
る
と
、
ひ
ど

い
こ
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に
な
る
。
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る
な
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高
層
天
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図
な
ど
で
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の
様
子
を
確
認
で
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や
動
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以
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た
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の
発
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で
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時
間
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の
進
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し
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天
気
予
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が
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、
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度
も
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で
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上
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と
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と
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あ
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の
た

め
の
気
象
学
が
求

め
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る
時
代
に

な
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た
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た
気
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山
に
は
あ
る
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は
前
回
の
記

事
に
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前
回

は
山
の
天
気
の
特

徴
を
ま
と
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た
。
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は
空
に
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、
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に
浮
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地
面
で
あ
る
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と
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界
と
の
違
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の
カ
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に
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る
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に
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楽
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み
の
ひ
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つ
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大
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だ
が
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遠
く
ま
で
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る
の
は
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が
空
に
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立
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る
か

ら
だ
。
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気
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仕
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み
は
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楽
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み
の
在
り
方
そ
の
も
の
で

も
あ
る
。
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か
ら
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か
遠
く
ま
で

見
渡
せ
ば
、
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づ
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て
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る
低
気
圧

の
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配
を
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じ
る
こ
と
が
で
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る
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、
寒
気
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下
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場
面
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線
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と
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上
の
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な
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に
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の
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に
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、
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る
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を
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渡
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て
頂
き
た
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。
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て
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や
太
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を
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じ
、
少
々
大
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裟
だ
が
大
気

や
地
球
を
感
じ
て
頂
け
れ
ば
と
思

う
。
趣
味
と
実
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が
一
致
す
る
の
が

山
の
気
象
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で
も
あ
る
。
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後
に
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る
が
、
連
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読
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頂
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た
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、
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申
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で
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、
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雷
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雪
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で
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い
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過
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ら
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起

き
や
す
い
パ
タ
ー
ン
は
１０
程
度
に
整

理
で
き
る
と
考
え
て
い
る
（
表
１
）。

逆
に
言
う
と
１０
パ
タ
ー
ン
ほ
ど
知
っ

て
お
け
ば
気
象
遭
難
は
ほ
と
ん
ど
防

げ
る
と
い
う
こ
と
だ
。
そ
れ
に
つ
い

て
は
、
本
連
載
で
も
た
び
た
び
取
り

上
げ
て
き
た
の
で
、
折
に
ふ
れ
読
み

返
し
て
頂
け
れ
ば
あ
り
が
た
い
。
実

は
表
１
の
中
に
は
こ
こ
数
年
で
ほ
と

ん
ど
見
か
け
な
く
な
っ
た
遭
難
パ

タ
ー
ン
も
あ
る
。「
①
春
秋
の
強
い

寒
気
」
や
「
⑤
強
い
低
気
圧
や
台
風
」

が
そ
う
だ
。
寒
気
や
低
気
圧
、
台
風

は
ほ
ぼ
予
報
可
能
に
な
り
、
人
々
の

防
災
感
覚
も
上
が
っ
て
き
た
の
で
、

登
山
者
側
が
山
行
を
止
め
た
り
、
必

要
な
対
策
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

り
し
た
た
め
と
思
わ
れ
る
。
盲
点
が

あ
る
と
す
れ
ば
、「
秋
台
風
が
北
上

す
る
と
き
は
、
そ
の
後
寒
気
が
南
下

す
る
こ
と
が
多
い
」
こ
と
だ
ろ
う
。

図
２
天
気
図
が
そ
の
例
だ
。
白
馬
岳

事
故
当
時
話
題
に
な
っ
た
の
で
覚
え

て
い
る
方
も
多
い
と
思
う
が
、
こ
の

と
き
台
風
か
ら
変
化
し
た
低
気
圧
が
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り
２
名
、
訓
練
１
名
）。
墜
落
が
２
名

（
登
攀
１
名
、
人
工
壁
１
名
）。
転
落
が

１
名
（
登
攀
１
名
）。
滑
落
が
２
名
（
沢

登
り
１
名
、
登
攀
１
名
）。
体
勢
が
４

名
（
無
雪
期
４
名
）。
虫
が
５
名
（
蜂

４
名
、
ア
ブ
１
名
）。
そ
の
他
５
名
（
病

気
２
名
、
他
３
名
）。

登
山
形
態
で
は
、
無
雪
期
２２
名
、
登

攀
４
名
、
沢
登
り
６
名
、
人
工
壁
１
名
、

訓
練
１
名
。
骨
折
１４
名
、
損
傷
４
名
、

打
撲
１
名
、
捻
挫
２
名
、
脱
臼
２
名
、

断
裂
２
名
。
刺
傷
５
名
そ
の
他
４
名
。

男
性
１５
名
、
女
性
１９
名
。
下
山
中
の
事

故
は
、
１３
名
。

所
属
連
盟
は
、
岡
山
が
５
名
。
兵
庫

４
名
。
東
京
・
愛
知
が
各
３
名
。
道
東
・

埼
玉
・
長
野
・
静
岡
・
大
阪
・
和
歌
山

が
各
２
名
。
道
央
・
群
馬
・
神
奈
川
・

石
川
・
奈
良
・
広
島
・
香
川
が
各
１
名
。

年
齢
は
、
２０
代
１
名
、
３０
代
１
名
、
４０

代
２
名
、
５０
代
７
名
、
６０
代
１４
名
、
７０

代
８
名
、
８０
代
１
名
。

今
回
は
、
転
倒
に
よ
る
手
首
骨
折
が

多
発
し
て
い
る
。
濡
れ
た
木
道
や
石
等

で
滑
り
、
転
倒
や
尻
も
ち
、
手
を
つ
い

て
の
事
例
が
多
い
。
蜂
や
ア
ブ
に
よ
る

被
害
も
多
発
し
た
。

７５
歳
の
男
性
が
沢
を
下
降
中
に
瀞
で

溺
れ
、
心
肺
蘇
生
で
助
か
る
事
例
が

発
生
し
て
い
る
。
高
齢
で
の
体
力
不
足

や
溺
れ
な
い
対
策
も
必
要
と
考
え
て
い

る
。
北
海
道
で
は
、
極
度
の
脱
水
状
態

で
行
動
不
能
と
な
る
事
例
が
報
告
さ
れ

た
。
熱
中
症
の
原
因
の
ひ
と
つ
で
あ
る

脱
水
症
は
、
水
分
補
給
の
し
方
や
予
防

の
取
り
組
み
を
会
や
個
人
で
学
習
し
て

頂
き
た
い
。

（
石
川
昌
／
全
国
遭
難
対
策
部
長
）

※
事
故
一
報
の
一
覧
表
は
次
ペ
ー
ジ
を
参
照
し
て

く
だ
さ
い
。

技
術
・
登
山
様
式
』
の
啓
発
活
動
（
各

会
場
で
山
の
ト
イ
レ
問
題
ア
ピ
ー
ル
な

ど
）
に
、
今
年
度
は
、
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー

視
察
ハ
イ
ク
、
環
境
省
等
主
催
の
大
台

ケ
原
の
ハ
ル
ザ
キ
ヤ
マ
ガ
ラ
シ
除
去
、

ト
ウ
ヒ
林
再
生
事
業
へ
の
参
加
を
試
み

た
。
手
ご
た
え
は
充
分
だ
っ
た
が
、
会

員
の
自
然
保
護
熱
は
低
い
の
が
現
状
。

ま
ぁ
、
現
実
を
受
け
止
め
て
ボ
チ
ボ
チ

と
行
く
し
か
な
い
。
と
こ
ろ
で
、
あ
な

た
の
ふ
る
さ
と
の
山
は
、
元
気
だ
ろ
う

か
。
そ
ろ
そ
ろ
来
期
に
む
け
て
歩
き
は

じ
め
て
は
ど
う
だ
ろ
う
。
そ
し
て
会
の

特
色
を
活
か
し
て
ふ
る
さ
と
の
山
の
自

然
を
楽
し
み
な
が
ら
、
私
た
ち
登
山
者

だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
！

多
面
的
な
活

動
を
展
開
し
て
い
こ
う
。
地
方
で
の
一

歩
が
、
全
国
一
斉
で
歩
め
ば
、
力
と
な

り
道
が
開
く
。
山
歩
き
と
自
然
保
護
も

表
裏
一
体
。
そ
れ
が
労
山
の
歩
き
方
だ

か
ら
。

（
高
橋
円
／
自
然
保
護
委
員
会
）

○
遭
難
対
策
部

転
倒
に
よ
る
手
首
の
骨
折
事
故
増
加

９
月
８
日
か
ら
１０
月
５
日
ま
で
に
届

い
た
事
故
一
報
は
３３
件
３４
名
。

転
倒
が
１５
名
（
無
雪
期
１２
名
、
沢
登

2022 10

口
加
入
者
）
を
提
示
す
る
。

（
今
野
善
伸
／
労
山
基
金
運
営
委
員
）

○
ハ
イ
キ
ン
グ
委
員
会

語
り
継
ご
う
労
山
の
価
値
を
！

第
２３
回
全
国
ハ
イ
キ
ン
グ
交
流
集
会

は
主
管
団
体
の
奮
闘
も
あ
り
大
成
功
し

た
。
登
山
と
い
う
ス
ポ
ー
ツ
は
対
面
で

語
り
合
い
、
実
践
で
試
し
、
そ
れ
を
繰

り
返
す
こ
と
で
広
が
り
発
展
す
る
。
そ

の
意
味
で
も
こ
の
集
会
の
成
功
は
大
き

な
跳
躍
台
と
な
る
。
１
９
８
０
年
代「
登

山
の
社
会
的
文
化
的
価
値
・
多
様
な
登

山
」
と
い
う
創
立
理
念
の
具
体
化
、
実

践
化
を
展
開
し
、
多
く
の
ハ
イ
キ
ン

グ
ク
ラ
ブ
が
誕
生
、
大
幅
な
会
員
増
へ

と
つ
な
が
っ
た
。「
若
者
が
一
生
ハ
イ

キ
ン
グ
を
続
け
る
は
ず
が
な
い
。
ハ
イ

カ
ー
層
は
登
山
者
の
源
泉
」
な
ど
と
い

う
暴
論
は
瞬
く
間
に
雲
海
に
消
え
た
。

今
で
は
３０
年
、
４０
年
も
会
・
ク
ラ
ブ
で

多
く
の
仲
間
が
活
動
し
て
い
る
。
さ
て
、

今
後
の
課
題
は
後
輩
に
こ
の
労
山
の
流

れ
を
引
き
継
ぎ
、
仲
間
を
増
や
し
て
い

く
こ
と
だ
。
ハ
イ
キ
ン
グ
愛
好
者
は
ハ

イ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
の
み
な
ら
ず
、
総

合
山
岳
会
に
も
多
く
存
在
し
て
い
る
。

我
々
が
主
人
公
の
つ
も
り
で
こ
の
課
題

に
取
り
組
も
う
。
登
山
の
経
験
を
語
る

の
も
大
切
だ
が
、
同
時
に
「
登
山
の
大

衆
化
」
と
い
う
大
き
な
役
割
を
果
た
し

て
き
た
労
山
の
登
山
界
で
の
価
値
を
語

り
継
ご
う
。

（
田
上
千
俊
／
ハ
イ
キ
ン
グ
委
員
長
）

○
自
然
保
護
委
員
会

ク
リ
ー
ン（
清
掃
）ハ
イ
ク
か
ら

グ
リ
ー
ン（
環
境
保
護
）ハ
イ
ク
へ

当
た
り
前
の
よ
う
に
あ
る
べ
く
『
自

然
』
は
、
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時

代
を
私
達
は
生
き
て
い
る
。
全
国
一
斉

で
取
り
組
ん
で
き
た
「
ク
リ
ー
ン
ハ
イ

ク
」。
コ
ロ
ナ
禍
で
の
山
行
は
、
ま
ま

な
ら
ぬ
も
の
で
足
元
か
ら
見
直
す
機
会

と
な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

私
の
所
属
し
て
い
る
連
盟
で
は
、「
ク

リ
ー
ン
（
清
掃
）
ハ
イ
ク
」
が
ア
ッ
プ

グ
レ
ー
ド
し
て
『
グ
リ
ー
ン
（
環
境
保

護)

ハ
イ
ク
』
に
。
具
体
的
に
は
、
各

会
場
で
の
ゴ
ミ
収
集
、
産
廃
調
査
に
加

え

◎
自
然
環
境
を
知
る
活
動
（
親
子

観
察
会
、
ナ
ラ
枯
れ
処
理
放
置
シ
ー
ト

回
収
、
水
質
調
査
な
ど
）
◎
山
域
を

守
る
活
動
（
道
標
・
案
内
板
の
掃
除
、

登
山
道
・
山
小
屋
等
点
検
な
ど
）
そ

し
て
、
◎
『
自
然
を
傷
つ
け
な
い
登
山

○
労
山
基
金
運
営
委
員
会

第
2
回
オ
ン
ラ
イ
ン
説
明
会

開
催
に
つ
い
て

９
月
２７
日
の
基
金
運
営
委
員
会
で
本

年
２
回
目
の
オ
ン
ラ
イ
ン
説
明
会
を
実

施
す
る
こ
と
を
決
め
た
。
本
説
明
会
は

去
る
７
月
２０
日
に
一
回
目
の
オ
ン
ラ
イ

ン
説
明
会
を
行
な
っ
た
が
、
質
疑
応
答

の
時
間
が
取
れ
な
か
っ
た
の
で
、
今
回

は
質
疑
応
答
を
中
心
に
開
催
す
る
。

日
時
は
、
１１
月
３０
日
（
水
）
１９
：
００

～
２０
：
３０

参
加
対
象
は
、
基
金
担
当
者
・
運
営

委
員
だ
が
、
労
山
会
員
で
あ
れ
ば
ど
な

た
で
も
参
加
で
き
る
。

開
催
方
法
は
、
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
で
情
報
共

有
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
で
行
な
う
。

質
問
は
１１
月
１８
日
ま
で
に
労
山
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
参
加
申
込
み
フ
ォ
ー
ム
か

ら
、
ま
た
は
労
山
基
金
宛
に
提
出
す
る
。

当
日
は
、
基
金
の
登
録
や
申
請
実
務
な

ど
の
基
金
担
当
者
が
知
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
ポ
イ
ン
ト
を
中
心
に
説
明
し
、

の
ち
に
質
疑
応
答
を
行
な
う
。
具
体
的

に
は
、
基
金
の
登
録
、
増
し
口
、
加
入

者
の
移
籍
の
場
合
の
手
続
き
な
ど
を
説

明
す
る
。
ま
た
、
事
故
っ
て
入
院
・
通

院
し
た
時
の
交
付
の
具
体
的
金
額
（
５

スタッフと参加者で記念撮影スタートの八王子城址登山口での受付風景

都連盟第 6 回タイムトライアル大会実施
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り
２
名
、
訓
練
１
名
）。
墜
落
が
２
名

（
登
攀
１
名
、
人
工
壁
１
名
）。
転
落
が

１
名
（
登
攀
１
名
）。
滑
落
が
２
名
（
沢

登
り
１
名
、
登
攀
１
名
）。
体
勢
が
４

名
（
無
雪
期
４
名
）。
虫
が
５
名
（
蜂

４
名
、
ア
ブ
１
名
）。
そ
の
他
５
名
（
病

気
２
名
、
他
３
名
）。

登
山
形
態
で
は
、
無
雪
期
２２
名
、
登

攀
４
名
、
沢
登
り
６
名
、
人
工
壁
１
名
、

訓
練
１
名
。
骨
折
１４
名
、
損
傷
４
名
、

打
撲
１
名
、
捻
挫
２
名
、
脱
臼
２
名
、

断
裂
２
名
。
刺
傷
５
名
そ
の
他
４
名
。

男
性
１５
名
、
女
性
１９
名
。
下
山
中
の
事

故
は
、
１３
名
。

所
属
連
盟
は
、
岡
山
が
５
名
。
兵
庫

４
名
。
東
京
・
愛
知
が
各
３
名
。
道
東
・

埼
玉
・
長
野
・
静
岡
・
大
阪
・
和
歌
山

が
各
２
名
。
道
央
・
群
馬
・
神
奈
川
・

石
川
・
奈
良
・
広
島
・
香
川
が
各
１
名
。

年
齢
は
、
２０
代
１
名
、
３０
代
１
名
、
４０

代
２
名
、
５０
代
７
名
、
６０
代
１４
名
、
７０

代
８
名
、
８０
代
１
名
。

今
回
は
、
転
倒
に
よ
る
手
首
骨
折
が

多
発
し
て
い
る
。
濡
れ
た
木
道
や
石
等

で
滑
り
、
転
倒
や
尻
も
ち
、
手
を
つ
い

て
の
事
例
が
多
い
。
蜂
や
ア
ブ
に
よ
る

被
害
も
多
発
し
た
。

７５
歳
の
男
性
が
沢
を
下
降
中
に
瀞
で

溺
れ
、
心
肺
蘇
生
で
助
か
る
事
例
が

発
生
し
て
い
る
。
高
齢
で
の
体
力
不
足

や
溺
れ
な
い
対
策
も
必
要
と
考
え
て
い

る
。
北
海
道
で
は
、
極
度
の
脱
水
状
態

で
行
動
不
能
と
な
る
事
例
が
報
告
さ
れ

た
。
熱
中
症
の
原
因
の
ひ
と
つ
で
あ
る

脱
水
症
は
、
水
分
補
給
の
し
方
や
予
防

の
取
り
組
み
を
会
や
個
人
で
学
習
し
て

頂
き
た
い
。

（
石
川
昌
／
全
国
遭
難
対
策
部
長
）

※
事
故
一
報
の
一
覧
表
は
次
ペ
ー
ジ
を
参
照
し
て

く
だ
さ
い
。

技
術
・
登
山
様
式
』
の
啓
発
活
動
（
各

会
場
で
山
の
ト
イ
レ
問
題
ア
ピ
ー
ル
な

ど
）
に
、
今
年
度
は
、
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー

視
察
ハ
イ
ク
、
環
境
省
等
主
催
の
大
台

ケ
原
の
ハ
ル
ザ
キ
ヤ
マ
ガ
ラ
シ
除
去
、

ト
ウ
ヒ
林
再
生
事
業
へ
の
参
加
を
試
み

た
。
手
ご
た
え
は
充
分
だ
っ
た
が
、
会

員
の
自
然
保
護
熱
は
低
い
の
が
現
状
。

ま
ぁ
、
現
実
を
受
け
止
め
て
ボ
チ
ボ
チ

と
行
く
し
か
な
い
。
と
こ
ろ
で
、
あ
な

た
の
ふ
る
さ
と
の
山
は
、
元
気
だ
ろ
う

か
。
そ
ろ
そ
ろ
来
期
に
む
け
て
歩
き
は

じ
め
て
は
ど
う
だ
ろ
う
。
そ
し
て
会
の

特
色
を
活
か
し
て
ふ
る
さ
と
の
山
の
自

然
を
楽
し
み
な
が
ら
、
私
た
ち
登
山
者

だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
！

多
面
的
な
活

動
を
展
開
し
て
い
こ
う
。
地
方
で
の
一

歩
が
、
全
国
一
斉
で
歩
め
ば
、
力
と
な

り
道
が
開
く
。
山
歩
き
と
自
然
保
護
も

表
裏
一
体
。
そ
れ
が
労
山
の
歩
き
方
だ

か
ら
。

（
高
橋
円
／
自
然
保
護
委
員
会
）

○
遭
難
対
策
部

転
倒
に
よ
る
手
首
の
骨
折
事
故
増
加

９
月
８
日
か
ら
１０
月
５
日
ま
で
に
届

い
た
事
故
一
報
は
３３
件
３４
名
。

転
倒
が
１５
名
（
無
雪
期
１２
名
、
沢
登

2022 10

口
加
入
者
）
を
提
示
す
る
。

（
今
野
善
伸
／
労
山
基
金
運
営
委
員
）

○
ハ
イ
キ
ン
グ
委
員
会

語
り
継
ご
う
労
山
の
価
値
を
！

第
２３
回
全
国
ハ
イ
キ
ン
グ
交
流
集
会

は
主
管
団
体
の
奮
闘
も
あ
り
大
成
功
し

た
。
登
山
と
い
う
ス
ポ
ー
ツ
は
対
面
で

語
り
合
い
、
実
践
で
試
し
、
そ
れ
を
繰

り
返
す
こ
と
で
広
が
り
発
展
す
る
。
そ

の
意
味
で
も
こ
の
集
会
の
成
功
は
大
き

な
跳
躍
台
と
な
る
。
１
９
８
０
年
代「
登

山
の
社
会
的
文
化
的
価
値
・
多
様
な
登

山
」
と
い
う
創
立
理
念
の
具
体
化
、
実

践
化
を
展
開
し
、
多
く
の
ハ
イ
キ
ン

グ
ク
ラ
ブ
が
誕
生
、
大
幅
な
会
員
増
へ

と
つ
な
が
っ
た
。「
若
者
が
一
生
ハ
イ

キ
ン
グ
を
続
け
る
は
ず
が
な
い
。
ハ
イ

カ
ー
層
は
登
山
者
の
源
泉
」
な
ど
と
い

う
暴
論
は
瞬
く
間
に
雲
海
に
消
え
た
。

今
で
は
３０
年
、
４０
年
も
会
・
ク
ラ
ブ
で

多
く
の
仲
間
が
活
動
し
て
い
る
。
さ
て
、

今
後
の
課
題
は
後
輩
に
こ
の
労
山
の
流

れ
を
引
き
継
ぎ
、
仲
間
を
増
や
し
て
い

く
こ
と
だ
。
ハ
イ
キ
ン
グ
愛
好
者
は
ハ

イ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
の
み
な
ら
ず
、
総

合
山
岳
会
に
も
多
く
存
在
し
て
い
る
。

我
々
が
主
人
公
の
つ
も
り
で
こ
の
課
題

に
取
り
組
も
う
。
登
山
の
経
験
を
語
る

の
も
大
切
だ
が
、
同
時
に
「
登
山
の
大

衆
化
」
と
い
う
大
き
な
役
割
を
果
た
し

て
き
た
労
山
の
登
山
界
で
の
価
値
を
語

り
継
ご
う
。

（
田
上
千
俊
／
ハ
イ
キ
ン
グ
委
員
長
）

○
自
然
保
護
委
員
会

ク
リ
ー
ン（
清
掃
）ハ
イ
ク
か
ら

グ
リ
ー
ン（
環
境
保
護
）ハ
イ
ク
へ

当
た
り
前
の
よ
う
に
あ
る
べ
く
『
自

然
』
は
、
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時

代
を
私
達
は
生
き
て
い
る
。
全
国
一
斉

で
取
り
組
ん
で
き
た
「
ク
リ
ー
ン
ハ
イ

ク
」。
コ
ロ
ナ
禍
で
の
山
行
は
、
ま
ま

な
ら
ぬ
も
の
で
足
元
か
ら
見
直
す
機
会

と
な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

私
の
所
属
し
て
い
る
連
盟
で
は
、「
ク

リ
ー
ン
（
清
掃
）
ハ
イ
ク
」
が
ア
ッ
プ

グ
レ
ー
ド
し
て
『
グ
リ
ー
ン
（
環
境
保

護)

ハ
イ
ク
』
に
。
具
体
的
に
は
、
各

会
場
で
の
ゴ
ミ
収
集
、
産
廃
調
査
に
加

え　

◎
自
然
環
境
を
知
る
活
動
（
親
子

観
察
会
、
ナ
ラ
枯
れ
処
理
放
置
シ
ー
ト

回
収
、
水
質
調
査
な
ど
）　

◎
山
域
を

守
る
活
動
（
道
標
・
案
内
板
の
掃
除
、

登
山
道
・
山
小
屋
等
点
検
な
ど
）　

そ

し
て
、
◎
『
自
然
を
傷
つ
け
な
い
登
山

○
労
山
基
金
運
営
委
員
会

第
2
回
オ
ン
ラ
イ
ン
説
明
会

開
催
に
つ
い
て

９
月
２７
日
の
基
金
運
営
委
員
会
で
本

年
２
回
目
の
オ
ン
ラ
イ
ン
説
明
会
を
実

施
す
る
こ
と
を
決
め
た
。
本
説
明
会
は

去
る
７
月
２０
日
に
一
回
目
の
オ
ン
ラ
イ

ン
説
明
会
を
行
な
っ
た
が
、
質
疑
応
答

の
時
間
が
取
れ
な
か
っ
た
の
で
、
今
回

は
質
疑
応
答
を
中
心
に
開
催
す
る
。

日
時
は
、
１１
月
３０
日
（
水
）
１９
：
００

～
２０
：
３０

参
加
対
象
は
、
基
金
担
当
者
・
運
営

委
員
だ
が
、
労
山
会
員
で
あ
れ
ば
ど
な

た
で
も
参
加
で
き
る
。

開
催
方
法
は
、
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
で
情
報
共

有
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
で
行
な
う
。

質
問
は
１１
月
１８
日
ま
で
に
労
山
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
参
加
申
込
み
フ
ォ
ー
ム
か

ら
、
ま
た
は
労
山
基
金
宛
に
提
出
す
る
。

当
日
は
、
基
金
の
登
録
や
申
請
実
務
な

ど
の
基
金
担
当
者
が
知
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
ポ
イ
ン
ト
を
中
心
に
説
明
し
、

の
ち
に
質
疑
応
答
を
行
な
う
。
具
体
的

に
は
、
基
金
の
登
録
、
増
し
口
、
加
入

者
の
移
籍
の
場
合
の
手
続
き
な
ど
を
説

明
す
る
。
ま
た
、
事
故
っ
て
入
院
・
通

院
し
た
時
の
交
付
の
具
体
的
金
額
（
５

スタッフと参加者で記念撮影スタートの八王子城址登山口での受付風景

都連盟第 6 回タイムトライアル大会実施
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1
〜
2
日

若
手
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
講
習
会

（
長
野
県
川
上
村
）川
嶋
理
事
長
、臼
井
・

石
川
副
理
事
長
、
大
和
田
・
三
瓶
理
事

が
参
加
。

同
日
程

全
国
ハ
イ
キ
ン
グ
交
流
集
会
（
山
口

県
山
口
市
）
久
保
副
理
事
長
、
小
池
事

務
局
長
、
石
川
・
佐
藤
・
田
上
・
八
木

澤
理
事
が
参
加
。

4
日

自
然
保
護
委
員
会

5
日

遭
難
対
策
部
会

6
日

組
織
部
会
・
全
国
登
山
研
究
集
会
第
4

回
実
行
委
員
会

7
日

財
政
部
会

13
日

登
山
時
報
編
集
委
員
会

18
日

三
役
会
議

同
日

ハ
イ
キ
ン
グ
委
員
会

20
日

登
山
時
報
編
集
委
員
会

25
日

第
6
回
コ
ン
パ
ス
専
門
部
会

同
日

労
山
基
金
運
営
委
員
会

27
日

第
8
回
理
事
会

29
〜
30
日

第
18
回
全
国
登
山
研
究
集

会
（
東
京
都
、
ホ
テ
ル
コ
ン
チ

ネ
ン
タ
ル
府
中
）

第
8
回
理
事
会
、
討
議
事
項

①
全
国
登
山
研
究
集
会
に
つ
い
て

当
日
の
役
割
分
担
、
全
体
進
行
と
分

科
会
で
の
レ
ポ
ー
ト
報
告
者
の
最
終
確

認
。
マ
ス
コ
ミ
と
講
演
者
へ
の
対
応
。

②
来
期
の
機
関
誌
・
紙
に
つ
い
て

名
称
と
発
行
時
期
・
日
に
ち
、
方
法

の
最
終
確
認
。
編
集
担
当
と
内
容
に
つ

い
て
、
詳
細
を
詰
め
て
い
く
。

小川山、屋根岩 3 峰南稜レモンを登る若手クライミング講習生

初秋の中門岳から会津駒ケ岳へ

2022 年 9 月 8 日から 2022 年 10 月 5 日までに届いた事故一報
事故発⽣⽇ 地⽅連盟 年齢 性別 ⼭名 ⼭⾏形態 傷病名

1 8.21 道央 68 男 尻別岳 無雪期 その他 下⼭中、右膝が痛くなり、帰宅後受診した。 右膝内側半⽉板損傷

2 8.27 兵庫 60 ⼥ ヘク⾕ 沢登り 滑落 2条12mの斜滝で⽔量に負け流された。 中⼼性頸髄損傷他

3 9.7 愛知 66 ⼥ 岩籠⼭ 無雪期 体勢 歩⾏時⾜を着き捻った。 腓⾻⻲裂⾻折

4 8.24 東京 52 男 五⻯岳 無雪期 転倒 濡れた⽊道で転倒した。 右⼈差し指亜脱⾅

5 8.21 静岡 69 ⼥ ⽩⼭ 無雪期 転倒 濡れた階段状の⽯で滑って転倒した。 右橈⾻遠位端⾻折

6 9.3 愛知 61 ⼥ ⽥⽴の滝 無雪期 転倒 濡れた⽊道に⾜を滑らせ転倒した。 右⼿⾸捻挫

7 9.4 奈良 45 男 不動岩 登攀 滑落 バランスを崩して滑落、下部岩棚で⾜を打った。 ⾜⾸⾻折(三か所)

8 8.21 和歌⼭ 54 ⼥ 常念岳 無雪期 体勢 岩場で⾜を滑らせ捻った。 半⽉板損傷

9 8.25 ⽯川 75 男 神崎川 沢登り 転倒 瀞を泳いでいて溺れたが、這い上がった時に転倒し意識を失った。 誤嚥性肺炎

10 8.29 岡⼭ 68 ⼥ ⾎吸川 沢登り 転倒 ⽯の上で滑って転倒した。 肋⾻⾻折

11 8.30 広島 73 ⼥ 三倉岳 登攀 ⾍ ノーマルルートでスズメバチの襲撃を受けた。 蜂による刺傷

12 8.28 岡⼭ 56 ⼥ ⽯鎚⼭ 無雪期 転倒 笹原の下の⽳に⾜を取られ転倒した。 右脚腓⾻⾻折

13 9.4 静岡 52 ⼥ 清⽔⼭ 無雪期 転倒 ゆるやかな斜⾯で⾜が滑り尻もちをつく。 右橈⾻遠位端⾻折

14 9.10 埼⽟ 77 男 ⾦時⼭ 無雪期 その他 登りの途中で呼吸が苦しくなり、レスキュー隊を要請したが回復し⾃⼒下⼭。 ⼼疾患(狭⼼症)

15 9.10 ⼤阪 68 ⼥ 前穂⾼岳 無雪期 体勢 鎖場でスリップし⾜⾸を捻挫した。 左⾜⾸下捻挫

16 9.11 ⻑野 50 男 樽ヶ沢 沢登り その他 以前痛めていた右肩が下⼭後痛み出し受診した。 右肩の腱板断裂

17 9.15 東京 80 男 笠取⼭ 無雪期 転倒 笹原の溝状に掘れていた処にストックを⼊れ転倒した。 右⼿⾸⾻折

18 8.28 和歌⼭ 66 男 静閏瀞 無雪期 ⾍ 遡⾏中、アブに⾸筋を刺された。 ⾍刺されによる発疹

19 9.4 群⾺ 70 ⼥ 三国⼭ 無雪期 転倒 濡れた階段で⾜を滑らせ転倒した。 右橈⾻遠位端⾻折

20 9.9 東京 57 ⼥ ⼤汝⼭ 無雪期 体勢 濡れた⽯で滑り⼿を突いた。 左橈⾻遠位端⾻折

21 9.10 道東 61 男
コイカクシュ
サツナイ岳

無雪期 その他 極度の脱⽔状態で⾏動不能となった。 熱中症(脱⽔症)

22 9.11 道東 42 ⼥ 札内岳 沢登り 転倒 河原の岩場で⾜を滑らせ転倒した。 右肩脱⾅

23 9.10 愛知 29 男 鳳来岩場 登攀 転落 落下時にロープに⾜を引っかけ頭が下になり頭部をぶつけた。 頭部裂傷

24 8.28 ⾹川 37 男 東⾚⽯岳 無雪期 ⾍ 蜂に背中、脇、腕、頭の4か所を刺された。 蜂による刺傷

25 8.27 兵庫 61 男 雪彦⼭ 登攀 墜落 ロープにクリップ出来ず5m程落下した。 右脛⾻遠位端⾻折

26 8.28 岡⼭ 60 男 ⼭乗川中流 沢登り その他 確保した右肩に痛みがあり、下⼭後受診した。 右肩脱⾅による筋切断

27 8.30 ⻑野 61 ⼥ ⼈⼯壁 ⼈⼯壁 墜落 ボルダー壁の2mから後頭部より落下した。 後頭部打撲

28 9.17 兵庫 74 男 国⾒⼭ 無雪期 転倒 下⼭開始10分位で⽊製のブロックに躓き転倒した。 左⼿⾈状⾻剥離⾻折

29① 9.14 岡⼭ 52 ⼥ ⾬乞⼭ 無雪期 ⾍ スズメバチの襲撃に遭い刺された。 蜂による刺傷

29② 9.14 岡⼭ 77 男 ⾬乞⼭ 無雪期 ⾍ スズメバチの襲撃に遭い刺された。 蜂による刺傷

30 9.3 兵庫 63 ⼥ ⾼御位⼭ 訓練 転倒 ⽊の根っこの上に⾜を置いて左⾜⾸を捻った。 靭帯損傷

31 9.21 埼⽟ 62 ⼥ ⾬飾⼭ 無雪期 転倒 濡れた岩に⾜を乗せ転倒した。 右脇腹肋⾻ひび

32 9.10 ⼤阪 71 ⼥ ⽐叡⼭ 無雪期 転倒 ⽯段の下りで⾜を滑らせ転倒した。 左⼿⾸⾻折

33 9.15 神奈川 70 ⼥ 三⽅分⼭ 無雪期 転倒 段差を滑って尻もちをついた。 右⾜腓⾻⾻折

事故原因

事故一報の受領順で掲載

2０代 3０代 40代 50代 60代 70代 80代 90代 合計
男性 1 1 1 2 5 4 1 0 15
⼥性 0 0 1 5 9 4 0 0 19
合計 1 1 2 7 14 8 1 0 34 表-2

無雪期 積雪期 ⼭スキー 沢登り 登攀 氷瀑 ⼈⼯壁 訓練 合計
男性 9 0 0 3 3 0 0 0 15
⼥性 13 0 0 3 1 0 1 1 19
合計 22 0 0 6 4 0 1 1 34 表-3

墜落 転落 滑落 転倒 体勢 ⾍ 落⽯
その他
(病気
含む)

合計

男性 1 1 1 4 0 3 0 4 14
⼥性 1 0 1 11 4 2 0 1 20
合計 2 1 2 15 4 5 0 5 34 表-4

⾻折 脱⾅ 断絶 捻挫 刺傷 打撲 損傷
その他
(病気
含む)

合計

男性 4 1 2 0 3 0 1 4 15
⼥性 10 1 0 2 2 1 3 0 19
合計 14 2 2 2 5 1 4 4 34 表-5

2０代 3０代 40代 50代 60代 70代 80代 90代 合計
男性 1 1 1 2 5 4 1 0 15
⼥性 0 0 1 5 9 4 0 0 19
合計 1 1 2 7 14 8 1 0 34 表-2

無雪期 積雪期 ⼭スキー 沢登り 登攀 氷瀑 ⼈⼯壁 訓練 合計
男性 9 0 0 3 3 0 0 0 15
⼥性 13 0 0 3 1 0 1 1 19
合計 22 0 0 6 4 0 1 1 34 表-3

墜落 転落 滑落 転倒 体勢 ⾍ 落⽯
その他
(病気
含む)

合計

男性 1 1 1 4 0 3 0 4 14
⼥性 1 0 1 11 4 2 0 1 20
合計 2 1 2 15 4 5 0 5 34 表-4

⾻折 脱⾅ 断絶 捻挫 刺傷 打撲 損傷
その他
(病気
含む)

合計

男性 4 1 2 0 3 0 1 4 15
⼥性 10 1 0 2 2 1 3 0 19
合計 14 2 2 2 5 1 4 4 34 表-5

墜落 転落 滑落 転倒 体勢 ⾍ 落⽯
その他
(病気
含む)

合計

男性 1 1 1 4 0 3 0 5 15
⼥性 1 0 1 11 4 2 0 0 19
合計 2 1 2 15 4 5 0 5 34 表-4

⾻折 脱⾅ 断裂 捻挫 刺傷 打撲 損傷
その他
(病気
含む)

合計

男性 4 1 2 0 3 0 1 4 15
⼥性 10 1 0 2 2 1 3 0 19
合計 14 2 2 2 5 1 4 4 34 表-5

31 30登山時報 2022 年 12 月号 登山時報 2022 年 12 月号



1
〜
2
日

若
手
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
講
習
会

（
長
野
県
川
上
村
）川
嶋
理
事
長
、臼
井
・

石
川
副
理
事
長
、
大
和
田
・
三
瓶
理
事

が
参
加
。

同
日
程

全
国
ハ
イ
キ
ン
グ
交
流
集
会
（
山
口

県
山
口
市
）
久
保
副
理
事
長
、
小
池
事

務
局
長
、
石
川
・
佐
藤
・
田
上
・
八
木

澤
理
事
が
参
加
。

4
日

自
然
保
護
委
員
会

5
日

遭
難
対
策
部
会

6
日

組
織
部
会
・
全
国
登
山
研
究
集
会
第
4

回
実
行
委
員
会

7
日

財
政
部
会

13
日

登
山
時
報
編
集
委
員
会

18
日

三
役
会
議

同
日

ハ
イ
キ
ン
グ
委
員
会

20
日

登
山
時
報
編
集
委
員
会

25
日

第
6
回
コ
ン
パ
ス
専
門
部
会

同
日

労
山
基
金
運
営
委
員
会

27
日

第
8
回
理
事
会

29
〜
30
日

第
18
回
全
国
登
山
研
究
集

会
（
東
京
都
、
ホ
テ
ル
コ
ン
チ

ネ
ン
タ
ル
府
中
）

第
8
回
理
事
会
、
討
議
事
項

①
全
国
登
山
研
究
集
会
に
つ
い
て

当
日
の
役
割
分
担
、
全
体
進
行
と
分

科
会
で
の
レ
ポ
ー
ト
報
告
者
の
最
終
確

認
。
マ
ス
コ
ミ
と
講
演
者
へ
の
対
応
。

②
来
期
の
機
関
誌
・
紙
に
つ
い
て

名
称
と
発
行
時
期
・
日
に
ち
、
方
法

の
最
終
確
認
。
編
集
担
当
と
内
容
に
つ

い
て
、
詳
細
を
詰
め
て
い
く
。

小川山、屋根岩 3 峰南稜レモンを登る若手クライミング講習生

初秋の中門岳から会津駒ケ岳へ

2022 年 9 月 8 日から 2022 年 10 月 5 日までに届いた事故一報
事故発⽣⽇ 地⽅連盟 年齢 性別 ⼭名 ⼭⾏形態 傷病名

1 8.21 道央 68 男 尻別岳 無雪期 その他 下⼭中、右膝が痛くなり、帰宅後受診した。 右膝内側半⽉板損傷

2 8.27 兵庫 60 ⼥ ヘク⾕ 沢登り 滑落 2条12mの斜滝で⽔量に負け流された。 中⼼性頸髄損傷他

3 9.7 愛知 66 ⼥ 岩籠⼭ 無雪期 体勢 歩⾏時⾜を着き捻った。 腓⾻⻲裂⾻折

4 8.24 東京 52 男 五⻯岳 無雪期 転倒 濡れた⽊道で転倒した。 右⼈差し指亜脱⾅

5 8.21 静岡 69 ⼥ ⽩⼭ 無雪期 転倒 濡れた階段状の⽯で滑って転倒した。 右橈⾻遠位端⾻折

6 9.3 愛知 61 ⼥ ⽥⽴の滝 無雪期 転倒 濡れた⽊道に⾜を滑らせ転倒した。 右⼿⾸捻挫

7 9.4 奈良 45 男 不動岩 登攀 滑落 バランスを崩して滑落、下部岩棚で⾜を打った。 ⾜⾸⾻折(三か所)

8 8.21 和歌⼭ 54 ⼥ 常念岳 無雪期 体勢 岩場で⾜を滑らせ捻った。 半⽉板損傷

9 8.25 ⽯川 75 男 神崎川 沢登り 転倒 瀞を泳いでいて溺れたが、這い上がった時に転倒し意識を失った。 誤嚥性肺炎

10 8.29 岡⼭ 68 ⼥ ⾎吸川 沢登り 転倒 ⽯の上で滑って転倒した。 肋⾻⾻折

11 8.30 広島 73 ⼥ 三倉岳 登攀 ⾍ ノーマルルートでスズメバチの襲撃を受けた。 蜂による刺傷

12 8.28 岡⼭ 56 ⼥ ⽯鎚⼭ 無雪期 転倒 笹原の下の⽳に⾜を取られ転倒した。 右脚腓⾻⾻折

13 9.4 静岡 52 ⼥ 清⽔⼭ 無雪期 転倒 ゆるやかな斜⾯で⾜が滑り尻もちをつく。 右橈⾻遠位端⾻折

14 9.10 埼⽟ 77 男 ⾦時⼭ 無雪期 その他 登りの途中で呼吸が苦しくなり、レスキュー隊を要請したが回復し⾃⼒下⼭。 ⼼疾患(狭⼼症)

15 9.10 ⼤阪 68 ⼥ 前穂⾼岳 無雪期 体勢 鎖場でスリップし⾜⾸を捻挫した。 左⾜⾸下捻挫

16 9.11 ⻑野 50 男 樽ヶ沢 沢登り その他 以前痛めていた右肩が下⼭後痛み出し受診した。 右肩の腱板断裂

17 9.15 東京 80 男 笠取⼭ 無雪期 転倒 笹原の溝状に掘れていた処にストックを⼊れ転倒した。 右⼿⾸⾻折

18 8.28 和歌⼭ 66 男 静閏瀞 無雪期 ⾍ 遡⾏中、アブに⾸筋を刺された。 ⾍刺されによる発疹

19 9.4 群⾺ 70 ⼥ 三国⼭ 無雪期 転倒 濡れた階段で⾜を滑らせ転倒した。 右橈⾻遠位端⾻折

20 9.9 東京 57 ⼥ ⼤汝⼭ 無雪期 体勢 濡れた⽯で滑り⼿を突いた。 左橈⾻遠位端⾻折

21 9.10 道東 61 男
コイカクシュ
サツナイ岳

無雪期 その他 極度の脱⽔状態で⾏動不能となった。 熱中症(脱⽔症)

22 9.11 道東 42 ⼥ 札内岳 沢登り 転倒 河原の岩場で⾜を滑らせ転倒した。 右肩脱⾅

23 9.10 愛知 29 男 鳳来岩場 登攀 転落 落下時にロープに⾜を引っかけ頭が下になり頭部をぶつけた。 頭部裂傷

24 8.28 ⾹川 37 男 東⾚⽯岳 無雪期 ⾍ 蜂に背中、脇、腕、頭の4か所を刺された。 蜂による刺傷

25 8.27 兵庫 61 男 雪彦⼭ 登攀 墜落 ロープにクリップ出来ず5m程落下した。 右脛⾻遠位端⾻折

26 8.28 岡⼭ 60 男 ⼭乗川中流 沢登り その他 確保した右肩に痛みがあり、下⼭後受診した。 右肩脱⾅による筋切断

27 8.30 ⻑野 61 ⼥ ⼈⼯壁 ⼈⼯壁 墜落 ボルダー壁の2mから後頭部より落下した。 後頭部打撲

28 9.17 兵庫 74 男 国⾒⼭ 無雪期 転倒 下⼭開始10分位で⽊製のブロックに躓き転倒した。 左⼿⾈状⾻剥離⾻折

29① 9.14 岡⼭ 52 ⼥ ⾬乞⼭ 無雪期 ⾍ スズメバチの襲撃に遭い刺された。 蜂による刺傷

29② 9.14 岡⼭ 77 男 ⾬乞⼭ 無雪期 ⾍ スズメバチの襲撃に遭い刺された。 蜂による刺傷

30 9.3 兵庫 63 ⼥ ⾼御位⼭ 訓練 転倒 ⽊の根っこの上に⾜を置いて左⾜⾸を捻った。 靭帯損傷

31 9.21 埼⽟ 62 ⼥ ⾬飾⼭ 無雪期 転倒 濡れた岩に⾜を乗せ転倒した。 右脇腹肋⾻ひび

32 9.10 ⼤阪 71 ⼥ ⽐叡⼭ 無雪期 転倒 ⽯段の下りで⾜を滑らせ転倒した。 左⼿⾸⾻折

33 9.15 神奈川 70 ⼥ 三⽅分⼭ 無雪期 転倒 段差を滑って尻もちをついた。 右⾜腓⾻⾻折

事故原因

事故一報の受領順で掲載

2０代 3０代 40代 50代 60代 70代 80代 90代 合計
男性 1 1 1 2 5 4 1 0 15
⼥性 0 0 1 5 9 4 0 0 19
合計 1 1 2 7 14 8 1 0 34 表-2

無雪期 積雪期 ⼭スキー 沢登り 登攀 氷瀑 ⼈⼯壁 訓練 合計
男性 9 0 0 3 3 0 0 0 15
⼥性 13 0 0 3 1 0 1 1 19
合計 22 0 0 6 4 0 1 1 34 表-3

墜落 転落 滑落 転倒 体勢 ⾍ 落⽯
その他
(病気
含む)

合計

男性 1 1 1 4 0 3 0 4 14
⼥性 1 0 1 11 4 2 0 1 20
合計 2 1 2 15 4 5 0 5 34 表-4

⾻折 脱⾅ 断絶 捻挫 刺傷 打撲 損傷
その他
(病気
含む)

合計

男性 4 1 2 0 3 0 1 4 15
⼥性 10 1 0 2 2 1 3 0 19
合計 14 2 2 2 5 1 4 4 34 表-5

2０代 3０代 40代 50代 60代 70代 80代 90代 合計
男性 1 1 1 2 5 4 1 0 15
⼥性 0 0 1 5 9 4 0 0 19
合計 1 1 2 7 14 8 1 0 34 表-2

無雪期 積雪期 ⼭スキー 沢登り 登攀 氷瀑 ⼈⼯壁 訓練 合計
男性 9 0 0 3 3 0 0 0 15
⼥性 13 0 0 3 1 0 1 1 19
合計 22 0 0 6 4 0 1 1 34 表-3

墜落 転落 滑落 転倒 体勢 ⾍ 落⽯
その他
(病気
含む)

合計

男性 1 1 1 4 0 3 0 4 14
⼥性 1 0 1 11 4 2 0 1 20
合計 2 1 2 15 4 5 0 5 34 表-4

⾻折 脱⾅ 断絶 捻挫 刺傷 打撲 損傷
その他
(病気
含む)

合計

男性 4 1 2 0 3 0 1 4 15
⼥性 10 1 0 2 2 1 3 0 19
合計 14 2 2 2 5 1 4 4 34 表-5

墜落 転落 滑落 転倒 体勢 ⾍ 落⽯
その他
(病気
含む)

合計

男性 1 1 1 4 0 3 0 5 15
⼥性 1 0 1 11 4 2 0 0 19
合計 2 1 2 15 4 5 0 5 34 表-4

⾻折 脱⾅ 断裂 捻挫 刺傷 打撲 損傷
その他
(病気
含む)

合計

男性 4 1 2 0 3 0 1 4 15
⼥性 10 1 0 2 2 1 3 0 19
合計 14 2 2 2 5 1 4 4 34 表-5
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月刊登山時報は今月号で最終号となった。次回は季刊誌登山時報春号とな
る。所属会の会報に山行レポートを提出する程度であった者が、何の因果
か登山時報編集委員になってしまった。機関誌づくりに携わるようになっ
て 10 年足らずだが、毎月の発行なので「待ったなし」が一番つらかった。
逆に楽しかったのは労山の仲間と知り合えたことだろう。　　　　（今野）

コロナ禍の 3 年間、いろいろありましたが休刊にならず年度末まで発行
が維持され、皆様に感謝です。来季からは、新しい編集体制で「季刊」
として提案され継続される予定です。執筆者の方々、読者のみなさま有
難うございました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（橋口）

記憶がないほど時報と関わってきた。少なくとも 4 代の編集長とともに
労山の歴史を記録してきた。「読み、書き、登る」は私の尊敬する元西本
編集長の口癖だが、少なくとも会・クラブ内に一人はこのことを主張し、
こだわる仲間がいて欲しい。来年からは本誌は季刊。熟成された内容と
なることを期待したい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（田上）

先日さる講演会での講師の言葉「巡礼の旅には覚悟が必要。これは自分
の人生の本流なのだと悟るべし」は、聖地巡礼はもちろんだが、あらゆ
ることに通じる。5 年間『登山時報』校正作業の一端を担わせていただ
いたが、果たして覚悟をもって微力を尽くしただろうか？　この間いろ
いろ学ばせていただき、ありがとうございました。 （鈴木）

闘病中で月刊紙最後の編集に関われず残念です。季刊になっても、魅力ある
紙面づくりに貢献できるよう、しっかり治療して再び編集に携わりたいと思
います。皆さん、季刊紙も引き続きご愛読方よろしくお願いします。（酒井）

2005 年長野に移住して以来、登山時報の校正と編集後記のお付き合い
をさせていただいた。歴代の編集者に大いに迷惑をかけた一人である。
桑村さん・渡辺さん・現在の濱崎さん。そのほかにも迷惑が。この場を
借りてお詫びします。「会報」紹介の欄での返信は、うれしかった。（塩田）

編集長　今野善伸
副編集長　橋口晴彦
編集　酒井正裕、田上千俊、濱崎優子（進行）
校正　塩田善次郎、鈴木幹雄
DTP・デザイン　来住真太

12月号　No.574　2022年11月15日発行

発行人　川嶋高志
編集人　今野善伸
発　行　日本勤労者山岳連盟
〒 162-0814　東京都新宿区新小川町 5-24
TEL 03-3260-6331 メール jwaf@jwaf.jp
印　刷　有限会社 カウズ

1976年、福井県福井市生まれ。新潟市在住。十日町おだ
まき山の会に所属。最も注力する山行は山スキー。無雪期は
沢に浸りイワナと焚火を愛で、春は山菜、秋はキノコに目を
光らせる。近頃は環境調査の仕事で平日も山に入り浸り、週
末に力が残らないのが課題。日本勤労者山岳連盟カレンダー
入選（2020～ 2023年版）。苗場山麓ジオパークフォト
コンテスト入賞。分県登山ガイド16新潟県の山（2018年、
山と溪谷社）で中越地方の山の取りまとめ及び苗場山等の取
材執筆を担当。おだまき山の会創立40周年記念「宮澤健二・
漆崎隆之山岳写真展」開催（2021年）。

漆崎隆之さん

■
登
山
・
写
真
撮
影
を
始
め
た
き
っ
か
け

学
生
時
代
に
始
め
た
源
流
の
イ
ワ
ナ
釣

り
が
山
歩
き
の
原
点
。
遡
行
中
に
目
に
す

る
風
景
に
魅
せ
ら
れ
、
釣
り
以
上
に
写
真

を
撮
る
こ
と
に
没
頭
。
現
所
属
会
へ
の
入

会
を
機
に
山
ス
キ
ー
を
始
め
、
雪
山
の
美

し
さ
に
魅
了
さ
れ
て
現
在
に
至
る
。
写
真

は
独
学
だ
が
、
所
属
会
の
会
長
で
写
真
家

で
も
あ
る
宮
澤
氏
の
助
言
に
よ
り
、
労
山

カ
レ
ン
ダ
ー
へ
の
応
募
や
登
山
ガ
イ
ド
の

執
筆
、
写
真
展
開
催
な
ど
の
契
機
を
得
る
。

■
労
山
カ
レ
ン
ダ
ー
採
用
写
真
よ
り

こ
れ
ま
で
の
採
用
写
真
の
紹
介
を
、
山

の
経
歴
紹
介
に
代
え
る
。

２
０
２
０
年
版
８
月
「
池
ノ
沢
の
池
」。

２
０
１
６
年
８
月
の
大
井
川
源
流
と
北
岳

を
つ
な
ぐ
山
行
に
て
。
当
時
は
３
６
０
度

Ｖ
Ｒ
パ
ノ
ラ
マ
の
撮
影
・
制
作
に
注
力
し

て
お
り
、
メ
イ
ン
の
一
眼
レ
フ
と
三
脚
以

外
に
、
魚
眼
レ
ン
ズ
を
付
け
た
一
眼
レ
フ

と
パ
ノ
ラ
マ
用
雲
台
を
常
時
携
行
し
て
い

た
。
撮
影
機
材
や
酒
な
ど
の
重
荷
を
背
負

う
長
期
山
行
も
好
む
。
採
用
写
真
は
池
全

体
を
収
め
た
も
の
で
、
魚
眼
レ
ン
ズ
な
ら

で
は
の
一
枚
。（
Ｖ
Ｒ
パ
ノ
ラ
マ
は
こ
ち
ら

→https://onl.la/w
tvqU

bn

）

２
０
２
１
年
版
３
月
「
陰
影
に
刻
む
ト

レ
ー
ス
」。
２
０
２
０
年
３
月
の
鳥
海
山
千

蛇
谷
に
て
。
中
島
台
か
ら
の
ル
ー
ト
は
長

い
行
程
で
景
色
の
変
化
に
富
み
、一
人
黙
々

と
ラ
ッ
セ
ル
す
る
充
実
感
は
他
に
替
え
が

た
い
。
こ
の
日
は
ガ
ス
に
包
ま
れ
た
千
蛇

谷
を
進
む
う
ち
に
徐
々
に
青
空
が
覗
き
だ

し
た
。
太
陽
の
角
度
も
良
く
、
外
輪
が
千

蛇
谷
の
雪
面
に
絶
妙
な
影
を
落
と
す
。
一

期
一
会
の
光
と
雪
の
造
形
に
息
を
呑
み
つ

つ
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
を
覗
く
瞬
間
が
山
行
の

ハ
イ
ラ
イ
ト
。

２
０
２
２
年
版
２
月
「
賑
わ
う
冬
の
巻

機
山
」。
２
０
２
１
年
３
月
の
山
行
。
巻
機

山
は
１０
数
年
前
に
本
格
的
に
山
ス
キ
ー
を

始
め
た
山
。
そ
の
時
は
登
り
も
滑
り
も
未

熟
で
、
過
去
最
高
の
疲
労
困
憊
を
味
わ
っ

た
。
だ
が
同
時
に
雪
山
の
美
に
心
奪
わ
れ

る
契
機
と
な
り
、
今
も
巻
機
山
は
冬
季
の

ホ
ー
ム
で
あ
る
。
近
年
こ
の
山
は
冬
の
入

山
者
も
多
く
好
天
の
休
日
に
は
大
勢
の
人

で
賑
わ
う
。
そ
ん
な
中
、
星
空
の
も
と
誰

よ
り
早
く
登
り
始
め
て
自
在
に
ト
レ
ー
ス

を
伸
ば
し
、
朝
日
に
染
ま
る
上
越
国
境
を

撮
影
す
る
の
が
密
か
な
喜
び
。

２
０
２
３
年
版
表
紙
「
凍
て
つ
く
七
高

山
」。
２
０
２
１
年
１
月
の
鳥
海
山
に
て
。

冬
季
の
鳥
海
山
頂
周
辺
に
発
達
す
る
霧
氷

の
い
か
め
し
さ
に
は
、
訪
れ
る
度
に
見
惚

れ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。
多
様
な
雪
山
の

表
情
を
写
真
に
切
り
取
る
こ
と
は
山
へ
向

か
う
大
き
な
原
動
力
で
あ
り
、
ス
キ
ー
は

そ
れ
を
可
能
と
す
る
相
棒
で
あ
る
。
何
よ

り
山
ス
キ
ー
に
よ
り
得
ら
れ
る
自
由
こ
そ

が
、
山
に
求
め
る
全
て
か
も
し
れ
な
い
。

■
今
後
、
写
真
撮
影
で
目
指
し
た
い
こ
と

こ
の
先
も
山
ス
キ
ー
の
機
動
力
を
生
か

し
て
静
か
な
山
域
へ
と
奥
深
く
分
け
入
り
、

そ
の
景
色
を
自
身
の
目
と
写
真
に
焼
き
付

け
た
い
。
山
で
は
常
に
カ
メ
ラ
バ
ッ
グ
を

胸
に
抱
え
て
お
り
、
山
ス
キ
ー
の
師
匠
か

ら
は
「
カ
メ
ラ
さ
え
な
け
れ
ば
少
し
は
滑

り
も
マ
シ
に
な
る
ん
だ
が
な
」
と
言
わ
れ

る
が
、
カ
メ
ラ
は
基
本
装
備
、
ス
キ
ー
と

共
に
山
行
の
両
輪
で
あ
り
欠
く
こ
と
は
で

き
な
い
。
イ
ワ
ナ
は
腕
で
は
な
く
脚
で
釣

る
が
、
写
真
も
ラ
ッ
セ
ル
の
先
に
し
か
な

い
風
景
を
撮
り
続
け
た
い
。

（
聞
き
手
・
本
誌

今
野
善
伸
）

労
山
カ
レ
ン
ダ
ー
写
真
に
毎
年
入
選

山
ス
キ
ー
も
遡
行
中
も
常
に
カ
メ
ラ
バ
ッ
グ
を
胸
に

本誌連載中の筑井孝子さんより

読者プレゼント

2023 年の
カレンダー

赤城山を中心に群馬の
風景で構成されるタイ
プと、ウサギや女の子
など可愛らしいキャラ
クターが登場するタイ
プがある。A4 サイズ
中綴じ・2 カ月ごと。
それぞれ先着 10 名の
方にプレゼント。

希望者は以下を明記のうえ、全国連盟事務局へメール・FAX
で申し込みください。
①お名前、郵便番号・ご住所、電話番号
②登山時報や筑井孝子さん連載スケッチへの感想
③希望するプレゼント（赤城山カレンダー or カレンダー）
12 月半ばに先着 10 名の方へ発送します。
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月刊登山時報は今月号で最終号となった。次回は季刊誌登山時報春号とな
る。所属会の会報に山行レポートを提出する程度であった者が、何の因果
か登山時報編集委員になってしまった。機関誌づくりに携わるようになっ
て 10 年足らずだが、毎月の発行なので「待ったなし」が一番つらかった。
逆に楽しかったのは労山の仲間と知り合えたことだろう。　　　　（今野）

コロナ禍の 3 年間、いろいろありましたが休刊にならず年度末まで発行
が維持され、皆様に感謝です。来季からは、新しい編集体制で「季刊」
として提案され継続される予定です。執筆者の方々、読者のみなさま有
難うございました。 （橋口）

記憶がないほど時報と関わってきた。少なくとも 4 代の編集長とともに
労山の歴史を記録してきた。「読み、書き、登る」は私の尊敬する元西本
編集長の口癖だが、少なくとも会・クラブ内に一人はこのことを主張し、
こだわる仲間がいて欲しい。来年からは本誌は季刊。熟成された内容と
なることを期待したい。 （田上）

先日さる講演会での講師の言葉「巡礼の旅には覚悟が必要。これは自分
の人生の本流なのだと悟るべし」は、聖地巡礼はもちろんだが、あらゆ
ることに通じる。5 年間『登山時報』校正作業の一端を担わせていただ
いたが、果たして覚悟をもって微力を尽くしただろうか？　この間いろ
いろ学ばせていただき、ありがとうございました。　　　　　　　（鈴木）

闘病中で月刊紙最後の編集に関われず残念です。季刊になっても、魅力ある
紙面づくりに貢献できるよう、しっかり治療して再び編集に携わりたいと思
います。皆さん、季刊紙も引き続きご愛読方よろしくお願いします。（酒井）

2005 年長野に移住して以来、登山時報の校正と編集後記のお付き合い
をさせていただいた。歴代の編集者に大いに迷惑をかけた一人である。
桑村さん・渡辺さん・現在の濱崎さん。そのほかにも迷惑が。この場を
借りてお詫びします。「会報」紹介の欄での返信は、うれしかった。（塩田）

編集長　今野善伸
副編集長　橋口晴彦
編集　酒井正裕、田上千俊、濱崎優子（進行）
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漆崎隆之さん

■
登
山
・
写
真
撮
影
を
始
め
た
き
っ
か
け

学
生
時
代
に
始
め
た
源
流
の
イ
ワ
ナ
釣

り
が
山
歩
き
の
原
点
。
遡
行
中
に
目
に
す

る
風
景
に
魅
せ
ら
れ
、
釣
り
以
上
に
写
真

を
撮
る
こ
と
に
没
頭
。
現
所
属
会
へ
の
入

会
を
機
に
山
ス
キ
ー
を
始
め
、
雪
山
の
美

し
さ
に
魅
了
さ
れ
て
現
在
に
至
る
。
写
真

は
独
学
だ
が
、
所
属
会
の
会
長
で
写
真
家

で
も
あ
る
宮
澤
氏
の
助
言
に
よ
り
、
労
山

カ
レ
ン
ダ
ー
へ
の
応
募
や
登
山
ガ
イ
ド
の

執
筆
、
写
真
展
開
催
な
ど
の
契
機
を
得
る
。

■
労
山
カ
レ
ン
ダ
ー
採
用
写
真
よ
り

こ
れ
ま
で
の
採
用
写
真
の
紹
介
を
、
山

の
経
歴
紹
介
に
代
え
る
。

２
０
２
０
年
版
８
月
「
池
ノ
沢
の
池
」。

２
０
１
６
年
８
月
の
大
井
川
源
流
と
北
岳

を
つ
な
ぐ
山
行
に
て
。
当
時
は
３
６
０
度

Ｖ
Ｒ
パ
ノ
ラ
マ
の
撮
影
・
制
作
に
注
力
し

て
お
り
、
メ
イ
ン
の
一
眼
レ
フ
と
三
脚
以

外
に
、
魚
眼
レ
ン
ズ
を
付
け
た
一
眼
レ
フ

と
パ
ノ
ラ
マ
用
雲
台
を
常
時
携
行
し
て
い

た
。
撮
影
機
材
や
酒
な
ど
の
重
荷
を
背
負

う
長
期
山
行
も
好
む
。
採
用
写
真
は
池
全

体
を
収
め
た
も
の
で
、
魚
眼
レ
ン
ズ
な
ら

で
は
の
一
枚
。（
Ｖ
Ｒ
パ
ノ
ラ
マ
は
こ
ち
ら

→https://onl.la/w
tvqU

bn

）

２
０
２
１
年
版
３
月
「
陰
影
に
刻
む
ト

レ
ー
ス
」。
２
０
２
０
年
３
月
の
鳥
海
山
千

蛇
谷
に
て
。
中
島
台
か
ら
の
ル
ー
ト
は
長

い
行
程
で
景
色
の
変
化
に
富
み
、一
人
黙
々

と
ラ
ッ
セ
ル
す
る
充
実
感
は
他
に
替
え
が

た
い
。
こ
の
日
は
ガ
ス
に
包
ま
れ
た
千
蛇

谷
を
進
む
う
ち
に
徐
々
に
青
空
が
覗
き
だ

し
た
。
太
陽
の
角
度
も
良
く
、
外
輪
が
千

蛇
谷
の
雪
面
に
絶
妙
な
影
を
落
と
す
。
一

期
一
会
の
光
と
雪
の
造
形
に
息
を
呑
み
つ

つ
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
を
覗
く
瞬
間
が
山
行
の

ハ
イ
ラ
イ
ト
。

２
０
２
２
年
版
２
月
「
賑
わ
う
冬
の
巻

機
山
」。
２
０
２
１
年
３
月
の
山
行
。
巻
機

山
は
１０
数
年
前
に
本
格
的
に
山
ス
キ
ー
を

始
め
た
山
。
そ
の
時
は
登
り
も
滑
り
も
未

熟
で
、
過
去
最
高
の
疲
労
困
憊
を
味
わ
っ

た
。
だ
が
同
時
に
雪
山
の
美
に
心
奪
わ
れ

る
契
機
と
な
り
、
今
も
巻
機
山
は
冬
季
の

ホ
ー
ム
で
あ
る
。
近
年
こ
の
山
は
冬
の
入

山
者
も
多
く
好
天
の
休
日
に
は
大
勢
の
人

で
賑
わ
う
。
そ
ん
な
中
、
星
空
の
も
と
誰

よ
り
早
く
登
り
始
め
て
自
在
に
ト
レ
ー
ス

を
伸
ば
し
、
朝
日
に
染
ま
る
上
越
国
境
を

撮
影
す
る
の
が
密
か
な
喜
び
。

２
０
２
３
年
版
表
紙
「
凍
て
つ
く
七
高

山
」。
２
０
２
１
年
１
月
の
鳥
海
山
に
て
。

冬
季
の
鳥
海
山
頂
周
辺
に
発
達
す
る
霧
氷

の
い
か
め
し
さ
に
は
、
訪
れ
る
度
に
見
惚

れ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。
多
様
な
雪
山
の

表
情
を
写
真
に
切
り
取
る
こ
と
は
山
へ
向

か
う
大
き
な
原
動
力
で
あ
り
、
ス
キ
ー
は

そ
れ
を
可
能
と
す
る
相
棒
で
あ
る
。
何
よ

り
山
ス
キ
ー
に
よ
り
得
ら
れ
る
自
由
こ
そ

が
、
山
に
求
め
る
全
て
か
も
し
れ
な
い
。

■
今
後
、
写
真
撮
影
で
目
指
し
た
い
こ
と

こ
の
先
も
山
ス
キ
ー
の
機
動
力
を
生
か

し
て
静
か
な
山
域
へ
と
奥
深
く
分
け
入
り
、

そ
の
景
色
を
自
身
の
目
と
写
真
に
焼
き
付

け
た
い
。
山
で
は
常
に
カ
メ
ラ
バ
ッ
グ
を

胸
に
抱
え
て
お
り
、
山
ス
キ
ー
の
師
匠
か

ら
は
「
カ
メ
ラ
さ
え
な
け
れ
ば
少
し
は
滑

り
も
マ
シ
に
な
る
ん
だ
が
な
」
と
言
わ
れ

る
が
、
カ
メ
ラ
は
基
本
装
備
、
ス
キ
ー
と

共
に
山
行
の
両
輪
で
あ
り
欠
く
こ
と
は
で

き
な
い
。
イ
ワ
ナ
は
腕
で
は
な
く
脚
で
釣

る
が
、
写
真
も
ラ
ッ
セ
ル
の
先
に
し
か
な

い
風
景
を
撮
り
続
け
た
い
。

（
聞
き
手
・
本
誌

今
野
善
伸
）

労
山
カ
レ
ン
ダ
ー
写
真
に
毎
年
入
選

山
ス
キ
ー
も
遡
行
中
も
常
に
カ
メ
ラ
バ
ッ
グ
を
胸
に

本誌連載中の筑井孝子さんより

読者プレゼント

2023 年の
カレンダー

赤城山を中心に群馬の
風景で構成されるタイ
プと、ウサギや女の子
など可愛らしいキャラ
クターが登場するタイ
プがある。A4 サイズ
中綴じ・2 カ月ごと。
それぞれ先着 10 名の
方にプレゼント。

希望者は以下を明記のうえ、全国連盟事務局へメール・FAX
で申し込みください。
①お名前、郵便番号・ご住所、電話番号
②登山時報や筑井孝子さん連載スケッチへの感想
③希望するプレゼント（赤城山カレンダー or カレンダー）
12 月半ばに先着 10 名の方へ発送します。
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道
迷
い
を
防
ぐ
③

ロ
ゲ
イ
ニ
ン
グ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

162

【問題】
ある 3 人の会話を読んで、次の問題に答えてく
ださい。
①（a）～（g）がどのあたりを指すか考えてく
ださい。
②下線部分のコンパスの持ち方として不適切な
ものを（ア）～（オ）からすべて選んでくださ
い。写真内の赤矢印が進行方向とします。

Ｂ
：
道
が
曲
が
っ
て
る
か
ら
こ
の
辺
か

な
っ
て
。

Ｃ
：
地
図
だ
と
は
っ
き
り
曲
が
っ
て
見
え

る
け
ど
、
こ
の
く
ら
い
の
カ
ー
ブ
は
現

地
で
は
頂
点
が
分
か
ら
な
い
と
思
う
。

始
点
が
ず
れ
て
い
た
ら
迷
う
可
能
性
は

高
い
よ
ね
。
例
え
ば
道
路
の
左
側
に
急

な
斜
面
（
ｈ
）
が
あ
る
の
で
こ
こ
を
起

点
に
す
れ
ば
現
在
地
が
は
っ
き
り
し
て

自
信
を
も
っ
て
進
め
た
だ
ろ
う
ね
。
三

角
点
を
見
て
か
ら
行
く
く
ら
い
で
も
よ

か
っ
た
か
も
。

Ａ
：
な
る
ほ
ど
。

Ｃ
：
も
う
１
つ
。
道
を
外
れ
て
か
ら
は
コ

ン
パ
ス
を
使
っ
た
？

Ｂ
：
東
に
進
む
の
は
確
認
し
た
。
後
半
も

使
っ
て
迷
わ
な
か
っ
た
し
、
使
え
て
い

る
と
思
う
。

Ｃ
：
そ
う
だ
ね
。
東
西
南
北
４
方
向
に
進

む
の
は
出
来
て
い
そ
う
だ
け
ど
、
今
回

の
場
合
、
例
え
ば
三
角
点
か
ら
Ｃ
Ｐ
に

行
く
に
は
磁
北
に
対
し
て
東
南
東
へ
進

ま
な
い
と
い
け
な
い
。
よ
り
細
か
な
コ

ン
パ
ス
ワ
ー
ク
を
身
に
付
け
た
い
ね
。

Ｂ
：
教
え
て
も
ら
っ
た
の
に
忘
れ
て
た
。

あ
あ
、
次
こ
そ
う
ま
く
や
り
た
い
。

Ａ
：
地
図
を
見
な
が
ら
冒
険
す
る
感
じ
で

楽
し
か
っ
た
よ
ね
。
ス
マ
ホ
も
あ
る
し

地
図
読
み
で
き
な
く
て
も
い
い
か
な
っ

て
思
っ
て
い
た
け
ど
新
し
い
楽
し
み
を

見
つ
け
た
感
じ
。

Ｃ
：
い
い
ね
。
じ
ゃ
あ
今
度
勝
負
し
よ
う
。

Ａ
＆
Ｂ
：
ま
ず
一
緒
に
出
て
よ
！

Ａ
：
Ｃ
さ
ん
が
薦
め
て
く
れ
た
ロ
ゲ
イ
ニ

ン
グ
に
参
加
し
て
き
た
の
！

Ｃ
：
お
お
、
嬉
し
い
ね
。
ど
う
だ
っ
た
？

Ｂ
：
私
た
ち
は
ゆ
っ
く
り
歩
い
た
か
ら
順

位
は
下
の
方
だ
っ
た
け
ど
優
勝
し
た
ペ

ア
は
ず
っ
と
走
っ
て
５０
キ
ロ
以
上
走
っ

た
っ
て
聞
い
て
驚
い
ち
ゃ
っ
た
。

Ａ
：
ず
っ
と
地
図
読
み
す
る
の
が
す
ご
く

疲
れ
た
と
い
う
か
頭
を
使
っ
て
大
変

だ
っ
た
。

Ｃ
：
ロ
ゲ
イ
ニ
ン
グ
は
そ
れ
ぞ
れ
の
体
力

に
合
わ
せ
て
楽
し
み
な
が
ら
ト
ッ
プ

選
手
と
同
じ
コ
ー
ス
で
競
え
る
の
も
魅

力
の
１
つ
だ
ね
。
ど
ん
な
コ
ー
ス
だ
っ

た
？

Ｂ
：
こ
れ
が
地
図
。
山
の
上
ま
で
行
く
と

道
が
な
い
と
こ
ろ
に
も
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ

ン
ト
（
Ｃ
Ｐ
）
が
あ
っ
た
。

Ａ
：
こ
こ
、
結
構
迷
っ
ち
ゃ
っ
た
よ
ね
。

Ｃ
：
ど
れ
ど
れ
？

な
る
ほ
ど
初
心
者
に

は
難
し
そ
う
だ
。
ど
う
や
っ
て
行
っ
た

の
？

Ａ
：
分
岐
（
Ｘ
）
か
ら
道
路
を
南
に
進
ん

で
Ｃ
Ｐ
の
一
番
近
づ
く
曲
が
り
（
ａ
）

か
ら
道
路
を
外
れ
て
Ｃ
Ｐ
近
く
の
道
を

目
指
し
た
ん
だ
け
ど
。

Ｂ
：
何
と
な
く
東
に
進
ん
だ
ん
だ
け
ど
よ

く
分
か
ら
な
く
な
っ
て
ウ
ロ
ウ
ロ
し
て

い
た
ら
鉄
塔
（
ｂ
）
ま
で
出
ち
ゃ
っ
た
。

そ
れ
で
現
在
地
が
分
か
っ
た
の
で
、
そ

こ
か
ら
直
接
Ｃ
Ｐ
に
行
こ
う
と
南
を
目

指
し
た
ん
だ
け
ど
今
度
は
切
れ
込
ん
だ

谷
の
上
（
ｃ
）
に
出
ち
ゃ
っ
て
。
谷
を

渡
れ
ず
、
迷
う
の
も
怖
い
か
ら
い
っ
た

ん
三
角
点
ま
で
戻
ろ
う
と
し
た
。

Ａ
：
も
う
諦
め
よ
う
と
言
っ
た
ん
だ
。

Ｂ
：
高
得
点
だ
っ
た
か
ら
諦
め
き
れ
ず
。

Ｃ
：
そ
の
様
子
だ
け
で
も
楽
し
ん
で
い
た

様
子
が
分
る
よ
。
そ
れ
か
ら
？

Ｂ
：
登
っ
て
い
る
途
中
で
少
し
平
ら
に

な
っ
て
、
ま
た
斜
面
が
急
に
な
る
手
前

に
小
さ
な
ピ
ー
ク
（
ｄ
）
が
あ
っ
て
場

所
が
分
か
っ
た
。

Ａ
：
私
が
も
う
迷
い
た
く
な
い
っ
て
主
張

し
た
の
で
、
そ
こ
か
ら
南
に
進
む
こ
と

に
し
た
の
。

Ｂ
：
そ
う
。
ま
っ
す
ぐ
行
く
の
を
諦
め
て

南
に
伸
び
る
尾
根
（
ｅ
）
に
乗
っ
て
、

尾
根
を
下
っ
て
尾
根
が
左
に
曲
が
っ
た

先
で
道
に
乗
っ
た
（
ｆ
）。
道
を
辿
っ

て
分
岐
を
ま
っ
す
ぐ
進
み
、
道
の
終
わ

り
（
ｇ
）
で
右
を
向
い
た
ら
尾
根
の
先

に
Ｃ
Ｐ
の
目
印
が
見
え
た
。

Ａ
：
最
初
か
ら
う
ま
く
行
く
に
は
ど
う
す

れ
ば
よ
か
っ
た
の
？

Ｃ
：
そ
う
だ
ね
、
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
い
こ

と
は
い
っ
ぱ
い
あ
る
け
ど
と
り
あ
え
ず

２
つ
だ
け
。
ま
ず
、
最
初
に
道
を
離
れ

た
と
こ
ろ
は
現
在
地
を
し
っ
か
り
把
握

し
て
た
？

　

２
０
０
９
年
初
夏
の
連
載
開
始
よ
り
１０
年

以
上
本
連
載
を
ご
愛
読
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
さ
ん
に
は
釈
迦
に
説
法

で
す
が
、
地
図
読
み
は
、
地
図
だ
け
で
な

く
、
風
景
の
中
か
ら
適
切
な
情
報
を
読
み
取

り
、
そ
れ
を
あ
る
と
き
は
体
感
的
に
、
あ
る

時
は
論
理
的
に
活
用
し
て
、
自
分
の
現
在
地

や
進
む
べ
き
ル
ー
ト
を
把
握
す
る
ス
キ
ル
で

す
。
そ
の
習
得
に
は
山
の
中
で
の
経
験
を
積

む
こ
と
も
大
事
で
す
が
、
同
じ
よ
う
に
、
じ
っ

く
り
地
図
や
風
景
に
向
き
合
う
こ
と
で
、
何

が
適
切
か
を
体
系
的
に
学
ぶ
こ
と
も
欠
か
せ

ま
せ
ん
。
そ
の
機
会
を
、
楽
し
み
な
が
ら
、

達
成
感
を
得
て
も
ら
い
な
が
ら
提
供
し
た
い
、

そ
の
思
い
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
の
が
こ
の
連

載
で
す
。

直
感
的
に
は
面
白
い
課
題
も
、
実
際
に
一
方

通
行
の
紙
面
上
で
問
題
と
し
て
作
り
上
げ
る
の

は
難
し
く
、
私
た
ち
に
と
っ
て
も
良
い
勉
強
に

な
り
ま
し
た
。
３
人
で
交
代
で
作
問
し
、
互
い

に
評
価
す
る
こ
と
が
い
い
刺
激
に
も
な
り
ま
し

た
。
皆
さ
ん
が
、
こ
れ
ま
で
気
づ
か
な
か
っ
た

地
図
読
み
の
面
白
さ
を
連
載
を
通
し
て
発
見
し

て
い
た
だ
け
た
な
ら
ば
幸
い
で
す
。

こ
の
２
年
半
、
山
に
登
る
こ
と
も
制
限
さ
れ

る
時
期
も
あ
り
ま
し
た
し
、
今
で
も
、
グ
ル
ー

プ
で
の
活
動
は
し
づ
ら
い
境
遇
に
い
る
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
る
で
し
ょ
う
。
一
方
で
、
オ
ン
ラ
イ

ン
で
双
方
向
的
講
義
を
気
軽
に
一
流
の
登
山

関
係
者
か
ら
受
け
る
こ
と
も
可
能
に
な
り
ま

し
た
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
を
フ
ル
活
用
し
た
地
図

読
み
迷
人
で
、
ま
た
お
会
い
す
る
チ
ャ
ン
ス

が
あ
れ
ば
幸
い
で
す
。

【解答】
　地図を使って CP を巡るスポーツは各地で開催されている。ナビゲーショ
ンのよい練習になるので挑戦してみるのもよいだろう。何より自分のルー
トプランや実際に見たもの、やったことを言葉にして人に説明すること（さ
れること）はナビゲーションのレベルアップに欠かせないものだと筆者は
考えている。普段の登山でも身近な仲間同士で振り返ってみてほしい。
① a：道の曲がるこの辺りが正解 b：送電線が曲がっている箇所含め候
補地はいくつかあるが、南に向かって CP に行けるのはここの場所 c：b
の南の崖に出たと思われるが、崖記号のない東側も急なため、この辺りの
斜面を見た可能性もある d：隠れピークも含め考えるとピークがありそう
な場所は他にもあるが、急斜面の手前という情報と e、f との関係を考える
とここに絞れる e・f・g：進行方向に整置して読めば場所を特定するのは
難しくない。
②　（ア）（エ）
　ア、エともノースマークは正しくセットできているが、磁針の向きが正
しくない。（ア）は 180°、（エ）は約 60°磁針がずれている。なおコンパ
ス直進をする際は、（オ）のようにプレートの長辺を地図上の進みたい方向
に合わせ、（イ）のようにノースマークを磁北線と同じ向きにセットすれば、

（ウ）のように地図を離してもノースマークに磁針を合わせることでセット
した方向に進める。（イ）のように地図を離さず直進してもよいし、ちょっ
とした距離ならば（オ）のようにノースマークをセットせず地図に引かれ
た磁北線と磁針の向きを合わせたまま進んでも地図が整置されているので
進行方向を維持できる。

（ア）

（ウ）

（イ）

（エ） （オ）

【最終刊に寄せて】
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道
迷
い
を
防
ぐ
③

ロ
ゲ
イ
ニ
ン
グ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

162

【問題】
ある 3 人の会話を読んで、次の問題に答えてく
ださい。
①（a）～（g）がどのあたりを指すか考えてく
ださい。
②下線部分のコンパスの持ち方として不適切な
ものを（ア）～（オ）からすべて選んでくださ
い。写真内の赤矢印が進行方向とします。

Ｂ
：
道
が
曲
が
っ
て
る
か
ら
こ
の
辺
か

な
っ
て
。

Ｃ
：
地
図
だ
と
は
っ
き
り
曲
が
っ
て
見
え

る
け
ど
、
こ
の
く
ら
い
の
カ
ー
ブ
は
現

地
で
は
頂
点
が
分
か
ら
な
い
と
思
う
。

始
点
が
ず
れ
て
い
た
ら
迷
う
可
能
性
は

高
い
よ
ね
。
例
え
ば
道
路
の
左
側
に
急

な
斜
面
（
ｈ
）
が
あ
る
の
で
こ
こ
を
起

点
に
す
れ
ば
現
在
地
が
は
っ
き
り
し
て

自
信
を
も
っ
て
進
め
た
だ
ろ
う
ね
。
三

角
点
を
見
て
か
ら
行
く
く
ら
い
で
も
よ

か
っ
た
か
も
。

Ａ
：
な
る
ほ
ど
。

Ｃ
：
も
う
１
つ
。
道
を
外
れ
て
か
ら
は
コ

ン
パ
ス
を
使
っ
た
？

Ｂ
：
東
に
進
む
の
は
確
認
し
た
。
後
半
も

使
っ
て
迷
わ
な
か
っ
た
し
、
使
え
て
い

る
と
思
う
。

Ｃ
：
そ
う
だ
ね
。
東
西
南
北
４
方
向
に
進

む
の
は
出
来
て
い
そ
う
だ
け
ど
、
今
回

の
場
合
、
例
え
ば
三
角
点
か
ら
Ｃ
Ｐ
に

行
く
に
は
磁
北
に
対
し
て
東
南
東
へ
進

ま
な
い
と
い
け
な
い
。
よ
り
細
か
な
コ

ン
パ
ス
ワ
ー
ク
を
身
に
付
け
た
い
ね
。

Ｂ
：
教
え
て
も
ら
っ
た
の
に
忘
れ
て
た
。

あ
あ
、
次
こ
そ
う
ま
く
や
り
た
い
。

Ａ
：
地
図
を
見
な
が
ら
冒
険
す
る
感
じ
で

楽
し
か
っ
た
よ
ね
。
ス
マ
ホ
も
あ
る
し

地
図
読
み
で
き
な
く
て
も
い
い
か
な
っ

て
思
っ
て
い
た
け
ど
新
し
い
楽
し
み
を

見
つ
け
た
感
じ
。

Ｃ
：
い
い
ね
。
じ
ゃ
あ
今
度
勝
負
し
よ
う
。

Ａ
＆
Ｂ
：
ま
ず
一
緒
に
出
て
よ
！

Ａ
：
Ｃ
さ
ん
が
薦
め
て
く
れ
た
ロ
ゲ
イ
ニ

ン
グ
に
参
加
し
て
き
た
の
！

Ｃ
：
お
お
、
嬉
し
い
ね
。
ど
う
だ
っ
た
？

Ｂ
：
私
た
ち
は
ゆ
っ
く
り
歩
い
た
か
ら
順

位
は
下
の
方
だ
っ
た
け
ど
優
勝
し
た
ペ

ア
は
ず
っ
と
走
っ
て
５０
キ
ロ
以
上
走
っ

た
っ
て
聞
い
て
驚
い
ち
ゃ
っ
た
。

Ａ
：
ず
っ
と
地
図
読
み
す
る
の
が
す
ご
く

疲
れ
た
と
い
う
か
頭
を
使
っ
て
大
変

だ
っ
た
。

Ｃ
：
ロ
ゲ
イ
ニ
ン
グ
は
そ
れ
ぞ
れ
の
体
力

に
合
わ
せ
て
楽
し
み
な
が
ら
ト
ッ
プ

選
手
と
同
じ
コ
ー
ス
で
競
え
る
の
も
魅

力
の
１
つ
だ
ね
。
ど
ん
な
コ
ー
ス
だ
っ

た
？

Ｂ
：
こ
れ
が
地
図
。
山
の
上
ま
で
行
く
と

道
が
な
い
と
こ
ろ
に
も
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ

ン
ト
（
Ｃ
Ｐ
）
が
あ
っ
た
。

Ａ
：
こ
こ
、
結
構
迷
っ
ち
ゃ
っ
た
よ
ね
。

Ｃ
：
ど
れ
ど
れ
？　

な
る
ほ
ど
初
心
者
に

は
難
し
そ
う
だ
。
ど
う
や
っ
て
行
っ
た

の
？

Ａ
：
分
岐
（
Ｘ
）
か
ら
道
路
を
南
に
進
ん

で
Ｃ
Ｐ
の
一
番
近
づ
く
曲
が
り
（
ａ
）

か
ら
道
路
を
外
れ
て
Ｃ
Ｐ
近
く
の
道
を

目
指
し
た
ん
だ
け
ど
。

Ｂ
：
何
と
な
く
東
に
進
ん
だ
ん
だ
け
ど
よ

く
分
か
ら
な
く
な
っ
て
ウ
ロ
ウ
ロ
し
て

い
た
ら
鉄
塔
（
ｂ
）
ま
で
出
ち
ゃ
っ
た
。

そ
れ
で
現
在
地
が
分
か
っ
た
の
で
、
そ

こ
か
ら
直
接
Ｃ
Ｐ
に
行
こ
う
と
南
を
目

指
し
た
ん
だ
け
ど
今
度
は
切
れ
込
ん
だ

谷
の
上
（
ｃ
）
に
出
ち
ゃ
っ
て
。
谷
を

渡
れ
ず
、
迷
う
の
も
怖
い
か
ら
い
っ
た

ん
三
角
点
ま
で
戻
ろ
う
と
し
た
。

Ａ
：
も
う
諦
め
よ
う
と
言
っ
た
ん
だ
。

Ｂ
：
高
得
点
だ
っ
た
か
ら
諦
め
き
れ
ず
。

Ｃ
：
そ
の
様
子
だ
け
で
も
楽
し
ん
で
い
た

様
子
が
分
る
よ
。
そ
れ
か
ら
？

Ｂ
：
登
っ
て
い
る
途
中
で
少
し
平
ら
に

な
っ
て
、
ま
た
斜
面
が
急
に
な
る
手
前

に
小
さ
な
ピ
ー
ク
（
ｄ
）
が
あ
っ
て
場

所
が
分
か
っ
た
。

Ａ
：
私
が
も
う
迷
い
た
く
な
い
っ
て
主
張

し
た
の
で
、
そ
こ
か
ら
南
に
進
む
こ
と

に
し
た
の
。

Ｂ
：
そ
う
。
ま
っ
す
ぐ
行
く
の
を
諦
め
て

南
に
伸
び
る
尾
根
（
ｅ
）
に
乗
っ
て
、

尾
根
を
下
っ
て
尾
根
が
左
に
曲
が
っ
た

先
で
道
に
乗
っ
た
（
ｆ
）。
道
を
辿
っ

て
分
岐
を
ま
っ
す
ぐ
進
み
、
道
の
終
わ

り
（
ｇ
）
で
右
を
向
い
た
ら
尾
根
の
先

に
Ｃ
Ｐ
の
目
印
が
見
え
た
。

Ａ
：
最
初
か
ら
う
ま
く
行
く
に
は
ど
う
す

れ
ば
よ
か
っ
た
の
？

Ｃ
：
そ
う
だ
ね
、
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
い
こ

と
は
い
っ
ぱ
い
あ
る
け
ど
と
り
あ
え
ず

２
つ
だ
け
。
ま
ず
、
最
初
に
道
を
離
れ

た
と
こ
ろ
は
現
在
地
を
し
っ
か
り
把
握

し
て
た
？

　

２
０
０
９
年
初
夏
の
連
載
開
始
よ
り
１０
年

以
上
本
連
載
を
ご
愛
読
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
さ
ん
に
は
釈
迦
に
説
法

で
す
が
、
地
図
読
み
は
、
地
図
だ
け
で
な

く
、
風
景
の
中
か
ら
適
切
な
情
報
を
読
み
取

り
、
そ
れ
を
あ
る
と
き
は
体
感
的
に
、
あ
る

時
は
論
理
的
に
活
用
し
て
、
自
分
の
現
在
地

や
進
む
べ
き
ル
ー
ト
を
把
握
す
る
ス
キ
ル
で

す
。
そ
の
習
得
に
は
山
の
中
で
の
経
験
を
積

む
こ
と
も
大
事
で
す
が
、
同
じ
よ
う
に
、
じ
っ

く
り
地
図
や
風
景
に
向
き
合
う
こ
と
で
、
何

が
適
切
か
を
体
系
的
に
学
ぶ
こ
と
も
欠
か
せ

ま
せ
ん
。
そ
の
機
会
を
、
楽
し
み
な
が
ら
、

達
成
感
を
得
て
も
ら
い
な
が
ら
提
供
し
た
い
、

そ
の
思
い
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
の
が
こ
の
連

載
で
す
。

直
感
的
に
は
面
白
い
課
題
も
、
実
際
に
一
方

通
行
の
紙
面
上
で
問
題
と
し
て
作
り
上
げ
る
の

は
難
し
く
、
私
た
ち
に
と
っ
て
も
良
い
勉
強
に

な
り
ま
し
た
。
３
人
で
交
代
で
作
問
し
、
互
い

に
評
価
す
る
こ
と
が
い
い
刺
激
に
も
な
り
ま
し

た
。
皆
さ
ん
が
、
こ
れ
ま
で
気
づ
か
な
か
っ
た

地
図
読
み
の
面
白
さ
を
連
載
を
通
し
て
発
見
し

て
い
た
だ
け
た
な
ら
ば
幸
い
で
す
。

こ
の
２
年
半
、
山
に
登
る
こ
と
も
制
限
さ
れ

る
時
期
も
あ
り
ま
し
た
し
、
今
で
も
、
グ
ル
ー

プ
で
の
活
動
は
し
づ
ら
い
境
遇
に
い
る
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
る
で
し
ょ
う
。
一
方
で
、
オ
ン
ラ
イ

ン
で
双
方
向
的
講
義
を
気
軽
に
一
流
の
登
山

関
係
者
か
ら
受
け
る
こ
と
も
可
能
に
な
り
ま

し
た
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
を
フ
ル
活
用
し
た
地
図

読
み
迷
人
で
、
ま
た
お
会
い
す
る
チ
ャ
ン
ス

が
あ
れ
ば
幸
い
で
す
。

【解答】
　地図を使って CP を巡るスポーツは各地で開催されている。ナビゲーショ
ンのよい練習になるので挑戦してみるのもよいだろう。何より自分のルー
トプランや実際に見たもの、やったことを言葉にして人に説明すること（さ
れること）はナビゲーションのレベルアップに欠かせないものだと筆者は
考えている。普段の登山でも身近な仲間同士で振り返ってみてほしい。
① a：道の曲がるこの辺りが正解　b：送電線が曲がっている箇所含め候
補地はいくつかあるが、南に向かって CP に行けるのはここの場所　c：b
の南の崖に出たと思われるが、崖記号のない東側も急なため、この辺りの
斜面を見た可能性もある　d：隠れピークも含め考えるとピークがありそう
な場所は他にもあるが、急斜面の手前という情報と e、f との関係を考える
とここに絞れる　e・f・g：進行方向に整置して読めば場所を特定するのは
難しくない。
②　（ア）（エ）

ア、エともノースマークは正しくセットできているが、磁針の向きが正
しくない。（ア）は 180°、（エ）は約 60°磁針がずれている。なおコンパ
ス直進をする際は、（オ）のようにプレートの長辺を地図上の進みたい方向
に合わせ、（イ）のようにノースマークを磁北線と同じ向きにセットすれば、

（ウ）のように地図を離してもノースマークに磁針を合わせることでセット
した方向に進める。（イ）のように地図を離さず直進してもよいし、ちょっ
とした距離ならば（オ）のようにノースマークをセットせず地図に引かれ
た磁北線と磁針の向きを合わせたまま進んでも地図が整置されているので
進行方向を維持できる。

（ア）

（ウ）

（イ）

（エ） （オ）

【最終刊に寄せて】
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度
程
の
急
な
ル
ン
ゼ
を
Ｐ
２
Ｐ
３
と

の
コ
ル
に
登
り
上
が
り
、
そ
の
ま
ま

Ｐ
３
の
雪
壁
か
ら
リ
ッ
ジ
に
取
り
付

き
Ｐ
３
頂
上
に
抜
け
る
。
１５
時
に
な

り
テ
ン
ト
場
を
探
し
な
が
ら
進
む
。

Ｐ
３
Ｐ
４
の
コ
ル
は
リ
ッ
ジ
上
だ
が
、

岩
と
岩
の
間
の
雪
を
切
っ
て
そ
こ
に

テ
ン
ト
を
突
っ
込
ん
だ
。
フ
ィ
ッ
ク

ス
ロ
ー
プ
を
張
り
、
体
と
テ
ン
ト
を

固
定
し
て
寝
た
。
一
人
ぼ
っ
ち
で
硫

黄
尾
根
の
ど
真
ん
中
に
い
る
と
思
う

と
、
夕
日
が
落
ち
る
と
共
に
、
孤
独

に
潰
れ
そ
う
に
な
る
。
夜
中
、
目
の

前
の
Ｐ
４
の
壁
が
何
度
も
頭
に
浮
か

び
、
あ
ま
り
眠
れ
な
か
っ
た
。

聴
い
て
い
な
い
。
だ
が
、
小
規
模
で

あ
る
が
典
型
的
な
表
層
雪
崩
が
い
た

る
と
こ
ろ
で
起
き
て
い
る
。
リ
ス
ク

は
あ
る
が
尾
根
通
し
に
進
む
分
に
は

大
丈
夫
だ
ろ
う
。今
回
の
好
天
の
チ
ャ

ン
ス
を
逃
し
た
く
な
い
。
時
間
を
か

け
て
行
動
す
れ
ば
、
僕
な
ら
や
れ
る
。

よ
し
行
く
ぞ
！

手
ご
わ
い
壁
に
向
か
っ
て

森
林
限
界
は
過
ぎ
た
が
昨
日
と
同

じ
く
、い
き
な
り
ズ
ボ
り
だ
す
。
ザ
ッ

ク
を
捨
て
、
ダ
ブ
ル
ラ
ッ
セ
ル
か
ら

の
ス
タ
ー
ト
。
Ｐ
１
と
Ｐ
２
は
ま
と

め
て
湯
俣
側
を
巻
い
て
降
り
た
。
７０

テ
ン
ト
は
わ
ず
か
７
０
０
ｇ
だ
。シ
ュ

ラ
フ
は
夏
山
低
山
用
を
持
ち
、
ロ
ー

プ
も
誤
っ
た
使
い
方
だ
が
、
登
り
で

落
ち
な
い
こ
と
を
前
提
に
懸
垂
が
安

全
に
で
き
る
ダ
イ
ニ
ー
マ
６
㎜
×
５０

ｍ
に
し
、
ザ
ッ
ク
は
５５
ℓ
・
１６
㎏
に

ま
と
め
た
。

　

さ
ぁ
、
リ
ベ
ン
ジ
の
始
ま
り
だ
！

１
日
目
、
一
人
ぼ
っ
ち
の
寂
し
さ

は
感
じ
な
か
っ
た
が
、
ま
だ
余
裕
の

あ
る
心
体
に
ラ
ー
メ
ン
１
杯
の
夕
食

で
は
腹
が
寂
し
か
っ
た
。
２
日
目
の

朝
、
テ
ン
ト
を
出
る
と
北
鎌
が
真
正

面
に
広
が
る
。
ま
た
一
人
ぼ
っ
ち
の

登
山
が
始
ま
る
。
こ
の
後
は
、ト
レ
ー

ス
の
痕
跡
は
も
ち
ろ
ん
、
誰
と
出
会

う
こ
と
も
な
か
っ
た
。
１８
時
前
と
っ

く
に
日
が
沈
ん
だ
こ
ろ
硫
黄
岳
頂
上

下
の
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
に
着
い
た
。

３
日
目
は
、
硫
黄
岳
を
抜
け
て
赤

岳
前
衛
峰
群
に
足
を
踏
み
入
れ
る
こ

と
と
な
る
。
進
め
ば
、
も
う
引
き
返

せ
な
い
。
気
が
か
り
は
、
昼
間
の
気

温
上
昇
だ
。
全
層
や
ブ
ロ
ッ
ク
雪
崩

の
大
砲
の
よ
う
な
大
き
な
音
は
ま
だ

４
日
目　

雪
崩
に
流
さ
れ
、

そ
れ
で
も
Ⅰ
峰
の
尾
根
へ

核
心
部
を
抜
け
る
朝
を
迎
え
た
。

６
時
出
発
。
心
配
で
眠
れ
な
か
っ
た

Ｐ
４
に
取
り
付
く
。
急
な
モ
ナ
カ
雪

の
雪
壁
で
、
卵
の
殻
の
よ
う
な
雪
面

に
ピ
ッ
ク
を
突
き
刺
し
て
登
る
。
も

う
必
死
で
、
怖
が
っ
て
い
る
暇
は
な

い
。Ｐ

４
に
着
く
と
南
側
に
残
置
支
点

が
あ
っ
た
。
残
置
カ
ラ
ビ
ナ
が
か
か

る
千
丈
側
に
ロ
ー
プ
を
投
げ
る
。
慎

重
に
次
の
支
点
を
探
し
な
が
ら
懸
垂

す
る
も
、
ロ
ー
プ
の
末
端
ま
で
支
点

は
な
か
っ
た
。
湯
俣
側
に
下
る
の
が

正
解
だ
っ
た
ら
し
い
。
懸
垂
後
、
穏

や
か
な
コ
ル
に
出
て
ほ
っ
と
す
る
。

雪
壁
に
取
り
付
い
て
す
ぐ
、
目
の

前
の
雪
面
に
亀
裂
が
入
っ
た
。
い
っ

た
ん
止
ま
り
か
け
、
滑
落
停
止
体
勢

に
入
る
こ
と
が
で
き
、
ピ
ッ
ク
が
根

雪
の
ク
ラ
ス
ト
面
を
引
っ
か
き
な
が

ら
、雪
崩
本
体
と
体
が
離
れ
て
止
ま
っ

た
。
厚
さ
１０
㎝
・
幅
１０
ｍ
の
表
層
雪

崩
だ
っ
た
。
右
足
大
腿
と
右
肩
が
痛

い
。
岩
陰
で
水
と
ロ
キ
ソ
ニ
ン
を
飲

ん
で
、
雪
壁
対
岸
の
小
さ
な
岩
塔
下

ま
で
渡
り
、
さ
ら
に
赤
岳
主
峰
群
Ⅰ

峰
の
基
部
岩
壁
群
沿
い
の
急
な
雪
壁

を
ト
ラ
バ
ー
ス
し
た
。
１
時
間
半
か

け
て
Ⅰ
峰
の
東
に
延
び
る
大
き
な
尾

硫黄岳前鋭鋒群と槍ケ岳遠望

p8（地理院地図「赤岳」）
p7

中山沢のコル

p6 p5

p5

p4

p4

p2

p2

p1

p1

白樺台地
西鎌尾根

p1
湯俣川

p2
p3

p4p5
p6

p3

p3

硫黄岳南峰

硫黄台地

千丈沢

湯俣へ

槍ヶ岳へ

硫黄岳

小次郎のコル

2日目泊

3日目泊

4日目泊

1日目泊

雷鳥ルンゼ

硫
黄
岳
ジ
ャ
ン
ダ
ル
ム
群

赤
岳
主
峰
群

赤
岳
ジ
ャ
ン
ダ
ル
ム
群

一人ぼっちの
硫黄尾根

硫黄尾根～西鎌尾根 5日間の登攀記録

「思い出の山」「とっておきの山」「会心
の山」をキーワードとし、ここ 5 年程で
登山時報に掲載された山行・紀行から 3
編を厳選した。『一人ぼっちの硫黄尾根』
は 2018 年 12 月、2019 年 1 月・3 月・4
月に渡って掲載。この記録を凝縮し、再
度紹介する。

木下育美  山岳冒険倶楽部　星と焚火／福岡

2018 年 3 月 25 日～ 29 日
3/25　7:30葛温泉  行動開始～ 18:00 硫黄尾根下部
          1700m 泊
3/26　7:00 発～ 18:00 硫黄岳直下ジャンクション泊
3/27　4:00 発～ 16:00 赤岳前衛峰群 P3P4 コル泊
3/28　6:00 発～ 16:00 西鎌尾根直下泊
3/29　3:40 発～千丈沢乗越し～槍平～ 15:30 新穂高

　

自
分
の
「
潮
時
」
に
挑
戦

登
山
に
も
必
ず
引
退
の
時
が
来

る
。
年
と
と
も
に
フ
ィ
ジ
カ
ル
な
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
落
ち
て
い
く
が
、

そ
れ
以
上
に
重
要
な
要
素
で
あ
る
登

山
の
「
経
験
」
は
上
が
っ
て
い
く
。

二
つ
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
て
い
る
時

こ
そ
最
も
安
全
に
山
に
挑
め
る
。
お

互
い
に
命
を
預
け
あ
う
登
山
で
は
一

流
ア
ス
リ
ー
ト
以
上
に
「
潮
時
」
を

厳
格
に
意
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
っ
て
い
る
。僕
も「
潮
時
」を
薄
々

感
じ
始
め
、
今
ま
で
の
登
山
経
験
を
、

冬
の
硫
黄
尾
根
を
舞
台
に
一
人
で
最

後
に
試
そ
う
と
思
っ
た
。
確
実
に
今

回
で
完
登
し
た
か
っ
た
の
で
、
安
全

に
登
り
通
す
た
め
に
、
少
々
停
滞
や

遅
れ
が
生
じ
て
も
諦
め
ず
に
済
む
行

動
計
画
を
立
て
た
。

９
日
分
の
燃
料
と
７
日
分
の
通
常

食
＋
２
日
分
の
非
常
食
。
最
終
的
に

朝
昼
チ
ョ
コ
と
ク
ッ
キ
ー
で
４
０
０

Kcal
ず
つ
、
夜
ラ
ー
メ
ン
と
ナ
ッ
ツ
で

５
０
０

Kcal
、
１
日
１
３
０
０

Kcal
で
食

糧
計
画
を
立
て
た
。

軽
量
化
も
グ
ラ
ム
単
位
で
行
っ
た
。

硫黄岳前衛鋒群と槍ケ岳遠望硫黄岳へは急峻なリッジが続く

硫黄岳前衛峰群 P3P4 のコルの岩の間を切って
テントを張る。
両端が切れ落ちているので、ロープでテントと
体を固定して寝た

いたるところで表層雪崩が発生、巻き込まれる

正面が赤岳前衛峰群 P7
ピークへ続く雪壁で雪崩に流された
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度
程
の
急
な
ル
ン
ゼ
を
Ｐ
２
Ｐ
３
と

の
コ
ル
に
登
り
上
が
り
、
そ
の
ま
ま

Ｐ
３
の
雪
壁
か
ら
リ
ッ
ジ
に
取
り
付

き
Ｐ
３
頂
上
に
抜
け
る
。
１５
時
に
な

り
テ
ン
ト
場
を
探
し
な
が
ら
進
む
。

Ｐ
３
Ｐ
４
の
コ
ル
は
リ
ッ
ジ
上
だ
が
、

岩
と
岩
の
間
の
雪
を
切
っ
て
そ
こ
に

テ
ン
ト
を
突
っ
込
ん
だ
。
フ
ィ
ッ
ク

ス
ロ
ー
プ
を
張
り
、
体
と
テ
ン
ト
を

固
定
し
て
寝
た
。
一
人
ぼ
っ
ち
で
硫

黄
尾
根
の
ど
真
ん
中
に
い
る
と
思
う

と
、
夕
日
が
落
ち
る
と
共
に
、
孤
独

に
潰
れ
そ
う
に
な
る
。
夜
中
、
目
の

前
の
Ｐ
４
の
壁
が
何
度
も
頭
に
浮
か

び
、
あ
ま
り
眠
れ
な
か
っ
た
。

聴
い
て
い
な
い
。
だ
が
、
小
規
模
で

あ
る
が
典
型
的
な
表
層
雪
崩
が
い
た

る
と
こ
ろ
で
起
き
て
い
る
。
リ
ス
ク

は
あ
る
が
尾
根
通
し
に
進
む
分
に
は

大
丈
夫
だ
ろ
う
。今
回
の
好
天
の
チ
ャ

ン
ス
を
逃
し
た
く
な
い
。
時
間
を
か

け
て
行
動
す
れ
ば
、
僕
な
ら
や
れ
る
。

よ
し
行
く
ぞ
！

　

手
ご
わ
い
壁
に
向
か
っ
て

森
林
限
界
は
過
ぎ
た
が
昨
日
と
同

じ
く
、い
き
な
り
ズ
ボ
り
だ
す
。
ザ
ッ

ク
を
捨
て
、
ダ
ブ
ル
ラ
ッ
セ
ル
か
ら

の
ス
タ
ー
ト
。
Ｐ
１
と
Ｐ
２
は
ま
と

め
て
湯
俣
側
を
巻
い
て
降
り
た
。
７０

テ
ン
ト
は
わ
ず
か
７
０
０
ｇ
だ
。シ
ュ

ラ
フ
は
夏
山
低
山
用
を
持
ち
、
ロ
ー

プ
も
誤
っ
た
使
い
方
だ
が
、
登
り
で

落
ち
な
い
こ
と
を
前
提
に
懸
垂
が
安

全
に
で
き
る
ダ
イ
ニ
ー
マ
６
㎜
×
５０

ｍ
に
し
、
ザ
ッ
ク
は
５５
ℓ
・
１６
㎏
に

ま
と
め
た
。

さ
ぁ
、
リ
ベ
ン
ジ
の
始
ま
り
だ
！

１
日
目
、
一
人
ぼ
っ
ち
の
寂
し
さ

は
感
じ
な
か
っ
た
が
、
ま
だ
余
裕
の

あ
る
心
体
に
ラ
ー
メ
ン
１
杯
の
夕
食

で
は
腹
が
寂
し
か
っ
た
。
２
日
目
の

朝
、
テ
ン
ト
を
出
る
と
北
鎌
が
真
正

面
に
広
が
る
。
ま
た
一
人
ぼ
っ
ち
の

登
山
が
始
ま
る
。
こ
の
後
は
、ト
レ
ー

ス
の
痕
跡
は
も
ち
ろ
ん
、
誰
と
出
会

う
こ
と
も
な
か
っ
た
。
１８
時
前
と
っ

く
に
日
が
沈
ん
だ
こ
ろ
硫
黄
岳
頂
上

下
の
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
に
着
い
た
。

３
日
目
は
、
硫
黄
岳
を
抜
け
て
赤

岳
前
衛
峰
群
に
足
を
踏
み
入
れ
る
こ

と
と
な
る
。
進
め
ば
、
も
う
引
き
返

せ
な
い
。
気
が
か
り
は
、
昼
間
の
気

温
上
昇
だ
。
全
層
や
ブ
ロ
ッ
ク
雪
崩

の
大
砲
の
よ
う
な
大
き
な
音
は
ま
だ

　

４
日
目　

雪
崩
に
流
さ
れ
、

　

そ
れ
で
も
Ⅰ
峰
の
尾
根
へ

核
心
部
を
抜
け
る
朝
を
迎
え
た
。

６
時
出
発
。
心
配
で
眠
れ
な
か
っ
た

Ｐ
４
に
取
り
付
く
。
急
な
モ
ナ
カ
雪

の
雪
壁
で
、
卵
の
殻
の
よ
う
な
雪
面

に
ピ
ッ
ク
を
突
き
刺
し
て
登
る
。
も

う
必
死
で
、
怖
が
っ
て
い
る
暇
は
な

い
。Ｐ

４
に
着
く
と
南
側
に
残
置
支
点

が
あ
っ
た
。
残
置
カ
ラ
ビ
ナ
が
か
か

る
千
丈
側
に
ロ
ー
プ
を
投
げ
る
。
慎

重
に
次
の
支
点
を
探
し
な
が
ら
懸
垂

す
る
も
、
ロ
ー
プ
の
末
端
ま
で
支
点

は
な
か
っ
た
。
湯
俣
側
に
下
る
の
が

正
解
だ
っ
た
ら
し
い
。
懸
垂
後
、
穏

や
か
な
コ
ル
に
出
て
ほ
っ
と
す
る
。

雪
壁
に
取
り
付
い
て
す
ぐ
、
目
の

前
の
雪
面
に
亀
裂
が
入
っ
た
。
い
っ

た
ん
止
ま
り
か
け
、
滑
落
停
止
体
勢

に
入
る
こ
と
が
で
き
、
ピ
ッ
ク
が
根

雪
の
ク
ラ
ス
ト
面
を
引
っ
か
き
な
が

ら
、雪
崩
本
体
と
体
が
離
れ
て
止
ま
っ

た
。
厚
さ
１０
㎝
・
幅
１０
ｍ
の
表
層
雪

崩
だ
っ
た
。
右
足
大
腿
と
右
肩
が
痛

い
。
岩
陰
で
水
と
ロ
キ
ソ
ニ
ン
を
飲

ん
で
、
雪
壁
対
岸
の
小
さ
な
岩
塔
下

ま
で
渡
り
、
さ
ら
に
赤
岳
主
峰
群
Ⅰ

峰
の
基
部
岩
壁
群
沿
い
の
急
な
雪
壁

を
ト
ラ
バ
ー
ス
し
た
。
１
時
間
半
か

け
て
Ⅰ
峰
の
東
に
延
び
る
大
き
な
尾

硫黄岳前鋭鋒群と槍ケ岳遠望

p8（地理院地図「赤岳」）
p7

中山沢のコル
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白樺台地
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湯俣川
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p3

p4p5
p6
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p3

硫黄岳南峰

硫黄台地

千丈沢

湯俣へ

槍ヶ岳へ

硫黄岳

小次郎のコル

2日目泊

3日目泊

4日目泊

1日目泊

雷鳥ルンゼ

硫
黄
岳
ジ
ャ
ン
ダ
ル
ム
群

赤
岳
主
峰
群

赤
岳
ジ
ャ
ン
ダ
ル
ム
群

一人ぼっちの
硫黄尾根

硫黄尾根～西鎌尾根5日間の登攀記録

「思い出の山」「とっておきの山」「会心
の山」をキーワードとし、ここ 5 年程で
登山時報に掲載された山行・紀行から 3
編を厳選した。『一人ぼっちの硫黄尾根』
は 2018 年 12 月、2019 年 1 月・3 月・4
月に渡って掲載。この記録を凝縮し、再
度紹介する。

木下育美 山岳冒険倶楽部　星と焚火／福岡

2018 年 3 月 25 日～ 29 日
3/25　7:30葛温泉  行動開始～ 18:00 硫黄尾根下部
          1700m 泊
3/26　7:00 発～ 18:00 硫黄岳直下ジャンクション泊
3/27　4:00 発～ 16:00 赤岳前衛峰群 P3P4 コル泊
3/28　6:00 発～ 16:00 西鎌尾根直下泊
3/29　3:40 発～千丈沢乗越し～槍平～ 15:30 新穂高

自
分
の
「
潮
時
」
に
挑
戦

登
山
に
も
必
ず
引
退
の
時
が
来

る
。
年
と
と
も
に
フ
ィ
ジ
カ
ル
な
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
落
ち
て
い
く
が
、

そ
れ
以
上
に
重
要
な
要
素
で
あ
る
登

山
の
「
経
験
」
は
上
が
っ
て
い
く
。

二
つ
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
て
い
る
時

こ
そ
最
も
安
全
に
山
に
挑
め
る
。
お

互
い
に
命
を
預
け
あ
う
登
山
で
は
一

流
ア
ス
リ
ー
ト
以
上
に
「
潮
時
」
を

厳
格
に
意
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
っ
て
い
る
。僕
も「
潮
時
」を
薄
々

感
じ
始
め
、
今
ま
で
の
登
山
経
験
を
、

冬
の
硫
黄
尾
根
を
舞
台
に
一
人
で
最

後
に
試
そ
う
と
思
っ
た
。
確
実
に
今

回
で
完
登
し
た
か
っ
た
の
で
、
安
全

に
登
り
通
す
た
め
に
、
少
々
停
滞
や

遅
れ
が
生
じ
て
も
諦
め
ず
に
済
む
行

動
計
画
を
立
て
た
。

９
日
分
の
燃
料
と
７
日
分
の
通
常

食
＋
２
日
分
の
非
常
食
。
最
終
的
に

朝
昼
チ
ョ
コ
と
ク
ッ
キ
ー
で
４
０
０

Kcal
ず
つ
、
夜
ラ
ー
メ
ン
と
ナ
ッ
ツ
で

５
０
０

Kcal
、
１
日
１
３
０
０

Kcal
で
食

糧
計
画
を
立
て
た
。

軽
量
化
も
グ
ラ
ム
単
位
で
行
っ
た
。

硫黄岳前衛鋒群と槍ケ岳遠望硫黄岳へは急峻なリッジが続く

硫黄岳前衛峰群 P3P4 のコルの岩の間を切って
テントを張る。
両端が切れ落ちているので、ロープでテントと
体を固定して寝た

いたるところで表層雪崩が発生、巻き込まれる

正面が赤岳前衛峰群 P7
ピークへ続く雪壁で雪崩に流された
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道のない山
石井光造

連
載
最
後
に
、
約
六
十
年
を
超
え
る

山
歩
き
で
、
特
に
記
憶
に
残
る
二
つ
の

山
を
書
い
て
終
わ
り
た
い
。
二
つ
と
も

道
（
登
山
道
）
の
な
い
山
。
只
見
線
の

会
津
塩
沢
駅
か
ら
歩
く
山
。
只
見
川
を

挟
ん
で
向
か
い
合
っ
て
い
る
。

右
写
真
は
笠
倉
山
（
九
九
四
ｍ
）
で
、

高
塩
か
ら
塩
沢
川
林
道
を
歩
き
、
藪
を

つ
め
て
尾
根
に
出
て
、
着
く
。
山
頂
か

ら
の
展
望
は
千
ｍ
以
下
の
山
と
は
思
え

な
い
ほ
ど
素
晴
ら
し
い
。
す
ぐ
前
に
は

独
特
の
山
容
を
見
せ
る
鷲
ケ
倉
山
、
残

雪
豊
か
な
守
門
岳
、
青
空
の
下
に
は
白

い
ピ
ー
ク
を
連
ね
る
越
後
三
山
が
遠
景

を
し
め
く
く
る
。
古
い
五
万
図
で
は
、

岩
記
号
が
囲
ん
で
い
た
山
頂
部
が
一
段

上
の
岩
峰
と
し
て
見
え
て
い
た
。

左
写
真
が
鷲
ケ
倉
山
（
九
一
八
ｍ
）。

こ
の
山
は
、
晩
春
の
残
雪
に
登
る
の
が

い
い
。
只
見
川
を
渡
っ
た
十
島
集
落
か

ら
歩
く
。
広
い
雪
原
を
横
断
し
て
、
右

側
の
稜
線
近
く
ま
で
突
き
上
げ
て
い
る

残
雪
を
詰
め
れ
ば
、
簡
単
に
尾
根
に
出

ら
れ
る
。
あ
と
は
岩
尾
根
を
歩
け
ば
、

残
雪
に
頭
を
出
し
て
い
る
三
角
点
標
石

を
見
つ
け
ら
れ
る
。
展
望
は
三
六
〇
度

の
広
が
り
。

vol.119

雪の陰は青紫  雪山を描こう

支
点
が
取
れ
ず
フ
ィ
ッ
ク
ス
も
張
れ

な
い
。
雪
庇
を
よ
け
て
、
右
に
左
に

尾
根
を
移
り
な
が
ら
慎
重
に
進
む
。

足
元
の
す
ぐ
下
に
は
、
雪
崩
れ
た
後

の
亀
裂
が
走
っ
て
い
る
。雪
稜
の
エ
ッ

ジ
を
胸
で
抱
き
か
か
え
る
よ
う
に
し

て
、
モ
ナ
カ
雪
の
殻
を
足
で
蹴
破
り
、

そ
の
下
の
根
雪
の
堅
い
雪
面
に
ク
ラ

ン
ポ
ン
の
前
歯
を
突
き
刺
す
。
１
時

間
程
か
け
て
ナ
イ
フ
リ
ッ
ジ
を
通
過

し
た
。

根
の
肩
に
登
る
と
、
凛
と
し
て
天
を

突
く
槍
が
突
然
目
の
前
に
現
れ
た
。
助

か
っ
た
！

大
き
な
た
め
息
を
つ
く
。

　
ま
だ
続
く
ナ
イ
フ
リ
ッ
ジ

白
樺
平
へ
倒
れ
込
む

Ⅱ
～
Ⅳ
峰
間
は
１
度
フ
ィ
ッ
ク
ス

を
張
り
、
そ
し
て
何
度
か
懸
垂
を
す

る
。
Ⅳ
～
Ⅴ
峰
間
は
左
右
互
い
違
い

に
雪
庇
の
出
る
複
雑
な
ヤ
セ
尾
根
だ
。

緩
い
斜
面
の
先
は
白
樺
平
だ
っ
た
。

倒
れ
こ
む
よ
う
に
大
休
止
を
取
る
。

咽
が
カ
ラ
カ
ラ
で
ボ
ト
ル
の
水
を
一

気
に
飲
み
干
す
と
、
緊
張
か
ら
解
放

さ
れ
た
。
死
な
ず
に
済
ん
だ
と
思
う

と
頭
の
中
が
空
っ
ぽ
に
な
り
目
頭
が

熱
く
な
っ
た
。

ま
だ
早
い
。
西
鎌
ま
で
上
が
ろ
う
。

ボ
チ
ボ
チ
歩
き
出
す
。
２
時
間
程
頑

張
っ
た
。
小
さ
な
ピ
ー
ク
を
越
え
る

と
、
目
の
前
に
西
鎌
の
真
っ
白
い
尾

根
が
左
右
に
広
が
っ

た
。
今
日
は
こ
こ
ま
で
。

風
が
強
い
の
で
西
鎌
ま

で
は
上
が
ら
ず
、
半
雪

洞
を
掘
っ
て
寝
た
。

　
完
登
西
鎌
か
ら

飛
騨
沢
へ
下
山

ク
レ
バ
ス
に
落
ち
る

天
気
が
崩
れ
そ
う
な

の
で
２
時
半
に
起
き
４

時
前
に
出
発
。
出
発
し

て
１
０
０
ｍ
程
で
突
然

体
が
宙
に
浮
い
た
。
ド

ス
ン
！

ま
た
雪
崩
？

と
思
い
き
や
今
度
は
少
し
違
う
。

ク
レ
バ
ス
状
の
穴
に
落
ち
た
ら
し
い
。

岩
角
で
右
膝
を
し
こ
た
ま
打
ち
し
ば

ら
く
痛
み
で
う
め
い
て
い
た
。

恐
る
恐
る
右
足
を
確
か
め
る
と
、

裂
傷
で
出
血
は
あ
る
が
壊
れ
て
は
い

な
い
よ
う
だ
。
ど
う
や
ら
雪
で
隠
れ

た
雪
庇
の
割
れ
目
に
落
ち
た
よ
う
だ
。

つ
い
に
西
鎌
尾
根
へ

１０
分
弱
で
西
鎌
に
乗
っ
た
。
槍
が

青
紫
の
白
ん
だ
空
を
背
景
に
と
て
も

綺
麗
だ
。
ヘ
ッ
デ
ン
を
消
し
て
目
を

凝
ら
し
な
が
ら
、
さ
っ
き
の
轍て

つ

を
踏

ま
な
い
よ
う
に
慎
重
に
進
む
。
１
時

間
程
で
左
俣
岳
到
着
。
も
う
す
ぐ
夜

明
け
だ
。

主
に
飛
騨
側
を
進
む
が
、
ク
ラ
ス

ト
し
た
雪
壁
や
、
時
に
は
氷
が
現
れ

緊
張
す
る
。
こ
こ
ま
で
来
て
滑
落
し

て
は
シ
ャ
レ
に
な
ら
な
い
。
ゆ
っ
く

り
時
間
を
か
け
慎
重
に
進
む
。
４
時

間
程
か
け
て
、
や
っ
と
千
丈
沢
乗
越

に
到
着
。
硫
黄
尾
根
の
課
題
は
終
了

し
た
！

赤岳主峰群Ⅱ峰より登ってきた峰々を振り返る。正面が硫黄岳

西鎌は巨大な雪庇ができていた。ところどころ夏道も出る

●空が青いのはみんな知っていますが、理由は太
陽光の中の「青」い光が散乱するからです。

●太陽光が雪にうつると少し黄色く光っていま
す。そこの影なので「黄色」の反対色「紫」と
空の青さが同じように水分の空気中と雪の中で
青く光りが散乱します。

●影の部分を青紫で描くと素敵に描けます。

大切

●影は乾かして何回か塗ろう

写真：吉川始（山登歩勤労者山の会／静岡）『行きの千円札の峠』
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只
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山
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が
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十
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落
か

ら
歩
く
。
広
い
雪
原
を
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、
右
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い
る

残
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を
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簡
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に
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根
に
出
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れ
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と
は
岩
尾
根
を
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ば
、

残
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に
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を
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る
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篠塚優    カモシカスポーツ山の店・松本店

紅
葉
の
時
期
に
な
る
と
思
い
出
す
の

は
、
２
０
１
８
年
に
登
っ
た
栗
駒
山
。
初

め
て
東
北
の
山
の
紅
葉
の
素
晴
ら
し
さ
を

目
の
当
た
り
に
し
た
私
は
、
そ
れ
か
ら
毎

年
東
北
の
紅
葉
を
見
に
行
く
こ
と
を
決
め

ま
し
た
。
題
し
て
『
行
く
ぜ
東
北
シ
リ
ー

ズ
』
で
す
（
笑
）

東
京
に
住
ん
で
い
た
昨
年
ま
で
は
、
え

き
ね
っ
と
で
早
め
に
予
約
す
れ
ば
新
幹
線

代
も
安
か
っ
た
の
で
、
さ
く
っ
と
２
日
間

の
お
休
み
で
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
で
も

今
年
は
松
本
起
点
。
遠
く
て
諦
め
か
け
て

い
ま
し
た
が
、
今
年
は
マ
イ
カ
ー
で
頑

張
っ
て
み
よ
う
！

と
４
連
休
を
取
得
。

初
め
て
の
車
中
泊
に
も
ド
キ
ド
キ
で
し

た
。結

果
と
し
て
お
天
気
の
巡
り
合
わ
せ
が

悪
く
、
山
は
１
日
だ
け
で
後
は
観
光
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
往
復
１
３
０

０
㎞
の
運
転
を
し
た
こ
と
で
遠
方
へ
車
で

出
か
け
る
こ
と
へ
の
ハ
ー
ド
ル
が
も
の
す

ご
く
下
が
り
、
そ
の
翌
週
向
か
っ
た
馬
場

島
は
近
く
感
じ
ま
し
た
（
笑
）

秋
の
山
は
服
選
び
が
１
年
を
通
し
て
１

番
難
し
い
と
感
じ
て
い
る
の
で
す
が
、
そ

ん
な
悩
み
を
吹
き
飛
ば
し
て
く
れ
る
の
が

パ
タ
ゴ
ニ
ア
の
ロ
ン
グ
ス
リ
ー
ブ
・
キ
ャ

プ
リ
ー
ン
・
ク
ー
ル
・
ラ
イ
ト
ウ
ェ
イ
ト
・

シ
ャ
ツ
。
生
地
が
非
常
に
薄
手
で
軽
く
て

し
な
や
か
で
、
ほ
ん
の
り
と
し
た
保
温
性

と
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
通
気
性
、
そ
し
て

優
れ
た
吸
汗
速
乾
性
が
あ
り
、
具
合
が
と

て
も
良
い
で
す
。

お
店
で
よ
く
売
れ
る
の
は
肌
触
り
の
良

さ
や
デ
ザ
イ
ン
性
か
ら
人
気
を
誇
る
キ
ャ

プ
リ
ー
ン
・
ク
ー
ル
・
デ
イ
リ
ー
の
シ
リ
ー

ズ
で
す
が
、
私
が
山
で
使
っ
て
み
た
印
象

と
し
て
は
、
ラ
イ
ト
ウ
ェ
イ
ト
が
よ
り
快

適
で
し
た
。

ま
た
私
は
汗
冷
え
対
策
の
た
め
に
フ
ァ

イ
ン
ト
ラ
ッ
ク
の
ド
ラ
イ
レ
イ
ヤ
ー
ベ
ー

シ
ッ
ク
を
下
に
着
て
い
ま
す
。
腕
ま
く
り

を
し
や
す
い
よ
う
に
タ
ン
ク
ト
ッ
プ
で
す
。

ウ
ェ
ア
は
体
質
や
ジ
ャ
ン
ル
、
季
節
に

左
右
さ
れ
る
た
め
、
こ
れ
が
正
解
、
と
い

う
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
ス
タ
ッ

フ
の
立
場
で
お
話
す
る
と
き
は
寒
さ
で
つ

ら
い
思
い
を
し
て
も
ら
い
た
く
な
い
の

で
、
少
し
あ
た
た
か
め
に
な
る
よ
う
に
ご

案
内
す
る
こ
と
が
多
い
で
す
。
で
も
、
自

分
の
山
行
で
は
ち
ょ
っ
と
薄
め
の
服
を
試

し
て
は
快
適
を
探
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
が

な
か
な
か
楽
し
い
こ
と
も
あ
り
、
ク
ロ
ー

ゼ
ッ
ト
の
な
か
は
山
服
が
も
り
も
り
で
す
。

第
12
回

キャプリーン・クール・
ライトウェイト

秋の東北一人旅は 5 回目。今年は月山にのぼり
ました。 行動中の服装は快適ドンピシャ。風が
強かったので休憩時はパタゴニアの DAS ライト
フーディを着てました。

紅葉と天気の両方に恵まれたのは 2019 年の三ッ
石山から八幡平の縦走時。紅葉に朝日があたり、
あまりの神々しさに心が震えました。東北の紅
葉は格別です。

東北の翌週は馬場島から猫又山へ。こちらも月
山と同じく高曇りでしたが、剱岳を愛でながら
の極上の稜線歩き。朝は氷が張るほど冷え込み
ましたが日中のレイヤリングは月山の時と同じ
くらいの印象です。藪で生地が切れそうだった
のと風が強かったのでソフトシェルを羽織って
ました。

秋の山行はほぼこの組み合わせをベースに出か
けました。思いのほか薄めのレイヤリングでも
行動中は快適ですね。
左）finetrack ドライレイヤーベーシックタンク
トップ　¥3,850（税込）
右）patagonia ロングスリーブ・キャプリーン・
クール・ライトウェイト・シャツ　¥7,480（税込）
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